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    人物紹介


    



    



    赤松勇樹（あかまつ・ゆうき）


    九く文もん学園一年二組。


    第二新聞部『お悩み相談コーナー』担当。


    



    遠藤梨乃（えんどう・りの）


    九文学園一年二組。


    『お悩み相談コーナー』の回答者。理系代表。


    



    鈴木いくみ（すずき・いくみ）


    九文学園一年五組。


    『お悩み相談コーナー』の回答者。体育会系代表。


    



    九条ふみ（くじょう・ふみ）


    九文学園一年一組。


    『お悩み相談コーナー』の回答者。文系代表。


    



    村上絵美（むらかみ・えみ）


    九文学園一年三組。


    『お悩み相談コーナー』の回答者。美術系代表。


    



    二階堂彩香（にかいどう・あやか）


    九文学園二年五組。


    第二新聞部の部長。勇樹の従姉妹。


    



    山中君江（やまなか・きみえ）


    九文学園一年四組。田舎から転校してきた女の子。


    



    矢野明彦（やの・あきひこ）


    九文学園二年二組。通称ネガティブキング。

  


  
    　冬休み明けの放課後。


    　すでに正月が明けてしばらく経たつにもかかわらず、部室はいまだクリスマスパーティーの残ざん骸がいが散乱していた。一応、パーティー終了直後に軽く掃除はしたものの、まだまだ散らかっている。


    　あれほど人々の心をよくも悪くも揺さぶった色鮮あざやかなクリスマスツリーのオーナメントもいまでは来年までまったく使用する予定のない邪魔な代しろ物ものとして、部室の隅にただ放置されている。その隣には文化祭で使った、ペンキなどの塗料、さらにその隣には夏に海で使った浮き輪。ボロボロの巫み女こ服。


    　……振り返りたくなくとも強制的に、去年を振り返らせてくれる……。


    　とにかく物が多すぎるのだ。入部した当時も決して綺き麗れいな部屋ではなかったが、もはや倉庫と表現したほうが近い状況になってしまっている。


    　やはり慣習に従って、年末に大掃除をするべきだったか……。


    　そんなかなり雑然とした状況をまったく気にする様子もなく、第二新聞部部長、二に階かい堂どう彩あや香かは部室の中央にすえられたちゃぶ台に向かい、記事の執筆に夢中になっている。


    「ああ、勇ゆう樹き。いいところにきた」


    　彩香は部室に入ってきた僕の姿を発見すると、自分の足下にあったコンビニの袋をちゃぶ台へと上げる。


    「これ、みんなに。一年間、お世話になったから」


    　袋の中身はたくさんのお菓子。うまい棒だの、キャベツ太郎だの、チョコパイだの、いろいろな駄菓子がぎっしりと詰まっている。


    　安さを数でカバーしている感はあるが、それでもお菓子が嫌いな女子はいない。特に体育会系の回答者である鈴すず木きいくみは大喜びしてくれることだろう。


    「それからこれは、勇ゆう樹きに」


    　彩あや香かが僕に差し出したもの、それは遊園地のチケットだった。


    　都内にある有名遊園地、ジャイアントドームシティーアトラクションのパスポート。一日、アトラクションが利用し放題になるタイプのものだ。……それが二枚。


    　僕はそれをまるで爆発物であるかのように、恐る恐る受け取る。


    　なぜ遊園地のチケットを僕に渡す？　彩香の性格から察するに、なにか裏があってもおかしくない。むしろ裏があって当然のような気すらするが……。


    「父の仕事の関係で貰もらったんだけど、勇樹にあげるよ。これまで、いろいろがんばってもらったから」


    　彩香は僕の警戒心をよそに、優しげな笑え顔がおを浮かべている。


    　……どうやら、本当にチケットをくれただけのようだ。


    「これをどう使えと」


    「どうって？　誰か誘って、遊園地に行く以外になにがあるの？　もしかして食べるつもり？　オリーブとチーズでものせて」


    　彩香は原稿を書く手を止めずに、ちらりと僕を一いち[image: ]べつする。くだらない質問をするなと言わんばかりの表情だ。


    　たしかに彩香の言うとおり、遊園地のチケットの使い方は、遊園地に入場してアトラクションを楽しむしかない。それは僕だってわかっている。


    　僕はもう一度、自分の手に握られたチケットを確認する。実に四角い。しっかりとした紙質……。しかしそんなことは関係ない。問題は枚数だ。チケットは二枚。いわゆるペアチケットである。


    「……誰と行けと？」


    「なんで私にそんなことを聞くの！　勇樹が誘いたい人を誘ったらいいじゃない」


    　二度目のくだらない質問に彩香の手も止まる。もちろん僕だってこれがくだらない質問なのはわかっている。でも、僕にとっては非常に重大な問いでもあるのだ。


    　わずか数グラムの重さしかない二枚のチケット。しかしそこに込められた意味は僕がひとりで抱えきれない重さを持っている。


    　──遊園地、それはキングオブデートスポット。


    　男女がふたりで遊園地に行く、それは異論の余地のないデートだ。世の中の出来事は時と場合によっていろいろな解釈が可能、しかし男女が遊園地に行くそれは間違いなくデートだ。解釈の余地はない。


    　ふたりで喫茶店でお茶なら「別にデートとか、そんなのじゃないし」との弁解の余地がある。映画もまだ「そんなのじゃないし、映画の趣味が似ているだけだし」などと弁明することが可能だろう……。


    　しかし遊園地は間違いなく「そんなの」だ！　そして「そんなの」とはデートだ！　混じりっ気なしの、純度百パーセントの！　デートを判定する審判員がいたら、主審も副審判もいっせいに「デートあり」のフラッグを揚げるだろう。デートかそれともヒヨコかを仕分ける職人さんがいたら、一秒かからずにデートの箱に振り分けるだろう。


    　ようするに、遊園地に誘うということ。それは「デートをしないか？」との誘いとイコールなのだ。これは僕にとっては極めて一大事だ。


    　……なにせ、僕はこれまでに誰かをデートに誘った経験がないのだから！


    　重い。なんて重いチケットなんだ。まだ僕が手にするには早すぎるんじゃないのか。これは未熟な人類がむやみに使っていい代しろ物ものではない。


    「なにをそんなに深刻な顔をしている？」


    　しかし彩あや香かには僕の懊おう悩のうはまったく理解しがたいようで、チケットを親の仇かたきのように睨にらみつける僕を見て、不思議そうな顔をしている。


    「だって、遊園地といえば…………デートだよね。基本的に。もう絶対的にデートだよね」


    「あれ？　勇ゆう樹きはデートしたくないの？」


    「……そんなことないけど」


    「ははーん、さてはデートを恐れているね」


    「だって、その、デートの経験が……」


    　しかし彩香は言い訳をするチャンスを与えない。僕の言葉をさえぎる。


    「はい、殺やられた！」


    「な、なにが……」


    「デートに弱気は禁物。ビビッたら負け。デートは弱気な人間には容よう赦しやなく[image: ]きばをむくの。いまの勇樹なら一発で殺られるよ」


    「デートに？」


    「そう。デートってそんなものだから。だからもっと強い気持ちで望まないと」


    　一発で殺られるって……、たしかにデートで男が怯おびえてたら、あんまりいい結果は望めないんだろうけど。


    「だから、強い気持ちを持って遊園地デートに臨のぞんでほしいの。誓って。遊園地デートを絶対に成功させるって、さあ」


    「……成功させるよ」


    　僕の声に勢いがなかったことが不満なのか、彩あや香かは僕をたきつけるかのように、さらに大きな声を出す。


    「もっと強く！　遊園地デートを成功させる！」


    「遊園地デートを成功させる！」


    「アトラクションの待ち時間を、愉快なトークで飽きさせない！」


    「愉快なトークで飽きさせない」


    「ジェットコースターで女の子より怖がらない！」


    「お、女の子より怖がらない！」


    「バイキングは見た目よりかなりおもしろくないけど、それを女の子に感じさせない！」


    「バイキングは見た目より……感じさせない！」


    「観覧車ではムーディーなトークを炸さく裂れつさせる」


    「観覧車では……ムーディーなトークを…………むしろ自信がなくなってきたんだけど」


    「なんでしょげるの！」


    「できそうにないから！　無理だよ。ムーディーなエピソード、なんにもないから」


    「はい、死んだ！　デートはあきらめた人間を見み逃のがさないから」


    「死にはしないと思うんだけど」


    「死ぬよ。某有名テーマパークのネズミは弱気になった男を食料にするとの[image: ]うわさだよ。弱ったところを集団で襲おそいかかるんだよ！」


    　そんな[image: ]はない！　危なっかしいウソはやめていただきたい。


    「あのね、私は勇ゆう樹きには無駄にしてほしくないの。このチケットを。そしてこのチャンスを」


    　彩香は僕が少し不満げな顔をしていることに気づいたのか、急に優しい口く調ちようになる。


    　その後も彩香は僕に遊園地デートの重要ポイントを熱心に語り続けた。


    　デート中に見せるさりげない優しさにキュンときたり、絶叫系のアトラクションが怖すぎて、思わず手を握ってしまったり、売店でクレープを買って一緒に食べたり……、どうも彩香の妄もう想そうにすぎない気もするが、とにかくそんな感じのシーンを演出するべきらしい。


    「とにかく、そのチケットを無駄にしないで。楽しんできて」


    　彩香はそう言うと、颯さつ爽そうとスカートをひるがえし、部室を出ていってしまう。


    　彩香には申し訳ないが、遊園地デート成功へのアドバイスは僕の耳を右から左へと抜けていってしまっていた。


    　デートを成功させる。難題ではあるが、僕にとってはもっと難しいこと。それはデートに誘うことなのだ。もちろん誘うなら、お悩み相談コーナー理系回答者である遠えん藤どう梨り乃のだ。


    　知り合ってから約十か月、少しずついい感じになってきている気がするのだ。


    　もちろん僕の勝手な思い込みかもしれないけど……。


    　梨乃と遊園地でデートできたら最高だろう、でも誘って断ことわられてしまったら……。これまで積み上げてきた関係性が崩れてしまうんじゃないだろうか。


    　どう誘ったらいいんだ？　なるべく自然に、かつ断ことわられにくいように。できれば最悪断られてもリスクが少ないかたちで……。


    　あるのか？　そんな都合のいい方法が。あってくれ、都合のいい方法。僕の脳内に降こう臨りんしてくれ！　なるべく早めで。


    　僕はひとり残された雑然とした部室で、自然なデートの誘い方について悩み続けたのだった。

  


  
    【相　談　１「自然にデートに誘いたい」】


    
      高たか松まつ　茂しげ樹き　一年

    


    　お、俺おれ、俺は女の子を遊園地に誘いたいと思っているんだけど、お、俺は童貞なので、どうしたらいいのかわかりません。


    　遊園地といえばデートスポット。そんなことくらいは童貞の俺でもわかります。


    　誘うつもりの女子とは仲良くしているのですが、その子は性格的に少し気難しいところがあって、また恋愛に関してはとっても奥手です。デートとなるとＯＫしてくれるか、童貞ごときにはまったく予想が尽きません。


    　デートに断られてしまえば、いままでの関係性にも影響が出てしまい、今後ギクシャクしてしまう可能性も……。そんな状況になれば童貞の手には負えません。


    　どうかベストなデートの誘い方を教えてください。

  


  
    Answer's
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    梨乃：警戒心を解く必要がある。


    ウズラとのスキンシップを参考にする。
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    ふみ：言葉が大切です。


    誘っているか誘ってないのか微妙な言い回しで。
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    いくみ：大事なのは根性！


    断ことわられてもさらって遊園地に連れていく気持ちで。
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    絵美：ある芸術家の名言があるの……。


    そこから勇気を貰もらうの。

    

  


  
    　新学期、最初のお悩み相談コーナー。


    　当然ながらこの相談者は名前こそ偽ぎ名めいであるものの僕の相談だ。チケットを貰ったあの日以来、さりげなく、かつ断られない誘い方について考え続け、悩みに悩んだ。そして、僕の出した最終結論がこれ。みんなに相談することだった。


    　はっきり言って人の悩みを聞いている場合ではない。いま一番悩んでいるのは僕自身だ。それにこうやってこっそり聞いてしまえば、梨り乃のから直接回答が聞けるではないか。


    　我ながら名案である。バレないように、少々強めのキャラ設定にしてみた。


    　僕のそんな意図には気づかず、梨乃はいつもどおりに回答を始める。


    「このケースにおいて、最大の障害となると予想される事象は、相手の警戒心だと思う。いかに警戒心を解くかが、重要なポイントとなるだろう」


    　梨乃は長い黒髪をかき上げながら、さっそく持論を述べはじめる。


    　そうか警戒心を解く必要があるのか……。やはり本人の口から聞くのは参考になる。


    「どうすれば、警戒心がなくなるのかな？」


    　さらに詳しい情報を得るべく、僕はさらにつっこんだ話へと持っていく。


    　梨乃も他人の話だと思っているからだろう、それこそ警戒心なしに、話を続けてくれる。


    「人間も動物の一種。やはり動物の生態から学ぶべきだと思うのだ。なかでも警戒心の強い動物といえばやはりウズラだろう。ウズラは常に猛もう禽きん類など捕食者に狙ねらわれている存在、ゆえに、警戒心が強いのだ。うちのうずうずも私以外にはなかなか懐なつくことはないのだ。でも私にはその警戒を解いてくれて、私の手の上なら、むしろ自みずから進んで乗ってくれるのだ。手の上でぴよぴよと、この鳴き声が実に……そうだ、この前、撮ったうずうずの画像が……」


    　梨り乃のが溺でき愛あいするペットのウズラ、うずうずの情報になってきてしまった。


    　梨乃がなんともいえない幸せそうな笑え顔がおを浮かべながら、自分のスマートフォンに入っている、ウズラの画像を次から次へと見せてくれるが……。


    「ごめん、それはあとで。警戒心を解くにはどうしたらいいかなんだけど……」


    「そ、そうだった。まずは焦あせらないこと。これが一番重要なのだ」


    　梨乃は自分がうずうずに夢中になって、我を忘れてしまったことをごまかすためか、小さく咳せき払ばらいをして話を続ける。


    「警戒心の強い状態で強引に触ったりすると、さらに警戒が強くなり、逆効果になってしまう。まずは気長に、[image: ]えさを与えながら、じっくりと危害を加えない人間であることをわかってもらうのだ」


    「ウズラだったら、そうなんだろうけど」


    「文面から推測するに、この誘おうとしている女子もうずうずと同じく、警戒心が強いタイプだと思うのだ。このタイプの女子は友達も少ない可能性が高い。ゆっくりと警戒心を解いてあげれば、そこからはイージーモードだ。むしろこのタイプこそ扱あつかいやすいのではないだろうか」


    　梨乃は得意げに推理を披露しているが、残念ながら自分のことなんだが……。警戒心だけ解けばイージーモードなのか？　だったら非常に助かるんだけど。


    「でも人間相手では[image: ]で安心させることは難しいですよね」


    　梨乃の意見にまず反応したのは文系代表の回答者九く条じようふみだった。育ちのよさを感じさせる穏やかな口く調ちようと、穏やかな笑顔。そして男子生徒たちを穏やかではない気分にさせてしまう豊かな胸の持ち主だ。


    「さすがに女子を[image: ]え付づけするのは不可能。せっかく人間なのだから言葉で安心感を与えるべきなのだ。決して怪しい誘いではないなどと言い添えれば」


    「逆に怪しくないですか？」


    「……たしかに。安心しろと言われれば、むしろ警戒する要素になってしまうか」


    「ウズラなら[image: ]で懐いてくれるのですが、人間は難しいですねえ」


    　ふみもどうすれば警戒心を解くことができるか、すぐには出てこないようで、思案顔で小首をかしげている。


    　ここはいったんブレイクを入れるべきだろうか。


    「そういえば、彩あや香かから差し入れが……。よかったら」


    　僕は袋から大量のお菓子をちゃぶ台に広げる。


    　もちろん真っ先に食いついたのはいくみだった。


    　机の上に広がるお菓子を見て、目をキラキラと輝かがやかせている。


    「もちろん、食べるっ！　おおっ、ありがとう。おお、うまいほうの棒じゃないかっ。いいの、こんなにいっぱい。おっとっともあるじゃんっ！　ねえ、ねえ、おっとっとはどの魚が一番美お味いしいと思う？　私はクジラだと思うよ」


    「いくみ……どれでも同じ味じゃないかな？」


    「赤あか松まつはわかってないな。食べ比べしよう。ねえ、開けていい？」


    「好きに食べてよ。いつも協力してもらってるお礼だから」


    　待て、を解かれた子犬のように、いくみはさっそくおっとっとの袋を開くと、自みずから一番美味しいと宣言していたクジラをつまみ、小ぶりな口へと放り込む。


    「悪いねえ。こんなにしてくれるんだったら、協力でもなんでもするよ」


    「……いくみさん。[image: ]えさで釣られていますね」


    「……うむ。結局、[image: ]でよかったのかもしれない」


    　ふみと梨り乃のがその様子を見て困ったような表情を浮かべる。


    「そりゃ釣られるよ。だってこんなにいっぱいあるんだよ」


    　いくみはむしろ当然であるかのように、胸を張って言う。


    「いくみさん、お菓子をくれるって言われても知らない人についていってはダメですよ」


    　ふみはまるで小学校の先生のような心配をしている。


    「大丈夫だよ。ついていっても、お菓子だけ奪って脱出するから」


    　全然大丈夫じゃなさそうなんだが……。


    　いくみは周りの心配げな様子などまったく気にとめることなく、お菓子に夢中だ。右手でおっとっと、左手には次に食べるためなのかチョコパイを握り締めている。本当に子供っぽい。


    「とりあえず、お菓子を食べながら相談の続きを。いくみはどうデートに誘ったらいいと思う？」


    「そんなのズバッと言えばいいじゃん。おう、遊園地行くぞっ、て。梨乃はややこしいこと考えすぎ」


    　いくみは左手のチョコパイをほおばりながら答える。


    「それでは断ことわられてしまう可能性が高いのではないか？」


    　梨乃はちょっとむっとしながら、言い返す。


    「断られたら、もう一回頼む！　遊園地行くったら、行くぞ！」


    「それでも断られたら？」


    「ダダをこねる！　行ってえ、お願い、遊園地、行ってええええ！」


    　いくみは自ら、例を示さんと、チョコパイを持ったまま、両手をぶんぶんと振ってみせる。


    　もしいくみにこんなふうにされたら、従い兄と弟この結婚式レベルの用事なら、欠席してでも行ってしまうかもしれないが、しかしいくみだけにできる芸当だ……。


    「威力は十分にわかったけど、それは最終手段かな……。もっと参考にできる意見が……。ふみはどう思う？」


    「私は……そうですね。やっぱり誘って失敗すると傷つくでしょうし、……それにあんまりストレートだと、女性も身構えてしまうと思うので、ちょっとオブラートに包んだ言い回しが大切だと思うんですよ」


    　ふみは文系らしく、言葉にこだわった意見を披露する。


    「日本語にはいろんな言い回しがあるじゃないですか。トイレをお手洗いと表現するとか、少し言いにくいことには婉えん曲きよく表現があるんですよ。やっぱりデートの誘いもそうだと思うんですよ。相談者の高たか松まつさんも婉曲表現を極めれば、きっとうまくいくと思うんです。……でもそのお相手の女性もまた婉曲表現だと大変なことになってしまうかもしれません。婉曲表現と婉曲表現がぶつかってしまうと……」


    　ふみは正座し、まっすぐに背せ筋すじを伸ばしたまま、自分の考える婉曲表現でのデートへの誘い方について語り始める。


    



    　オブラート高松、最後の戦い。


    



    　高松茂しげ樹きは婉曲的な言葉遣いに関しては右に出るものがいない。高松を知る人間は誰しも口を[image: ]そろえてそう評した。


    　かつてはストレートな表現が多い普通の高校生だった高松だが、血のにじむような修練によって、日本語の可能性を極限までつきつめた婉曲的表現を身につけたのだった。人はその持って回った言い回しを讃たたえ、彼をオブラート高松と呼ぶ。


    　高松がここまで婉曲表現に磨きをかけたのはたったひとつの目的のためだった。それは、大好きな伊い藤とう有ゆう香かを遊園地デートに誘うこと。


    　断ことわられにくく、かつ万が一断られてもショックが少ない、関係性も崩れることがない、そんな表現を目指し、ひたすら研けん鑽さんの日々を送ってきたのだった。


    　試し行こう錯さく誤ごを繰り返すこと五年、そして、ついに今日きよう、その修しゆ行ぎようの成果を試すときがやってきたのだ。相手の有香もまた婉曲表現を好む女性だった。きっと穏やかに、密ひそやかにデートの約束を取り付けることができるだろう。高松はそう確信していた。


    　その勝負の舞台に選んだのは彼女の通う大学近くにある喫茶店だった。


    「どうしたの？　ひさしぶりだね。オリンピックの開催間隔プラス一年ぶりくらいかな？」


    　以前は高校生だった彼女も五年の月日が経たち、いまでは大人の女性になりつつある。しかしそのオブラートに包んだ言葉は変わっていない。


    　しかし、高松もまた、有香を誘うにふさわしい婉曲表現を身につけている自負があった。


    「あの、来週の金曜日から数えて明後日あさつてにあたる日なんだけど」


    「日曜日のことね」


    「そう、その日なんだけど、有ゆう香かはなにをしてるかな？」


    「そうね……、賃ちん貸たいで契約しているプライベート空間でなるべく楽な姿勢を取っていると思う」


    　自分の部屋で寝ているとの意味だ。


    　昔の高たか松まつなら理解できなかっただろう。しかしいまや高松は有香以上のオブラートに包んだ言い回しの使い手。さらなる婉えん曲きよく表現で話を進めることすら可能だ。


    「日曜日ってなんのためにあるんだろうね。神が休息した日だとされているけど。そんな曜日を楽しむ方法っていろいろあると思うんだよね」


    「そうだね……いろいろあると思う」


    「部屋で楽な姿勢を取るだけではもったいないと思うんだよ。もっと有効に使うべきだとは思わない？」


    「高松君……もしかして宗教の勧誘？」


    　有香が少し椅い子すを引いて、いつでも逃げ出せるように身構えている。


    　しかし高松はひるまない。いまこそオブラートに何重にも包まれた、表現テクニックを発揮する場面だ。


    「違うよ。有香さん。もっとすばらしい体験へのお誘いさ。夢と希望に満ちあふれた、パラダイスさ。ぜひ一緒に行ってもらいたい」


    「パラダイス……？」


    「そう現実を忘れられるあそこだよ。一緒に行かないか？」


    「さてはドラッグストアが取り扱わないドラッグの販売？　きゃああああ、アレ漬けにされる！　誰か！　人を捕まえる関係の公務員の方～！」


    「有香さん。拳けん銃じゆうを所持した公務員の方を呼ぶのはやめてほしい。見せたいものがあるんだ」


    　高松は慌あわてて、自分が用意した遊園地のチケットを取り出そうと、懐ふところを探る。しかし気持ちが焦あせり、どのポケットに入れたのか思い出せない。


    「きゃあああ、見せたいものって、もしかして男性の特徴的な部分じゃないの!?　やめて男性の特徴を見せるのは！」


    「違う。僕は男性の特徴を見せたいわけではない。見せるにしても段階を追ってからだと思っている、あっ拳銃を所持した公務員の方！　違うんです。誤解なんです。僕は彼女を天国のような場所に誘おうと……。やめてください。その鈍にぶい光こう沢たくを放つ鉄の輪で僕の両手の自由を奪わないでください！」


    　抵抗むなしく、高松の手に手て錠じようがはめられる。両手をつなぐ金属の鎖くさり。まごうことなき現行犯逮たい捕ほだ。


    「違うんだ！　これは誤解なんですよ。入りたくない！　あの脱出が難しい施設には入りたくない」


    「言い訳は私たちが普段待機しているあの場所で聞こうか」


    　肩を落とし、がっくりとうなだれる高たか松まつ。そのコートのポケットから、花びらのようにはらりと遊園地のチケットが舞い落ちるのだった。


    



    　話が長い！


    　ふみは想像力が旺おう盛せいすぎるところがあり、話しているうちに妄もう想そうの世界に入ってしまうことがあるのだが……、開始早々なんて長い妄想なんだ。正直一回帰ろうかと思った。


    「すみません。つい想像が膨ふくらんでしまって……でも、表現に気をつけることは本当に大切だと思うんですよ」


    　ふみは懸けん命めいに弁解をしているが、残念ながら、途中から誰も聞いていなかった。


    「絵え美みちゃん、これ食べてみなよ。おいしいよ、のし梅さん太郎」


    「……すっぱいの」


    「いくみ。大変な事実が。キャベツ太郎の原材料にキャベツが含まれてない……」


    「梨り乃のは細かいなあ。いいじゃん、美味しいんだから。美味しいからキャベツ太郎。それでいいじゃん」


    　ふみの話をＢＧＭにして、楽しくお菓子の品評会中だ。


    「ちょっと、みなさん聞いてくださいよ！」


    「だって、いつもの長いやつでしょ。はいはい、長い、長い」


    　いくみ……ツッコミすら、非常に雑になってしまっている。


    「いくみさん。ひどいです。たしかに長かったですけど……。聞いてくれてもいいじゃないですか」


    　ふみはふくれっ面つらで、いくみを睨にらみつけるが、


    「まあまあ。のし梅さん太郎食べな。はい、あーん」


    「あ、あーん。……思ったよりすっぱいですね」


    　ふみの必死の抗議ものし梅さん太郎一枚でごまかしてしまう。このいくみの強引さとたくましさがあれば、デートの誘いくらい難なくやってのけることができるんだろうけど……。


    　しかし、いくみを羨うらやましがっていても仕方がない。なんとかこの相談で糸口を見つけることに集中しよう。


    「じゃあ、次は絵美の意見に」


    　僕は、じっとほかの意見を聞くだけだった美術系の回答者絵美に意見を聞くことにする。


    　一見おとなしい女の子なのだが、なにを考えているのか、まったくわからない。やっかいな人間[image: ]ぞろいの回答者のなかでもとりわけ危険な個性の持ち主だ。


    「……この相談者は相手のことを分ぶん析せきしているフリをしてるだけで……本当は怯おびえているだけなの。自分の気持ちを……受け止めてもらえないことを怖がってるの」


    　絵え美みは誰とも目を合わせず、ぽつりぽつりとつぶやく。


    　たしかに……僕は梨り乃のをデートに誘って、断ことわられることを恐れている。さすがに絵を通して人間の内面を表現しようと日々格闘しているせいか、洞どう察さつ力りよくがある。


    「でも、誰だって怖いんじゃないかな？」


    　偽ぎ名めいで相談をしたことを忘れて、思わず、本人であるかのように反論をしてしまう。


    「怖がる必要はないの。……恥ずかしいことじゃないの」


    「必要ないって言われても、恥ずかしいのは恥ずかしいし……そのあくまで一般的に」


    「尊敬している芸術家の言葉を贈りたいの〝いいかい、怖かったら怖いほど、逆にそこに飛び込むんだ〟……そんな言葉なの」


    「いい言葉ですねえ。素敵です」


    　ふみも感激の表情を浮かべている。たしかに、臆おく病びような僕の背中を押してくれそうな、元気が出そうな、いい言葉だ。


    「本当にいい言葉なの……。とくに〝いいかい〟の部分が」


    「そこですか!?」


    　まさかの指摘にふみは目を丸くしている。


    「むしろそこなの……。なんだか、優しく語りかけている感じがして、かっこいいの。……飛び込むんだとかはどうでも。勝手に飛び込んでいればいいの」

  


  [image: ]


  
    　……どういうセンスの持ち主なんだ。最初はいい言葉だと思っていたのに、話を聞いているうちに、本当にいい言葉なのか、よくわからなくなってきた。


    「ほかにもその芸術家はこう言ってたの。〝僕は流れるって感じが好きなんだ。固定したものは全然つまらない。人生だってそうだろう？〟……すごく……かっこいいの」


    「かっこいいね。それで？」


    　僕はちょっと警戒しながら、絵え美みの真意を問いただす。


    「別に……言いたかっただけなの」


    　おい！　ただ好きな言葉を紹介しただけかよ！　


    「それで、結局、どうするべきだと思うの？」


    　やはり自分の相談ということもあるのか、絵美の話のペースがどうにもじれったくて、結論をせかしてしまう。しかし絵美はこっちがなんでじれったそうにしているのか、理解していないようで、不思議そうな顔で僕を見つめ返しながら、話を続ける。


    「だから、この、『いいかい？』なの。この余裕のあるちょっと上から目線の優しさが出ていれば、絶対にうまくいくの……デートはちょっと上から目線で誘われたいものなの」


    　なんだか、わかったような、わからないような。


    　たしかに自信なさそうに誘うよりは、上から目線で余裕のある態度で臨のぞんだほうが、成功確率は上がりそうだが……。


    「みなさんの意見をまとめると、警戒心を解くまで時間をかけて、少し遠回しな言葉遣いで誘って、ちょっと上から目線の態度、ということになってますが……」


    　ふみがこれまでの意見をまとめてくれる。なんだか、新年一発目からひどい状態だと思っていたが、まとめられると案外まともなアドバイスになっている気もする。


    　これを参考にするのは僕なわけだけど……。


    「ちょっと、私の意見が入ってないじゃん！」


    　せっかくまとまりかけたところで抗議の声を上げたのはいくみだった。


    「だって、ダダをこねるでは、さすがに……。ねえ、梨り乃のさん」


    　ふみは困り顔で梨乃に助けを求める。


    「うむ。まったくもって、論理的ではないのだ」


    　梨乃も同意を示すが、いくみは引き下がらない。


    「いいじゃん！　別にいいじゃん、いいじゃんったら、いいじゃん！」


    　そう言いながら、仰あお向むけに倒れると、両手をぶんぶんと振り回す。


    　……これはダダ！　さっそくのダダ！


    「ちょっといくみさん。やめてください。スカートがめくれてしまってますよ」


    「じゃあ、入れてっ！」


    「わかりましたから、警戒心を解くまで時間をかけて、少し遠回しな言葉遣いで誘って、ちょっと上から目線の態度でダダをこねる、で」


    　上から目線でダダをこねる。どんな人間なんだ……。


    　しかし実じつ践せんにおいて一番強いのは「ダダをこねる」なんじゃないか。


    　スカートの乱れを気にすることなく、ダダをこね続けるいくみを見ながら、そんな考えが脳のう裏りをよぎるのだった。


    



    　翌日の放課後、僕はカバンに教科書を詰めている梨り乃のに慌あわてて声をかける。


    　お悩み相談がないときの梨乃は放課後、誰とも会話を楽しむこともなく、最初に教室を出てしまうことが多い。すぐに声をかけないと帰ってしまうのだ。


    　もちろん目的はただひとつ。デートのお誘いだ。


    　なぜだか声をかけるだけで、緊張する。これまでに何度も会って、何度も会話しているのに……。目的がデートなだけで、こうも違うものか。


    「あ、あの、ちょっといいかな」


    「相談の日ではないのに、どうしたのだ？」


    「そうなんだけど、個人的にね。ちょっと部室に行こうよ。いいじゃん」


    　僕は前日の相談をもとにして、ちょっと上から目線で話しかけてみる。


    「なぜ部室に？　ここで言えばいいではないか？」


    「まあ、いいじゃん。ほら、部室のほうが静かだから」


    　梨乃は明らかに怪け[image: ]げんな顔をしているが、なんとか部室へ同行してくれることになった。


    　部室に入ると、僕はさっそく梨乃に飲み物を手渡す。梨乃が好きなメーカーの缶コーヒーだ。


    「飲みなよ」


    「あ、ありがとう」


    　梨乃はお礼を言いながらも、さらに怪[image: ]な表情をしている。……警戒心を解くつもりが、逆に警戒されてしまったか？


    　たしか梨乃の意見によると、この警戒心を解くには、焦あせらないことだったはずだ。落ち着こう、焦ってはいけない。


    　僕は静かに、ただ梨乃が缶コーヒーを口にするのを見つめることにする。


    「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」


    「なぜ、呼びつけておいて、沈黙しているのだ！　マナーモードにでもなっているのではないか！」


    　怒られた！　やはり自分で呼びつけておいて、だんまりはおかしいか。


    「そもそも、さっきからなぜ、微妙に偉そうなのだ？　フィールズ賞でも受賞したのか？」


    　どうやら、僕の上から目線が、梨り乃のを少しイライラさせてしまっていたようだ。……なんだよ、自分たちのアドバイスに従ったのに、全然役に立ってないじゃないか。


    「いや、受賞はしてないんだけど」


    「そんなことはわかっている。早く用件とやらを言ったらどうなのだ？」


    　自分が焦あせらずじっくり間まを取れと言っていたくせに、梨乃はせっかちだった。


    「あの……、今週か、来週か、週末ってなにしてる？」


    「特筆すべきことはなにも。大だい腸ちよう菌きんのコロニーを観察して、うずうずと遊ぶくらいなのだ。普通の休日」


    　……女子高生の休日で大腸菌のコロニー観察は普通ではないと思うけど。それにしても、スケジュールが埋まっているのか暇ひまなのか、まったく判断できない予定だ。誘っていいのか、誘ってはいけないのか……。


    　想定外のスケジュールにさっそく出で端はなを挫くじかれてしまった。


    「あの……その……もしその大腸菌の調子がよかったらでいいんだけど……」


    「大腸菌に調子などない」


    「そ、そうか……。じゃあ、あの……」


    「そろそろ代名詞を連呼するのはやめてもらえないだろうか」


    　遠回しな表現を使用してみたが、残念ながら梨乃の機嫌はさらに悪くなっている。この機嫌ではますます成功確率は下がってしまっているだろう。正直、出直したい気持ちだが、ここでやめるわけにはいかない。


    　僕は思い切って本題を切り出す。


    「遊園地のチケットがあるんだけど。もしよかったら……その、一緒に」


    「なにを言っているのだ？　意味がわからないのだが？」


    　僕が口ごもってしまったせいで、うまく聞き取れなかったのか？　


    　僕は真剣な眼まな差ざしで梨乃を見つめると、ありったけの勇気を振り絞って、もう一度はっきりと用件を伝える。


    「遊園地のチケットがあるんだけど週末に一緒に行かない？」


    　改めて僕は遊園地に梨乃を誘う。今度ははっきりと聞き取れたはずだが、それでも梨乃は怪け[image: ]げんな表情のままだ。


    「ふむ……遊園地？　なるほど。遊園地……。私と一緒に遊園地に？　週末……。遊園地……一緒に……行く……なっ……、ゆ、遊園地。……ふたりで？　それは、つまり……。情報を整理すると……、一緒に遊園地に行こうと誘ってる。そういうことなのかっ！」


    　整理もなにもそう言ったんだけど……。


    　なんだか、いろいろ予想していたリアクションのどれとも違う反応だ。


    「前にケーキ奢おごるって約束してたよね。それでまだ奢れてないから、その代わりに。どうかな」


    「ゆ、遊園地……。私が……」


    　梨り乃のの顔が真っ赤かになっている。おそらく僕の顔もかなり赤いのだろうけど、梨乃の場合は、ちょっと心配になるくらいの紅こう潮ちようっぷりだ。懸けん命めいに手のひらで顔をぱたぱた扇あおいで冷却しているが、そんなことでは、ちっとも効果はなさそうだ。


    「ゆ、遊園地と、喫茶店では、その……関係性におけるレベルが……、バイオセーフティーレベルでたとえるならば喫茶店がレベル１だとすると、ゆ、遊園地は一気にレベル３だと思うのだ。完全なる封じ込めが必要なレベルの。安全キャビネットを使用しないと……」


    　ものすごく動どう揺ようしている。長いまつ毛の奥で瞳ひとみが右う往おう左さ往おう、激しく運動している。動揺しすぎで、もはやなにが言いたいのかさっぱりわからない。


    「梨乃、落ち着いて。そんなに動揺しなくても」


    「ど、動揺などしていない！　その安全キャビネットがないと、キャビネットが……」


    「いまはそのキャビネット関係ないから。落ち着いて」


    「落ち着いているではないか！」


    　梨乃はムキになって自分が動揺していることを否定するが、むしろ、それが動揺を際立たせてしまう。


    「それで、どうかな、喫茶店の代わりに……」


    「私は、その喫茶店の件は、その、あくまで日常の一部というか、しかし遊園地はその……いわゆる、分類学的にはデ、デートに分類されるというか……」


    　なぜか梨乃は缶コーヒーを両手に抱えたまま、立ち上がると、部室をうろうろしはじめる。


    　恋愛に関しては非常な苦手意識を持っているのはわかっていたが、まさかここまで激しい反応が起こるとは……。


    「そんな、分類とかカテゴリーとかじゃなくて、ただ、チケットがあって、もし時間があったらって、それだけなんだけど」


    「だから、それが、一般的にはその、デートと呼ばれる現象ではないかと、私は、そう、結論を……。ふぅ、私が……デート、遊園地で……、観覧車、メリーゴーラウンド、私。まさか……私が？　観覧車に私と赤あか松まつが代入されると……、であるならば、私は……私は誰だ？」


    　なんだか、記き憶おく喪そう失しつ風ふうの言葉を口走りはじめた！　梨乃のことだから、拒否反応は覚悟していたが、もう自じ我が崩ほう壊かいの寸前じゃないか


    「わかったから、座ろうよ。落ち着いて」


    「だから落ち着いているではないか！」


    「落ち着いている人は、コーヒー持ったまま、うろうろ徘はい徊かいしないから」


    「私はいつもこんな感じだ。平常心なのだ。ただ……その……、その……デ、デートの誘いを受けたのが、その…………はじめての体験で……だから、だから」


    　梨乃はそう言いながら、部室の隅っこで小さくなってしまった。


    　そうか、僕もはじめての経験だったが、梨り乃のもはじめての経験だったのだ……。それにしても錯さく乱らんしすぎだと思うけど。


    「そんな隅っこに行かなくても……、戻ってくれないかな」


    「いつのまに……こんな隅っこに。その、まさか、私のような人間がその、いわゆる、カテゴリーとして、デートに分類されるような、その……その……あまりにも想定外の事象で……、たとえるなら、ブロッケン現象的な……キャビネットが……」


    　そう言いながら、梨乃は再び部室をうろうろしはじめて……、また隅っこで小さくなってしまった。


    「だから、なんで隅っこに行っちゃうの！」


    「い、いつのまに……、これは、地球の自転の影響だろうか……」


    　ただ、うろたえているだけだと思うが……。


    「梨乃、本当に、いったん落ち着こう。デートとか、大げさに考えないで、ただ、チケットを貰もらったから一緒に遊園地に行かないか？　って誘ってるだけだから」


    「そ、そうか、ただチケットがあるから遊園地に……なるほど、なるほど。一緒にジェットコースターに乗ったり、観覧車に乗ったり、お化け屋敷でドキドキしたり……売店でソフトクリームを買って一緒に食べたり…………デートではないかっ！」


    「梨乃っ！　落ち着いて！　部室をぐるぐる回らないで！　別の隅っこに移動しないで！　壁と会話しないで！　安全キャビネットを探さないで！」


    　結局、梨乃を落ち着かせるのに精いっぱいで、デートの誘い方なんて、どうでもよくなってしまった。なんとか梨乃に部室の隅っこから、部室の中央に戻ってもらうだけで、相当の時間をついやしてしまった。


    「せっかく相談までしたのに、まったく予想外の展開になっちゃって……正直、参ったよ」


    「まさか……、あの相談っ！　そうか……、そういうことか……ずるいのだ。私的に相談を使うのは」


    　梨乃は恨うらめしそうに僕を睨にらみつける。


    「ごめん。その僕もどうしていいかわからなくて、本当に悩んだんだよ。それこそ、相談したいくらいに……」


    「こちらの意見を聞いてから……誘い方を考えるつもりだったとは……ある意味カンニングではないか」


    「結局、正解はわからずじまいだったけどね……」


    「それは……」


    　ふたりの間に沈黙が流れる。不思議とそれほど気まずくはない。だまされた恨みがこもっていたはずの梨乃の視線もいつのまにか、柔らかくなっている。


    　どこか甘えるような、そんな視線にも思える。


    　猛烈な照れからか、梨り乃のの頰ほおは上気していて、なんだか、艶なまめかしさを感じてしまう。


    「どうかな？　もし暇ひまだったら？　本当に……気軽に。深い意味なしに」


    「深い意味があるかどうかは、こちらの問題なのだ」


    　たしかに、梨乃にとって深い意味があるかどうかが問題だ。そして僕は本当のところは深い意味があってほしいと望んでいる。だからこそ、こんなに緊張しているのだ。


    　梨乃ならば難しい数学の問題でも解けてしまいそうなくらいの長い沈黙の後、ようやく梨乃が口を開く。


    「あの……回答だけど……………………、保留で」


    「保留!?　なんで？」


    「だから、……デートに誘われる経験がはじめてだから……。もう少し考える時間が欲しい」


    「いつまで？」


    「……焦あせらずじっくりと待ってほしい。私の回答のとおりなのだ」


    　梨乃はそう言うと、いたずらっぽく笑う。


    　ここへきて、自分の回答を持ってこられては、待つしかない。


    　梨乃はこれまでの緊張を解くように大きくひとつ息を吐き出して、言葉を続ける。


    「それから、このことは他のみんなには秘密にしてほしいのだ。……恥ずかしいから、特にお悩み相談のメンバーに気づかれたくは……」


    　梨乃は自分で話していて気になりだしたのか、突然、窓の外の様子を見て、誰もいないことを確認している。


    　もちろん僕も誰かに話そうなんて思っていない。


    「わかった、もちろん秘密にするよ」


    「それから、できるだけ自然な振る舞いも大切なのだ。ギクシャクしていると気づかれてしまうから、絶対に気づかれないように。約束なのだ」


    　梨乃はそう念を押すと、僕を置いて、そそくさと部室を出ていってしまう。


    　おそらく恥ずかしさの限界がやってきてしまったのだろう。


    　こうして、僕の初めてのデートの誘いは保留という、なんとも微妙な結果に終わった。


    　しかし僕の胸の中は安あん[image: ]どの気持ちと、達成感でいっぱいになっていたのだった。まずは勇気を振り絞れただけでも十分に及きゆう第だい点てんだ。僕はひとり残された部室で、人知れず、小さくガッツポーズをしたのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　デートに誘うのは、大変に勇気の必要な行為です。失敗してしまったときには心理的なダメージは計り知れません。そこで我々お悩み相談メンバーは成功確率を上げ、失敗のリスクを下げるデートの誘い方について議論し、回答を出しました。それは、「警戒心を解くまで時間をかけて、少し遠回しな言葉遣いで誘って、かつ、ちょっと上から目線の態度で誘うこと」です。


    　しかし、いかなる誘い方も相手があってのこと。そもそも、相手が会話の成立する心理状態でなければ、どのようなアプローチも無駄になってしまいます。いったん、相手の状況を確認してから、チャレンジしましょう、そしてそれでもダメなら実力行使、ダダをこねましょう。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「いいじゃん！　別にいいじゃん、いいじゃんったら、いいじゃん！」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　僕は好きな娘こがいます。告白する勇気はありますが、タイミングがわかりません。どんなタイミングがよいのでしょうか？


    



    
      （みかん）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    脳が多くドーパミンを分ぶん泌ぴつするタイミングを狙ねらうべき、


    ずばり食後三十分以内だ。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    古来、相手の隙すきを突くのが兵へい法ほうの基本。


    ずばりおやすみ前です。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    ハングリーな気持ちのときはきっと恋愛にもハングリー。


    ずばり食前だよ！

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    愛は何度でも伝えてもいいの。


    ピカソのように情熱的に。喉のどから、鼻からなの！

    

  


  
    【相　談　２「人生経験がない」】


    
      kinokano

    


    　ツイッターやＳＮＳで壮絶な経験をしている同年代の人を見ると、自分は人生経験が足りていない薄っぺらな人間なのではないかと不安になってしまいます。人生経験がない人間が人生経験がある人間と勝負していくには、どうしたらいいでしょうか？

  


  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：経験を補おぎなうのは知性。


    論理的思考能力は経験を凌りよう駕がするのだ。
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    ふみ：読書が人生経験の代わりになってくれるはずです。
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    いくみ：経験に勝つのは勘！


    野性の勘で乗り切るんだ！
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    絵美：逆転の発想なの。


    経験がないのも経験の一種。全ぜん裸らもオシャレの一種なの。

    

  


  
    　梨り乃のからの返事はいまだないまま、翌週の人生相談コーナーの日を迎える。


    　ＯＫなのか、それともダメなのか、すごく気になって、梨乃の顔を見るたびにそわそわしてしまうが、あんまり、そわそわしていると、ほかのメンバーに不審がられてしまう。僕は平静を装よそおいつつ、人生相談を始める。今回は人生経験についての悩みだ。


    　たしかに人生経験がある人は尊敬できるし、かなわないなと思ってしまうが……。それに対抗するにはどうしたらいいのか。なかなかの難問に思える。


    　真っ先に自分の意見を述べたのはふみだ。


    「やっぱり、読書が解決してくれると思うんですよ。本には先人たちの知恵や知識が詰まっているんです。どんな人生経験をした人でも経験できないほどたくさん。ですから読書するのが一番の解決方法なんです」


    　ふみの視線の先にはいくみ。相談者に答えながらも、まったく読書などしないいくみをたしなめているのかもしれない。


    　いくみも大おお仰ぎように腕組みしてみせて、一応真剣に話を聞いている素そ振ぶりを見せてはいるが、


    「たくさんの知恵か。なるほど……。だから読書って、眠くなるんだね」


    　いくみにはふみのアドバイスは逆効果だった！


    「なんでそうなるんですか！　眠くなんてなりません！」


    「なるよ。いまも眠いし。きっと午前中の国語の授業のせいだよ」


    　いくみはそう言うとさっそく大きなあくびをする。


    「もう放課後です！　国語の授業の眠気はそんなに持続しないはずです」


    「だって、続いてるんだもん」


    「それはいくみさんがただ眠いだけです。国語のせいにしないでください。いいですか、いくみさん。本を読まないのはすごくもったいないことなんです。本は人生を豊かにしてくれる大切なものです。知識だけではないのです。本を読めば魅力的な人間にもなれるんです……いくみさん寝ないでくださいっ！」


    　いくみはいつのまにか横になってしまっている。


    「だから、国語の授業がね……。ふみの話を聞いてたら思い出しちゃってさ。思わず国語の授業の体勢にさ」


    「国語の授業で横になってるんですか!?」


    「いつもじゃないよ。本当に眠いときだけ、先生に見つからないように」


    「どうやれば見つからないのか……。とにかくいくみさんも本を読んだほうがいいですよ。ねえ、梨り乃のさん」


    　ふみはジャンルは違えど、同じく本を多く読んでいる梨乃に賛同を求める。


    「……あ、うん。もち、もちろん。当然、そ、そうなのだ。むろん、そうなのだ」


    　梨乃！　ギクシャクしている！　もうこれ異常なくらいのギクシャクっぷりじゃないか！


    　自然に振る舞おうってあんなに自分で言ってたのに。


    「梨乃さん？　梨乃さんはこの相談、どう思います？」


    「そ、そうだな、やはりデート……じゃなかった、その人生経験に対抗するものは論理的思考だと思うのだ」


    　さっそくぽろっとデートって言っちゃってるし……。


    　梨乃は冬にもかかわらず、額ひたいにうっすらと汗をかいている。その汗を拭ぬぐおうとするが、すでにその動きがなんだかカクカクしてロボット風味だ……。


    　梨乃、なんてとぼけるのが下へ手たなんだ！　これまでの人生で一度もとぼけたことがないんじゃないかと思わせる下手さじゃないか。


    　ふみもなんとなく梨乃の異変に気がついたようで、心配そうな表情で梨乃を見つめている。


    　このまま、梨乃に話させるとバレそうで怖い。ここは別の人に話を振らないと……。


    「いくみの意見はどうかな？　野性の勘ってなってるけど」


    「そう。勘は大事だよ。勘さえあれば、やっていけるよ」


    　いくみは待ってましたとばかりに、嬉うれしそうに自分の考えを披露する。


    「勘ですか？　勘に頼ってなにかをするのは不安だと思うんですが？」


    　いつもなら梨乃が真っ先に反論するような意見だが……、梨乃は黙ったままなので、代わりにふみが反論する。


    「それは、ふみの勘が鈍にぶいからだよ。私くらいになると、ほとんど勘だけで、なんでもやってるよ」


    　いくみはそう宣言すると誇らしげに胸を張るが……、大丈夫か？　なんでも勘に頼って。これまでの数々の失敗も勘で動いているからなんじゃないのか？


    　しかしいくみは自信満々で言葉を続ける。


    「スポーツでも勘は大事だよ。勘のない人はどれだけ練習でうまくいっても、試合では結果が出ないんだよ。私なんか、いっつも助すけっ人とだから、試合一発勝負だからね。勘しかないよ」


    　いくみは数々の運動部に助っ人として呼ばれ、勝利に貢こう献けんしているらしい。少なくともスポーツに関しては独特の嗅きゆう覚かくのようなものを身につけているのだろう。


    「スポーツではそうなのかもしれないですけど、実生活ではあまり役に立たないのでは？」


    「そんなことない！　見てなよ」


    　いくみはふみの言葉を即座に否定すると、すっくと立ち上がる。


    　どうやら自みずから、勘のすばらしさを実じつ践せんしてみせるつもりのようだが……。


    　いくみは獲え物ものを狙ねらうネコ科の動物のような鋭するどい目つきで、梨り乃の、ふみ、絵え美みをひとりずつ、じっと見つめる。そして、驚くほど俊しゆん敏びんな動きで身をひるがえすと、あっと言う間に、梨乃の背後へと回りこむ。


    「な、なにを……」


    　梨乃の首筋に自分の小ぶりな鼻を近づけ、くんくんと匂においを嗅かぐ。


    「……デートの匂いがするよ」


    　なんだ、その勘は！　鋭すぎる！　いったいなにを察知しているんだ！


    「そ、そんなここことは……いくいくいくみ、適当なこととと」


    　なんとか梨乃には白しらを切ってほしいところだが、残念ながら音飛びを起こしている音楽プレーヤーみたいな状態だ。もう故障寸前、修理不能か……。


    「まさか、梨乃さんがデートなんて、ねえ、絵美さん」


    「そうなの……。梨乃ちゃんは、いまどき珍しい、おかたい女子なの。私が脱ごうとしただけで、すぐ怒るの」


    　ふみと絵美は信じられないといった様子だが、しかし、その程度の疑念ではいくみの勘は揺らぎはしない。


    「ふみも絵美ちゃんもとらわれてるよ。せんにゅーかんに。私の勘はそんなにゅーっとしたものにはとらわれないんだよ。間違いない、これはデートする人が出すデート殺気だよ。ねえ、梨乃。ねえねえ。デートだよねえ」


    　いくみは梨乃の身体からだを背中越しに抱きしめなら、なおも鼻先を首筋に接近させる。


    「ななな、いいいいいくみ……。非科学的な……、やめ、やめて……」


    　残念ながら、もうなにを言いたいのか理解できない。なんてことだ……。これ以上梨乃にとぼける力は残ってなさそうだ。ここはなんとか助け舟を出さないと、いくみの勘の前に敗れ去ってしまう。


    「いくみ、梨り乃のも困ってるから、そのへんでやめてあげなよ。勘の大事さは十分にわかったからさ……」


    「まだまだ、これからだよ」


    「あくまで、例でしょ、そんなに真剣にやらなくても、わかったから」


    　なんとか梨乃を解放させようと説得を試みるが……。


    　いくみが今度は僕をじっと見つめている。つぶらなふたつの瞳ひとみが微動だにせず、僕の顔へと狙ねらいを定めて……、見られているこっちが目を逸そらしたくなるような不思議な力を感じる眼まな差ざしだ……。


    「デートの匂においがするよ」


    　いくみは僕に向かってぽつりとつぶやく。


    　まさか、勘が鋭するどいっていったって、そこまでわかるはずが……。


    　いくみは梨乃を解放すると、一気に僕へと跳びかかる。


    　瞬またたく間に僕は背後を取られ、後ろから抱きしめられてしまう。そして、いくみの顔が僕の首筋へと寄せられる。いくみの鼻はデートに関するなにかを察知しているんだろうけど、僕の鼻はいくみのなんとも表現できない、女の子の甘い匂いを感じてしまう。


    　しかし、いまは、やましい気持ちを起こしている場合ではない。なんとかこの状況を打開しなくては……。


    「間違いない！　デートだ！」


    　僕を解放したいくみはそう断言すると、僕を睨にらみつける。すでに真実を知っている、そんな確信に満ちた目だ。


    「本当なんですか、赤あか松まつさん」


    　それまで信じていなかったふみも、いくみの態度に感化されてしまったようだ……。


    　どうやら秘密にしておくのは難しいようだ。ここでウソをついて、それがバレたらますます大おお事ごとになってしまう。


    　僕は意を決して、本当のことを話すことにする。


    「デートって言うほど、大げさなことじゃないんだけど……、遊園地のチケットを貰もらって、それでどうかなって誘っただけで……」


    「梨乃さん、本当なのですか？」


    　ふみの言葉に返答する代わりに、ただただ顔を真っ赤かにしてうつむく梨乃。あんなに身体からだを縮こまらせて……なんだか申し訳ないことをしてしまった。


    「ということは、この前の相談は……」


    　さすがにふみにはすぐに真相を悟られてしまった。


    「ごめん……。あれは僕が……」


    　僕は偽ぎ名めいを使ってみんなに相談をしたこと。それを参考に梨り乃のを誘ったことを正直に告白して、謝罪する。


    「ずるいよ。私だって遊園地行きたいのに！　私なんかすごい遊園地に行きたい派なんだよ。すごい、すごい、行きたいのでおなじみなのにっ！」


    　いくみが僕の告白を聞き終わるやいなや、不満を爆発させる。


    　……そんなことでおなじみだったとは知らなかったが、いまはそのことにつっこんでいる場合ではない。


    「それは……チケットが二枚しかなかったから」


    「なんで二枚しかないと梨乃なのさっ！　ずるい、ずるい！」


    「そ、それは、まあ、なんというか……まあ、その」


    「えこひいきだ！　えこひいき、えこひいき、ずる、ずる、梨乃と赤あか松まつずるデート！」


    　ファールをアピールするサッカー選手よりもさらに大げさな身振りでいくみは、不公平を糾きゆう弾だんする。たしかにその点はどうにも言い逃のがれできそうもない。


    「まあ、まあ、いくみさん。そんなに強く言うと、おふたりがかわいそうですよ」


    　見かねたふみが助けに入ってくれるが、いくみは聞く耳を持たない。
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    「ふみは、遊園地行きたくないの？　私は行きたいよ。遊園地に行く人は、まず私を倒してからにしてほしいよ」


    「たしかに、同じコーナーのメンバーで、しかも相談を利用して、それで、ひとりだけ優ゆう遇ぐうするのはあんまり気持ちのよいものではありませんね……」


    「お菓子でごまかそうとしたの……太郎シリーズで」


    　いくみほど極端な反応は示さないものの、どうやらふみも絵え美みも納得がいってないようだ。


    　突き刺さるような三人の視線……。


    「お菓子でごまかしたわけじゃ……。だから……ごめん」


    　もはやこれまでか……。僕のデート計画は完全に崩ほう壊かいしてしまった。こうなってしまっては、梨り乃のがＯＫの返事をくれることもないだろう。


    　実にはかない夢だった。まだまだ僕にはデートは早いということなろう。デートの道は険けわしく長い……。


    「わかったよ。たしかに、僕が悪かったよ。だから遊園地は……」


    　僕がデートの中止を宣言しようとしたときだった。


    「だから、みんなで行くの……。みんなで行けば公平なの」


    　絵美が僕の中止宣言をかき消すように言う。


    　その言葉にぱちんと手を打って賛意を示したのはふみだった。


    「それはいいですね。そうしましょうよ。ねえ、梨乃さんもいいですよね。あと三枚チケットを買って、三枚分をみんなでお金を出し合うかたちで」


    　ふみの明るい声に無言で小さくうなずく梨乃。


    　ナイス、絵美。おそらく僕が中止にしようと考えていることを察して、方向転換してくれたのだろう。


    　美術系だけあって、人の感情の揺れ動きにも敏感なのかもしれない。いくみの野性の勘の鋭するどさと違って、優しさがあるし、なにより繊せん細さいなデリカシーの持ち主だ。ありがとう絵美、前々から、単なる露ろ出しゆつ癖へきのある女子ではないと思っていた。


    　デートの夢はついえたが、みんなで遊園地も悪くない。悪くないどころか、それはそれで、大歓迎だ。あとはいくみが納得してくれれば……。


    　いくみはどっしりあぐらをかいた状態で腕組みをしたまま沈黙している。


    　なんだか難しそうな表情……。僕たちの抜け駆がけがまだ許せないのだろうか。


    「……無理だね」


    　熟じゆつ考こうの末、いくみの出した結論、それが、無理だった。


    「なぜですか、そんなにヘソを曲げなくてもいいじゃないですか？　いくみさんも遊園地に行きたいんじゃないですか？」


    　ふみの問いかけにも、いくみはなかなか答えようとしない。


    「もしかして、いくみちゃんも……赤あか松まつさんとデートしたかったの？」


    　絵え美みが突然とんでもない発言をする。……先ほどは繊せん細さいなデリカシーの持ち主だと思ったが、まったくもってそんなことはなかった。


    「違うよ！　私はデートなんてしたくないよ、な、なにいってんのさ」


    　今度はいくみが顔を真っ赤かにして、ぶんぶんと首を振って必死に否定する。


    　ぽかぽかと絵美の肩を叩たたいて、なんてことを言うんだと、抗議の意思を示しているが、絵美はちっとも悪びれる様子はない。


    「じゃあ、……どうしてみんなで行くのに反対なの？」


    「それは……お金がないからっ！」


    　ずっと難しい顔して黙り込んでいたいくみだったが……、単純にお金がないだけだった。


    　なにをじっくり考える必要があったんだ？　考えてもお金は増えやしないのに。


    「私だって遊園地に行きたい。でもお小遣いは使っちゃった。これは難しい問題だよ。まさに難問……」


    　難しい問題というより、普通はあきらめるしかない状況だと思うが……。


    「チケットショップもしくはオークションサイトで探すのはどうですか？　もしかしたら、安く手に入るかもしれませんよ」


    　ふみの言葉に、いくみはその手があったかと、大げさに手を打つ。


    「そうか……梨り乃の、探して、探して。ほら、ほら、私の予算は百五十二円だよ」


    　恥ずかしさで小さくなっている梨乃にはお構いなしで、スマートフォンでの検索を要求する。


    「そんな金額であるわけが……」


    「いいから、早く、インターネットをポチポチしてよ」


    　梨乃もいくみの勢いに負けて、ぶつぶつ文句を言いながらも、自分のスマートフォンでネット検索を行おこなう。いくみの強引さのおかげで、いつのまにか梨乃もいつものペースを取り戻している。このずうずうしい性格にもいい面はあるのかもしれない。


    　梨乃のスマートフォンに次々とチケットショップの検索結果が表示される。


    　しかしどこもそんな安価での販売はない。そして、最後に残ったのは……。


    



    　チケットの地獄屋


    



    　げ、げ、げげげ、チケットの地獄屋、店主の地じ獄ごく谷だによしえでございます。げ、げげげ。


    地獄屋では各種チケットを通常ではありえない価格で提供しております


    　映画、コンサート、遊園地、どんなチケットでも即日プリントげげげアウトしております。げげげ。入場できるかどうか、五ご分ぶ五ご分ぶ、入場前からスリルが味わえると利用者の方から、多数の「非常に悪い」の評価を獲得しております。


    　とくにお勧めは、地獄屋オリジナルのウルトラ株主優待券。私が丹精込めてフォトショップを操作し、いかにも株主が持っていそうなチケットを作り上げました。


    　どんな場所、イベントでも入場できます。そうチケットにも書いておきました。必要なのはこのチケットと通報を恐れない強い気持ちだけでございます。げげげ。


    　会場に入れるか、それとも留置場に入ることになるのか、ぜひお試しげげげください。


    



    「やはり、そんな金額ではチケット入手は不可能なのだ」


    　梨り乃のはスマートフォンの画面に表示されたチケットショップ地獄屋のページを黙殺すると、残念そうに頭を振る。


    　しかし地獄屋グループは手広くやっているな……。


    「ないかー、あると思ったんだけどな、私の勘はチケットの気配を感じてたんだけどなぁ」


    　いくみは悔くやしそうだが、あながち外れていないのが怖い。


    　しかし、いくみの勘が当たろうが、当たらなかろうが、このままでは、全員で遊園地に行けないことだけはたしかだ。


    　さてどうするか……。


    「それでしたら、いまある二枚のチケットを売って、そのお金でみんなで行けそうな、お手ごろなレジャー施設を探すのはどうですか？」


    　ふみが新たな代案をすぐに示してくれる。


    　ランクダウンはさみしいけれど、贅沢は言ってられない。


    「それはあるよ。私の勘があるって言ってるよ！　検索、検索っ！」


    　いくみが梨乃に検索を催促するかのように言う。


    「ワンデーパスポートの料金が二枚で七千六百円、チケットショップに持っていったとしても、五千円になるかどうか、ひとり千円では……、やはりそれも難しいではないか」


    　梨乃は理系らしく手早く計算をしながら、同時並行で自分のスマートフォンを操あやつる。


    



    　ジゴクーランド。


    　～ようこそ、夢と魔法と粗大ゴミの国、ジゴクーランドへ～


    



    　げげげ……私は当ランドの支配人および、マスコットキャラクターの中身を担当しております地じ獄ごく谷だによしえでございます。


    　ジゴクーランドは日本でもっとも安いテーマパークでございます。


    　施設は木造アパートの一室とこぢんまりはしておりますが、なんと百八十九円にて、ワンデーパスポートがご購入いただけます、全三種類あるアトラクションが乗り放題でございます。げっげげ……。


    　そのうえ、よしえ扮ふんする、マスコットキャラクター、『ゴミ袋お化け』との握手もできます。


    　全身ゴミ袋をまとった、私、よしえが、できるだけ明るい態度で接します。げ、げげげ。


    　ここでジゴクーランド人気アトラクションベストスリーを発表しちゃいます。


    



    １　キャスターつきの椅い子す


    　よしえ自みずから拾ってきた椅子でございます。キャスターがついている椅子に座っていただければ、よしえ扮する『ゴミ袋お化け』が椅子を押します。六畳一間のジゴクーランドをぐるっと一周できちゃいます。げげげ……。


    



    ２　冷蔵庫


    　ジゴクーランドの冷蔵庫は不思議がいっぱい。いつ買ったのかわからない卵や、不思議な色の鶏とり肉にく、からっからに干からびたエリンギ。どこを見てもスリルがあります。


    



    ３　窓


    　窓から外の景色を眺めることが可能です。電線に止まるカラスを見ながら、ロマンチックなひとときをおすごしください。晴れた日なら、向かいのアパートの室外機まで見渡すことができます。


    



    　さらに夜になれば、ロマンチックなライトアップもございます。


    　ジゴクーランドがほこる豆電球がほのかでムーディーな雰ふん囲い気きを演出します。げげげげ。


    　さらにはランドの目玉「イルミネーションパレード」も。私、よしえが電気をつけたり消したりしながら、げげげと歩き回ります。


    　まさに夢と魔法と粗大ゴミの織りなすげげげげでございます。


    　みなさんのご来場を心よりお待ちしております。げげ……げげげ。


    



    　またしても地じ獄ごく谷だにグループ。いくみの予算に合わせると、常に地獄谷関連のサイトしか表示されないんだが……。


    「この予算では、どこもないのだ」


    　梨り乃のはジゴクーランドの公式サイトが表示された、ブラウザをそっと閉じる。


    　もはや、地獄谷グループは梨乃にとっては検索結果なしと同じのようだ。


    「ないかー。やっぱりないかー」


    　よほど悔くやしかったのだろう、いくみは、まるで試合に負けたかのように、仰あお向むけに倒れてしまう。


    「遊園地は難しいかもしれませんが、ほかの場所ならなんとかなるんじゃないですか？　動物園や水族館でも。博物館などもお手ごろな値段で入れますよ」


    　倒れこんでしまったいくみを見かねてふみが慰なぐさめの言葉をかけるが、いくみは思ったよりも頑がん固こだった。


    「遊園地に行きたいのっ！　博物館とか勉強っぽいのはいやだ。遊園地がいいっ！　遊園地でジェットコースター乗って、お化け屋敷行きたい！」


    　いくみはうつ伏せに倒れこんだまま、激しくバタ足をしている。畳の上でも少しなら進めそうなくらいの勢いだ。


    　あんなにお化けが怖いのに、お化け屋敷には行きたいのか、まったくよくわからない人だ。　それに、そもそも、いくみの予算が不足しているから、この状況になっているんだが……。


    　しかし、こっそり梨り乃のとふたりで行こうとした僕が下へ手たにその点に触れると、猛反撃をくらうことは確実。ここはいくみのワガママに付き合うしかない。


    「じゃあ、どうしたらいいかな？　いくみはなにか手はないの？」


    「もちろんないよ！　私の勘だと、誰かがうまいことやってくれるはずなんだよ」


    　もちろんないのか……。ひどい。それはもはや勘っていうより、ただの願望じゃないか。


    　いくみの勘による、サバイバル能力も自分の願望が入ると鈍にぶってしまうようだ。


    　ここはほかの誰かがいいアイデアを出してくれれば……。


    　しかし、誰も次の手を思いつかないようで、部室には沈黙が流れる。


    「こんなときこそピュアな発想が大事だと思うの」


    　誰もが沈黙するなか、最初に発言したのは絵え美みだった。絵美はたしか豊富な人生経験に対抗するためには、逆転の発想が大切だと回答していた。……こっそりデート計画が発覚してしまって、すっかり忘れてしまっていた。


    「それでどうしたらいいの？」


    　僕の問いに小さくうなずくと、絵美は自分の意見をゆっくりとした口く調ちようで語り始める。


    「常識を……ぶち壊すの。あえて反対のことをやってみる。経験がないことも、経験してない自分を経験してるってプラスの発想にするの……。逆転の発想が新しいイマジネーションとアイデアを生み出すの」


    　普段は物静かな絵美にしては力強く語っているが、残念ながら完全に精神論だ。


    「逆転の発想でどうにかなるかな？」


    「いままでは単にネットで検索して探してただけなの。どこかに安く売っているところはないかって、……でもそれでは限界を超えることはできないの。すべての決まりごとや、先入観を脱ぎ捨てて、自分の中からわき出てくるものを信じるの」


    「ではどうしたらいいのだ？」


    　梨乃は自分の行動を否定されたようで、少しむっとしている。


    「逆にこちらから募集するの。チケットを安く譲ゆずってくれる人を」


    「リバースオークションか……たしかに確認していなかった。それほど期待はできないが、まあ、やらないよりはマシか……」


    　梨り乃のはぶつぶつ言いながらも、スマートフォンの操作を再開する。どうやらそのリバースオークションサイトとやらに、商品のリクエストを出してくれるらしい。


    　いくみも興味津しん々しんのようだ。梨乃と頰ほおと頰がくっつきそうなほどに接近して、画面を覗のぞき込んでいる。


    「ねえ、百五十円と、あとふみのセクシー写真もおまけでつけるって書いてよ」


    「なんで私のなのですか！　いくみさんのにしてくださいっ！」


    　なんだか、いつものごとく、[image: ]なぞの一ひと悶もん着ちやくがありながらも、登録を完了する。


    　誰かなにかしらの事情でチケットが余っている人から、連絡があればいいのだが……。


    「まだ時間はかかるから、あとは待つしかないか」


    　梨乃はスマートフォンのブラウザを閉じると、カバンへとしまう。リバースオークションについてはよく知らないが、条件が条件だ。あまり期待はできない気がする。ほかの手も考えておいたほうがよさそうだ。また自分の私物を売り払うか……。クリスマスにサンタのコスチュームをプレゼントしたときに目ぼしいものは大体売ってしまったから、この手も非常に厳しいのだが……。


    　そんなことを考えていると、梨乃のスマートフォンがポンと鐘かねのような音を響かせる。


    　どうやらメールの着信があったようだ。


    「まさか、もう入札があったのだ。ふみの写真の効果だろうか……。入札者からメッセージも届いている……」


    　こんなに早く？　いくらなんでも早すぎる。僕が知らないだけで、世の中にはチケットが余ってる人がいっぱいいるのか？


    　みんながいっせいに梨乃のスマートフォンを覗き込む。


    　もうスマートフォンの前は大混雑、満員電車でもこんなに接近はしないはずだ。


    



    　げげ略。


    　げげげまして。私、ホテル業、アミューズメント関係、チケットショップなどをやっております。巨大コングロマリット企業の総裁、地じ獄ごく谷だによしえと申します。


    　じつは私、すばらしいチケットを所有しております。ウルトラ株主優待券といいまして、この世のすべてのげげげ、施設にタダで入れる。そんな気がする紙っぺらです。もしよろしければこちらのチケットをげげげしていただけないでしょうか。何なに卒とぞげげん討のほど、げげしくお願いします。げげげ……。


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ．Ｓ．　げげげ……。


    



    　また地獄谷グループ！


    　もしかしたら梨り乃ののスマホは地じ獄ごく谷だにグループにしかアクセスできないんじゃないのか？　


    「どうやら、入札はなかったようなのだ」


    　梨乃はそう言うと、ブラウザをそっと閉じた。


    「残念、見間違いだったようです」


    「さすがに、こんな早く連絡はないの」


    「そりゃそうだねえ、間違いだったか」


    　みんな示し合わせたように、小さくうなずきながら、なにもなかったと口々に確認し合う。


    　まるでなにか霊的な怪奇現象を見てしまった集団が、幻げん覚かくだと思い込んでいるようなそんなふうにも見える。地獄谷グループ……それくらいインパクトがあったのだろう。


    「あとは待つだけだね。もしダメでも、私はあきらめないよ。ちょっと時間がかかるかもしれないけど、お小遣い貯ためるから。行くぞ、遊園地！」


    　いくみは拳こぶしを高々と掲かかげて、元気よく宣言する。


    　しかし、誰もその檄げきに応こたえるものはいない。ただ北から吹き付ける冷たい風が部室の窓をガタガタと揺らすだけだ。


    　みんな地獄谷グループの禍まが々まがしさにあてられて、少し精神的に疲れてしまったのか、それともいくみに貯金ができると誰ひとりとして思っていないのか……。こうして、遊園地計画はいったん保留になったのだった。しかしいくみの強い意志、そして遊園地にかける想おもいさえあればきっとこの難題も解決できることだろう。


    　というかなんとか解決してほしい。さもないと僕はまた自分の貴重なゲームなどを売り払うことになってしまうのだから……。

  


  
    【回　答】


    



    人生経験に対抗する手段としては、読書、論理的思考、野性の勘、そしてその経験のなさを逆手に取って、逆転の発想をするとの意見が出ました。しかし、読書は眠くなってしまい、論理的思考は、自分の精神状態によっては破は綻たんし、野性の勘は役に立たないことも多く、逆転の発想もかえって危ない局面を招くこともあります。しかし、最後に信じることができるのは自分の強い意志だと思います。


    　たとえ、経験値が足りなくても、それを乗り越える強い意志と目標達成への想おもいがあれば、それはどんな人生経験にも勝まさるパワーになるのではないか、僕たちはそう信じています。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「すべての決まりごとや、先入観を脱ぎ捨てて、自分の中からわき出てくるものを信じるの」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　次の日に仕事があるのがわかっているのにアニメ見たり漫画読んだり、いろいろとして寝るのが遅くなってしまい寝不足の日々です。誘惑を振り切り早く寝るにはどうすればいいですか？？


    
      （凶まが音ね）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    睡眠の大切さを再確認。


    睡眠は神経物質アセチルコリンの……いくみ、寝るな！

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    歴史に裏付けられた伝統の技を使うのです。


    アニメを見ながら羊を数えましょう。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    ……むにゃ、難しい話だとすぐ眠くなるよ。


    難しいアニメと漫画を見な……ぐぅ

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    漫画、アニメは日本が誇るアートなの！


    ……むしろ倒れるまで見るの。

    

  


  
    【相　談　３「掃除が苦手です」】


    
      のんのん・二年

    


    　僕は掃除が苦手で、いつも部屋が散らかっています。


    　母から、いつも片づけるように言われているのですが、どうしてもできません。もう汚い部屋でもいいか、とも思っているんですが、将来彼女ができたときに、こんな部屋では招待することができません。彼女ができるまでに掃除好きになりたいと思います。でもどうしたら掃除をやる気になるでしょうか？　掃除をしたくなるように言葉をかけてください。

  


  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：散らかってるとコンタミするのだ！
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    ふみ：〝ゴ〟からはじまるあれが出ちゃいますよ！
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    いくみ：掃除は体育会系の基本！　サボると先輩からケツバットだよ！
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    絵美：まあ、ご主人様ったら……なの。

    

  


  
    　あれから一週間。再びお悩み相談コーナーの日だ。


    　結局、リバースオークションサイトでの入札はゼロだった。遊園地はいくみの貯金待ちということになりそうだが……。


    　いつになることやら……。下へ手たしたら全員が成人するころになるかもしれない。というか、いくみの貯金など待っていたら、一生無理な気もしてきた。


    　とにかく遊園地計画は頓とん挫ざしたまま、いつもの如ごとくお悩み相談コーナーを進める。


    　今回の相談は掃除が苦手とのお悩みだ。掃除をしたくなるよう言葉をかけてくれとのことだが……。僕も掃除は本当に面倒で苦手だ。そんな魔法の言葉があったら知りたいくらいだ。


    　そんな呪文に近いパワーを持つ言葉を求めて、事前にそれぞれに回答を用意してきてもらったが、どれもちょっと意味がわからない。


    「梨り乃のさん。コンタミってなんですか？」


    　ふみが小さく小首をかしげて言う。歴史、文学については詳しいふみもコンタミは知らないようだ。


    「コンタミとは、実験中に異物が混入してしまうことなのだ。実験室や実験器具は清潔でないと、正確な実験の成果が得られない。それは自分の部屋でも一緒。散らかった部屋では相談者も実力を発揮できない」


    　梨乃はこれこそが結論といわんばかりに自信に満ちた口く調ちよう。


    　時間が経たったからからなのか、それとも全部バレて、逆に気が楽になったのか、すっかり、いつもの梨り乃のに戻っている。


    「なるほど、コンタミですか……。言ってることは正しいかもしれませんが、掃除がしたくなるかと聞かれれば、ならないですねえ。むしろ、響きから楽しげに思えてしまいます」


    　ふみは穏やかな笑え顔がおを浮かべながらも、きっぱりと否定する。まあ楽しげにも思えないけど、掃除したくなるかといえば、正直なところ、まったくしたくならない。


    「そんなことはない。ふみは所しよ[image: ]せんは文系。コンタミの恐ろしさを知らないから、そう言えるのだ。培ばい地ちにほんの少しの細さい菌きんが混入しただけでどうなってしまうか。試験管に残るわずかのゴミがすべてを台なしにしてしまうのだ」


    「他人に伝えようとする気持ちがないのが理系のよくないところです。自分が知っていることはみんなも知っているべきみたいな。もっと相手に伝えることを大切にするべきなのです」


    「理系は簡潔な表現を好む。むしろ文系こそ伝わりにくい表現を好むではないか。そもそもゴのつく……ってなんなのだ？」


    　なんだか理系と文系の争いみたいになってきた。梨乃の猛烈な文系批判にもふみはひるまない、というか、批判されているとの意識すらない。


    　そう、そこが話したかった部分だといわんばかりに身を乗り出す。


    「わかりませんか？　ほのめかすくらいの間接的な表現こそ想像力を刺激し、気持ちを動かすことができるのです、今回の相談では少し恐怖心をくすぐることが大切だと思うのです。そして掃除をしないと訪れる最大の恐怖とは、〝ゴ〟のつく、あの動物だと思うんです」


    「……ゴリラだね」


    　いくみが即座に不正解を導き出した！


    「散らかってるせいでゴリラが出た家なんて聞いたことないです！」


    「じゃあ、なにが出るのさ」


    　いくみは口を尖とがらせて、不満げに言う。


    「それは……言いたくないです」


    　文章表現としての意図もあるのだろうが、そもそも、ふみは「ゴキブリ」という言葉を使うことが気持ち悪いようだ。


    　その点についてはやはり理系の梨乃でも同じようで、思わず想像してしまったあの姿にちょっと表情を曇らせている。


    「なるほどゴのつくあれか……、たしかにアレは気持ちのいい存在ではない。それでいて、ホコリですら食料にして生き抜くサバイバル能力を持っているから」


    「詳しく話すのはやめてくださいよ。あのグロテスクな姿を想像するだけで」


    　その姿を思い出したのか、ふみは自分の腕で身体からだを抱くような仕草をすると身震いする。


    「……ゴブリンだね」


    「部屋が散らかるとゴブリンが出るって、完全に異世界の話じゃないですか！　とにかく、アレが出てしまう恐怖を思い出せば、お掃除したくなると思うんです。絶対にそうです。私ならお掃除します」


    　ふみはこれ以上、その話はしたくないと、自分で自分の話を打ち切ってしまう。


    　たしかにあまり長く、あの動物の話をしているのも気分はあんまりよくない。


    「じゃあ、いくみの意見に」


    　僕が話を振ると待ってましたとばかりに、いくみは話しはじめる。


    「やっぱりね、掃除をしないのは、ケツバットの危険があるんだよ。体育会系なら掃除は基本の基本なんだよ」


    「いくみは掃除などしないタイプに見えるが」


    「もちろん。バットをかわすのもうまいタイプだったよ」


    　なぜかいくみは誇らしげに答える。厳しいルールの中で、規律正しい生活をする。実に体育会系らしい意見ではある。しかし発言した本人がまったく規律正しくないが……。


    　暴力はいけないが、厳しい体育会系の社会で揉もまれれば、自分を律する習慣が身につくことはたしかにあるのかもしれない。


    　しかし、それは美術系の絵え美みにはまったく同意できなかったようで、


    「でもバットでお尻しりを叩たたくのは違うと思うの」


    「そうですよね。体罰はよくないですよね」


    　その意見にふみも賛同する。


    「よくないというか……喜んでしまうタイプもいるの……むしろ掃除しなくなるの。叩かれたくて」


    「変態じゃないですか！」


    　ふみの目をじっと見つめながら、コクリとうなずく絵美。その表情はどこか、うっとりとしているような、そんなふうにも見える……。


    「絵美さん。まさか……」


    　ふみはその後の言葉を飲み込んでしまう。ただでさえ、やたらと脱ぎたがる絵美。これ以上、ややこしい性せい癖へきを見せられると、美術系の回答者というより、変態系の意見にしか思えなくなってしまう……。


    「まあ、いくみの意見は、あくまで体育会系の部員になった気分でってことで、本当に叩くとかじゃないから。そうだよね？」


    　僕は強引にいくみの意見をまとめてしまう。そして最後に残ったのは絵美の意見だ。回答のなかでも一番理解不能、『ご主人様ったら』？


    「……ビジュアルこそ、心を支配するの。……心を支配すれば、自然と言葉と行動が変わるの……そして掃除を支配する心。それが『ご主人様ったら』……なの」


    　絵え美みの説明は聞けば聞くほどわけがわからなくなる。本人は真剣に話しているのだが、自分の心の中に浮かんだ言葉をそのままの順番で話しているのだろう。


    「ごめん。いったいなんの話？」


    　絵美は僕の問いに答えない。無言で静かに立ち上がると、部室を出ていってしまう。


    「ちょっと、絵美どこへ……」


    　声をかけようとするが、すでに絵美の姿は遠い。


    「絵美ちゃん帰った？」


    　いくみもあまりの唐突さに目を丸くしている。カバンが残っているから、さすがに帰ってはいないと思うけど、いったいなにをするつもりなんだ……。


    　誰もが絵美の意図が理解できず、お互いの顔を見つめ合う。単純にトイレにでもいったんだろうか？　それにしてもなにか言ってほしいところだが。


    　とりあえず、絵美の帰りを待つしかない。


    「お菓子でも食べよっか」


    　いくみはそう言うと、残っていた差し入れのお菓子に手を伸ばす。梨り乃の、ふみもそれに従い、なんとなくお菓子ブレイクに入るが……。


    　掃除と言えば、この部室も相当散らかっている、年末に大掃除をしなかったせいで、いろいろそのままになっているし、お菓子のゴミも食べ終わったら、畳にポイッと捨てるせいで…………、おいっ、いくみ！　ポイッとするんじゃない！　まったく、掃除についての相談に答える資格がゼロだ。


    　絵美が再び部室に戻ってきたのは、ほのぼのお菓子タイム突入から三十分ほど経たったころだった。両手になにやら大きな袋を抱えている。


    「掃除をさせたくなる……。それは言葉じゃないの。ビジュアルなの」


    　絵美はそう言うと、懸けん命めいに抱えていた大きな袋を畳の上へと置く。


    　その中に入っていたのは……。


    「メイド服じゃないですかぁ」


    　ふみは袋の中身を確認して、少し上ずった嬉うれしそうな声を上げる。


    　たしかに中にはお[image: ]そろいのメイド服が入っていた。いったいどこから借りてきたんだ？


    「演劇部には、いろいろ貸しがあるの……。これを着て……、まあ、ご主人様ったら、こんなに散らかして……なの」


    　どうやら演劇部から借りたようだ。そして、[image: ]なぞの台詞せりふ、「ご主人様ったら」はメイドとしての台詞だったのか……。


    「なるほど……。見た目から役に入るわけですね。これは掃除したくなっちゃいますね」


    　ふみはさっそくメイド服を自分の身体からだにあててみている……。うーむ。ちょっとあてがっただけで、かなりかわいい。


    「着たい！　着たい！　掃除したいっ」


    　いくみも目を輝かがやかせている。さっきまでお菓子の包装紙をポイッとしていた人間に掃除をしたくさせたのだから、たいしたものだ。


    



    　着替えタイムの間しばらく外で待機すると、部室の中には四人のメイドが誕生していた。


    　オーソドックスな黒のワンピースに、大きなフリルのついた白いエプロン、そしてお[image: ]そろいの白いカチューシャ。まさに定番中の定番だ。


    　絵え美みのちょっと危うげなメイド、ふみのおっぱいメイド、いくみの天てん真しん爛らん漫まんメイド、梨り乃のの黒髪ストレートメイド。うーむ、それぞれがとてもキュートだ。そして、なによりお[image: ]いなのが、かなりの高ポイントだ。


    「あらあら、ご主人様、こんなに散らかしちゃって」


    　天真爛漫メイドのいくみが、部室を見渡して、真っ先にあの台詞せりふを使用する。


    　腰に手をあて、ちょっと怒ってみせるようなポーズ。


    　……いくみがさっき捨てたゴミなんだが。


    　しかしそんな野や暮ぼなことは口が裂けても言えない。かわいいメイドさんたちが、部室を掃除してくれるというのだ。ここは素直に従おうではないか。
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    「さあ、みなさん。お掃除しますわ」


    　ふみメイドが率そつ先せんして掃除を開始してくれた。それに続いて、ほかのメイドさんたちも、きゃっきゃとはしゃぎながら笑え顔がおで掃除をしてくれる。


    「あらあら、ご主人様ったら、書き損じの原稿用紙はゴミ箱へ入れてください」


    「あらあら、夏の合宿の浮き輪が。もう冬ですわよ」


    「あらあら、クリスマスの飾りはもうしまってくださいな」


    　それぞれメイドごっこを楽しみながら、少しずつ部屋が片づいていく。これはすばらしい。


    「あらあら、本当に散らかってますね。みなさん終わったら紅茶を飲みましょうね」


    「あらあら、こんなところにエッチな本が……みなさんで読みましょう」


    　いくみメイドがさっそく掃除を中断して、発見した本のページをぱらぱらとめくりはじめる。


    　……エッチな本？　なぜ部室にそんなものがあるんだ。まさか僕が忘れていったのか。馬ば鹿かな、わざわざ学校にそんなものを持ってきた記憶はないぞ……。


    　慌あわてて、いくみメイドが覗のぞき込んでいるエッチな本を確認するが、ずいぶんと古いもののようだ……。


    　どうやら、いまや大女優さんが若かりしころのヌード写真集のようだ。


    　おそらく、ここが校務員室時代に、校務員さんの所持品が、忘れ去られて残っていたんだろう。きっと夜勤の仕事などもあったのだろう。インターネットが開発される前の時代であれば必要だったのかもしれない。


    「ご主人様も男性ですから……メイドとしては理解を示さないといけませんわ」


    　ふみはすっかり僕の所有物だと思っているみたいだが、断固として僕の所有物ではない。


    「ふむぅ。おおう……これは……ふむうですわよ」


    　いくみメイドは掃除をすっかり放棄してしまった、ぺったんと女の子座りで、手にはエッチな写真集……。じっくりと観賞している。メイドさんはそんなものを読まないと思うが……。


    「いくみメイドさん。なにをしてるんですかっ！」


    「おお、ふみメイド。すごいよ。一緒に見ようですわよ」


    　いくみは悪びれずに、むしろふみにも見えるように、大きく写真集を開いて掲かかげてみせる。


    　あられもない女優さんの肢し体たいの写真がふみの眼前に示される。


    「ちょっと、やめてくださいっ！」


    　ふみは自分の目の前に展開された画像に慌てて顔を背そむけてしまう。


    「そんなに、拒否するものじゃないの。……これはアートなの」


    　いつのまにか絵え美みまでいくみの隣で写真集に見入っている。


    「そうだよ。絵美メイドの言うとおりですわよ。ふむう。ふみメイドとどっちが大きいのだろうですわよ」


    　いくみの視線が写真集とフリルつきのエプロンでむしろ強調されたふみの胸とを往復する。


    「比べないでください！　いくみメイドさんは下品です！」


    「だから芸術ですわよねー」


    　いくみの言葉に、そのとおりといわんばかりに絵え美みが何度もうなずく。


    「芸術でもいいですけど、お掃除をしてください！　なんのためのメイドなのですか。ちょっと、梨り乃のメイドさんもなにか言ってあげてください」


    　ふみが助けを求めるように梨乃に声をかける。


    　しかし、梨乃もまた、部室の隅に座り込んでいて、なにやら熟じゆく読どくしていた。


    「ちょっと、梨乃メイドさんまで！　梨乃メイドさんはそのような下品な人ではないと思ってました。がっかりです」


    　ふみは梨乃が読んでいるものを取り上げようと、スカートの裾すそをつかんで大おお股またで梨乃のもとへと歩み寄るが……。そのまま梨乃と一緒に熟読をはじめてしまった。


    　いったいなにを読んでいるんだ……。


    　それはエッチな写真集ではなかった。古びたキャンパスノートのようだ。紙はすっかり日焼けして、変色してしまっている。そこに細かい文字でびっしりと書かれた図形と文字……。


    　その書き込みの細かさだけでも書いた本人の熱意が伝わってくるようだ。


    「これは……埋まい蔵ぞう金きんの調査日記ですね」


    　ノートから発せられる禍まが々まがしい熱気を感じてか、ふみの声もメイドのトーンから真剣な口く調ちように変わっている。


    　ノートには元校務員さんが埋蔵金を探索した日々の活動報告が、事細かに記録されていた。


    「どうやら、日記の主ぬしは埋蔵金を探すために校務員になったようなのだ」


    　梨乃はページを読み進めながら言う。


    　この学校で埋蔵金と言えば、七なな不ふ思し議ぎのひとつ、初代校長の埋蔵金のことだが……。


    　どう考えても根こん拠きよのない昔から伝わる冗談の類たぐいだと思っていたが、どうやら元校務員さんは実在すると考えたらしい。しかもわざわざ、就職先としてこの学校を選んでまで……。


    「やった！　これで遊園地行けますわよっ！　ジェットコースター乗り放題ですわよ！　やっぱり掃除してよかったですわよ」


    　いつのまにかいくみも日記を囲む輪に加わっている。


    　興奮を抑えられないのか、何度も拳こぶしを握り締め、小さくガッツポーズをするメイド姿のいくみ。たしかに本当に埋蔵金があれば、遊園地のチケット代などまったく問題はなくなるだろう。


    　そもそもいくみがまったく掃除をしていない点をのぞけば異論はない。


    「しかし、埋蔵金が本当にあるとは思えないのだ。必然性がまったくない。ただの妄もう想そうにすぎないのではないか？」


    　梨乃はメイド姿でも相変わらず冷静だ。


    「でも、この文章からは、書いた人間の本気が伝わってきます。きっとひとりの人間にここまでさせるなにかはあるのです」


    　ふみは文系らしく文章の持つ熱を評価している。


    　どちらの言っていることももっともに思えるが……。


    「それより、この地図が気になるの……」


    　絵え美みが興味を示したのはノートのかなり後半に書かれた地図だった。書き込まれた建物から学校の見取り図であることはわかる。大きな長方形の中にいくつかの×印が描かかれている。


    　地図の外には、「藤ふじ原わらの敏とし行ゆき」「18」「頭」の殴り書き。


    　おそらく、埋まい蔵ぞう金きんの場所に関するものなのだろうが……。


    　とりあえず、後回しにして、その先のページを読み進める。次のページには、二日分の日記が書かれている。


    



    ○月×日


    　完全に行き詰まってしまった。


    　発見した校長のマーク。その配置が埋蔵金の場所を示すことは明らかなのだが。


    　なにを意味しているのかがわからない。


    　……藤原敏行も誰だかわからない。釣り馬ば鹿かか？


    　結局わからずじまい。これではなんのために校務員になったのか。


    　長なが丁ちよう場ばに備えて準備したオカズのエロ本もそろそろ尽きようとしている。


    　もはやこれまでか。


    　このままあきらめるのは嫌だ。なにもしないで終わりでは納得できない。明日あした、勘で校長の像を破壊してみようと思う。なんか出てきそうな気がする。


    　おお、神よ。私をお守りください。


    



    ○月△日


    　勘は外れた。像の中からはコンクリしか出てこなかった。


    　あんなに怒られるとは予想外だった。


    　クビのうえに、無期限の出入り禁止とは、あまりに厳しい。


    　ハンマーで校長像の頭を粉ふん砕さいした挙あげ句く、止めに入った教頭の頭への一撃はやはり余分だったか……。


    　無念だ。絶対に校長像の中だと思ったのに。


    　絶対になにか中に入ってそうな顔した像だったのに。


    　おお、神よ。俺おれの願いを無視しやがって、もう信じねーから。お賽さい銭せん返せ！


    



    　この日記を最後に、ノートは白紙になっている。


    　……なんの根こん拠きよもない勘が校務員さんをクビへと追い込み、その結果、ここが僕たちの部室になったのか。意外なところからこの部室のルーツを知ることができた。…………まったく同情できない。神様もいい迷惑だったろうに。


    　結局、校務員さんはこの地図の[image: ]なぞを解かずに、自みずからの職を解かれてしまったのか……。


    　[image: ]は解かれることなく、残されたまま……。


    　×印はなにか規則性を持って配置されているようにも見えるが。


    「地図によると、ここに埋まい蔵ぞう金きんがあると推定可能だが、そもそもこの地図は信頼に足るのだろうか……」


    　梨り乃のの細い指が地図の一点を指し示す。さも当たり前であるかのような口く調ちようだ。


    「梨乃の勘？」


    　いくみの問いに梨乃はあきれたように首を振る。


    「いくつか欠けているが、印をこのように線で結んでいけば、フィボナッチ数列の各項を一辺とした正方形となるではないか。その最初の一項なのだからここに決まっている」


    　一同ポカンとしている。本人は決まっていると断言しているが、正直なにを言っているのかよくわからない。


    「もし、そこだとしたら、体育用具倉庫ですねえ」


    　ふみの言うとおり、梨乃の推測した場所は以前、部室を追われたときに代わりの部室として使用するはめになった場所でもある。


    「よしっみんな急げ、早いもの勝ちだよ」


    　いくみが真っ先に部室を飛び出していく。そもそも早いもの勝ちではないと思うが、しかし止めようにも、メイド姿のいくみはぐんぐん遠ざかっていく。


    



    　体育用具倉庫に集まったメイドさんたちは掃除ではなく、家や捜さがしを行おこなっていた。


    　なにか変わった部分はないかと、倉庫内をうろうろと調べ回っている。


    「おそらく、この倉庫の隅になにかあるはずです」


    　ふみは部屋に入るなり、迷うことなく、倉庫の隅を調べはじめる。


    　いったいなぜ隅になにかあると判断したんだ……。僕の表情からその疑問に気づいたのか、自ら説明してくれる。


    「藤ふじ原わらの敏とし行ゆき、18、頭ですよ。百人一首の十八番目の歌は藤原敏行朝あ臣そんの〝住すみの江えの岸に寄る波よるさへや夢の通かよひ路ぢ人目よくらむ〟です。それの冒頭ですから、〝すみ〟です」


    　なるほど……。そんな意味だったのか。理系の知識に続いて、文系の知識が役立ったわけだ。


    　さっそくみんなで用具倉庫の隅を重点的に調査する。


    「……天井の隅になにかあるの……レバーなの」


    　絵え美みがじっと見つめている先、壁面の天井に近い部分に鉄製の古びたレバーが延びている。


    　普通に見ていればなにかを掛けるためのフックのようにも見えるが。言われてみれば少し不自然な形状をしている。


    「よし、理系と文系の次は体育会系だよ」


    　いくみは軽やかにジャンプするとそのレバーを両手でつかむ。すっかり[image: ]さびついていたレバーはガリガリと鈍にぶい金属音を立て、天井に向かっていた先端が地面に向かって方向を変える。


    　それと同時に体育用具倉庫の外から地響きのような、音が聞こえてくる。


    　そしてかすかに聞こえる女性の悲鳴。


    　いっせいにメイドさんたちが外へと飛び出していく。


    「これなんなのっすか！　私の、私の畑が、大変なことになってるのっす！」


    　悲鳴の主ぬしは田舎いなか出身の転校生、山やま中なか君きみ江えだった。


    　体育用具倉庫のすぐ裏には君江が学校に内緒でこっそり野菜を栽培している隠し田畑がある。


    　その畑の中央にはラインが引かれたようにまっすぐな亀き裂れつができている。その裂け目はどんどん広がり、豊かに実ったアスパラガスが地中へと没していく。


    「私のアスパラが！　大地に飲み込まれていくのす。これは罰っす。田舎を離れ都会ではしゃぐ私にガイアの怒りが降り注いだのっす。私の……私のアスパラが……。収穫したら故郷の味、アスパラと松ぼっくりのエキセントリック炒いためを作ろうと思ったのに」


    　君江は地中に没したアスパラ畑の前を行ったり来たり、頭を抱えて右う往おう左さ往おうしている。目の前で巻き起こった惨さん劇げきに我を忘れてしまっているようだ。


    「君きみちゃん、ごめんね。基本、大地の怒りだから、ごめん」


    　いくみが躊ちゆう躇ちよなくアスパラ畑の下に現れた穴へと飛び込む。


    　慌あわててそのあとに続くメイドさんたちと僕。


    　いくみのように華麗に飛び降りるわけにはいかないので、壁面に取り付けられた古びた鉄製の梯はし子ごを下っていく。


    　アスパラ交じりの土ど砂しやの上にたどり着くと、目の前には鉄製の扉とびらがあった。


    　すっかり[image: ]びついてはいるものの、重厚で丈夫そうだ。秘密の地下室の扉があるとすれば、まさしくこんな感じだろう。


    　いくみは僕たちの到着を待ちかねたといわんばかりに、すでに扉の前で仁に王おう立だちしている。


    「準備はいい？　どんな罠わなが待ち構えているかわからないよ」


    　いくみはなぜかリーダー面づらでそう言うと、両手を扉にあて、めいっぱいの力で押す。


    　観かん音のん開びらきの扉がきしみながら、ゆっくりと開いていく。


    　弱々しい冬の日の光がかすかに差し込み、地下室をほのかに照らす。


    　照らし出されたコンクリートの無機質な壁。どうやらそれほど広くはないようだが……。


    　暗さに目が慣れてないせいで、明かりの差している部分以外ははっきりとは見えない。


    　ここに埋まい蔵ぞう金きんがあるのか、それともやはり単なる[image: ]うわさにすぎないのか……。


    「さあ、お宝ゲットまでもう少しだよっ！　さあ、さあ、ほれ、さあ」


    　いくみはいつのまにか後方に回って、前へ進めと僕の背中を押す。


    　……威勢はいいが、やっぱり暗いのが怖いみたいだ。


    　僕は扉とびらから入る光のラインに沿うように、少しずつ前進する。


    　徐々に目が慣れて、部屋全体が認識できるようになってきた。窓もまったくないコンクリートの部屋。少なくとも危険はなさそうだ……。僕がそう判断した直後だった。


    「きゃああああ」


    　ふみの悲鳴が地下室に響き渡る。振り返ると少し後ろに立っていたふみが、勢いよく僕の胸へ飛び込んでくる。メイド衣装に包まれたふみのたわわな胸がぎゅっと押し付けられる。


    　柔らかさと弾力を兼ね備えたすばらしい感触……。頭の中が真っ白になって、このむにゅっとしたすばらしい物質で、それ以外の思考が吹っ飛んでしまう。


    　うーむ、ほかの部分はすごく華きや奢しやなのに、どうしてこの物質だけがこれほどのボリュームと弾力を持って……、


    「ちょっと、なにをしているのだ！」


    　僕を我に返らせたのは梨り乃のの厳しい叱しつ責せきの声だった。


    　長いまつ毛の奥の瞳ひとみが激しい憎ぞう悪おに燃えている。その視線の先は僕。……僕か？　僕が悪いのか？

  


  [image: ]


  
    「いや、急にふみが……」


    「……弁解の必要はない。私はただバレットＭ82対物ライフルから発射された12・７㎜弾だんの流れ弾だまがこめかみにヒットしないかなと見つめているだけなのだ」


    　なんの弾なのか知らないが、あの表情から察するにたぶん恐ろしい威力なのだろう。


    「梨り乃のさん誤解です。いちゃいちゃしてなどいません」


    　ふみは慌あわてて弁解をする。


    「別にいちゃいちゃしてるかどうかなど……、私はなにも……ただ、こんな場所でふざけていると、危ないから……」


    「梨乃さんまさにそれなのですっ。ちょうど梨乃さんの足下あたりに、ゴのつく、あれが……」


    「それを早く言うのだっ！」


    　怒りに満ちていた梨乃の表情が怯おびえへと一変する。そして今度は梨乃が僕の胸に飛び込んでくる！　うーむ、これはこれで……。


    「梨乃……生物は得意なんじゃないの？」


    「それとこれとは別なのだ。どこの世界にあれが得意な人間がいるのだ！」


    　梨乃は僕の腕の中で、あれが接近してはいないかと、あたりを警戒している。よっぽど苦手なのだろう。


    「ちょっと、なに、やってるのさ。前に進んでよ！」


    　いくみが最後尾から、イライラした声を上げる。


    「違うのです。敵が出現したのです。あれが……ゴのつくあれが！」


    「ついにゴリラが出たか！」


    「ゴリラではないです！　いくみさん、退治してください」


    「任せといて！　私の関節技が炸さく裂れつするよ」


    　ふみの依頼を受けて、意い気き揚よう々ようと前進するいくみ……。


    　大おお股またでつかつかと暗くら闇やみの中へと消えていくが、


    「ちょっとっ！　あれじゃん！　ゴリラどころの話じゃないじゃん！　関節技が決まるわけないしっ！」


    　いくみが涙目になりながら猛ダッシュで戻ってくる。まるでトラップを回避するアクションスターのように、大ジャンプで僕の胸へと飛び込んでくる！


    　しっかりと両手で僕の首にぶら下がり、両足まで腰に回して……。


    　なぜ、いちいち僕の胸に！　なんだかゴキブリからの避難所みたいになってるんだけど。


    「あそこに、いますっ。ゴのつくあれが……。カサカサと」


    　ふみの声に、梨乃といくみの密着度がさらに上昇する。


    「本当だぁ！　いるっ！　あっちにはガのつくあれがいるよっ！」


    「ガのつくあれってなんなのだっ！」


    「蛾がだよっ！」


    「そのままではないかっ！」


    　三人が三人とも大混乱だ。


    「おい、アのつくあれ、退治してきてよ」


    　いくみは僕にしがみつきながら言う。アのつくあれとは僕のことなんだろうか……。


    　たしかに本来は僕がゴのつくあれを退治してくるべきなのだろうが、梨り乃のといくみがしっかりとしがみついているために、身動きが取れない。


    　退治するにはどいていただきたいところだが、この状況を維持したくもある。維持したい気持ちを中心に考えれば、むしろ、よくやったゴのつく生命と言いたいところだ。その方向で考えれば、残るは絵え美みだけだとも言える。さあ、飛び込んでこい。あの黒光りする昆こん虫ちゆうから避難するんだ！　さあ、来い！


    　……しかし、絵美は僕の胸には飛び込んできてはくれなかった。


    　カサカサと壁を歩くあの生物を一いち[image: ]べつすると、すたすたと部屋の奥へと歩いていく。


    　どうしたその余裕のある足取りは……。まったくあの生物を怖がっている素そ振ぶりを見せないじゃないか。


    　なんだか両手で宝箱を抱えて帰ってきたし。……宝箱持ってる！


    　そして抱えた宝箱を重そうに振り回して、ゴのつく生物を追い払った。


    　扱いが雑じゃないか、それは宝の箱だぞ！


    「見つけたの……」


    　絵美は抱えていた宝箱を地面に置くと、「ふう」と小さく息を吐き出す。宝箱はそれほど大きくない。ティッシュボックス四つ分くらいだろうか……。縁へりを鉄板で補強された木箱。蓋ふたの部分は円筒を半分に切ったような形状。まさに秘密の部屋にある秘密の宝箱のフォルムだ。


    「鍵かぎがかかってるじゃん！」


    　いくみの言うとおり、宝箱には四桁けたのダイヤル式の南なん京きん錠じようが取り付けられている。


    　そして、その錠を見守るように、蓋の中央には小さな彫刻があしらわれている。ロダンの『考える人』ってやつだろうか？


    「１９０４で試してみるの……『考える人』の完成した年なの」


    　絵美の言葉に従って、いくみがダイヤルを合わせる。先ほどまでがっちりと宝箱を守っていたダイヤル錠があっけないほど簡単にそのガードを解く。


    　今度は絵美の美術についての知識が役に立ったのだ。


    「やったねえ。ついに、手に入れたよ！　これで遊園地に行けるよ。行けるんだよ。ぐすん。みんなの力を合わせた成果だよ」


    　さっきまで怯おびえて涙目だったいくみが今度は感動で涙目になっている。そんなに遊園地に行きたかったのか……。よく考えたらいくみはそれほど活躍してない気もするけど……まぁそれは僕も同じか。


    「ねえ、ねえ。開けていい？」


    　そう尋ねながらも、いくみの手はすでに宝箱にかかっている。エサを前に「待て」を命じられた子犬のような目で、ほかのメンバーを見つめている。


    「いいんじゃないですか」


    　ふみがそう言った途端、いくみは「待て」から解放されたように、宝箱を開け放つ。


    「………………」


    　いくみの表情がみるみるうちに曇っていく。ぽっきり折れそうなくらい、うなだれてしまった……。いったいなにが入っていたのだ？


    　いくみの手に握られていたのは、古びた封筒に入った便びん箋せんだった。


    



    　埋まい蔵ぞう金きん獲得おめでとう！　宝物がないとがっかりしましたか？　肩かた透すかしでしたか？　もしがっかりしたならば、それは大きな間違いです。なぜなら。あなたはすでにお宝を手にしているのです。この手紙を読んでいるということは、文系、理系、美術系を問わず、勉強をがんばったってことです。その知識がすでになによりの宝物なのです。これからも勉強がんばってください。とは言え、なんにもご褒ほう美びがないのもあんまりですので、ささやかながら副賞を用意しました。校長権限でなんでも好きなものを学食のメニューに入れる権利です。


    



    　いくみが封筒を逆さにすると、ひらりと落ちる、一枚のチケット。


    「学食メニュー追加免状」


    　との文字が大きく手書きされている。なんともチープだが、どうやらこれが副賞のチケットらしい……。その後はいくみが何度封筒を振ってもホコリひとつ落ちてこない。本当にこれでおしまいのようだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


    「生徒の勉強への意欲を高めるためのアトラクションだったのでしょうね」


    　ふみが少し残念そうな表情を浮かべながら小さくため息をつく。


    　いま振り返ってみると、解くべき[image: ]なぞが全部お勉強関係だったし、妙に白しら々じらしくはあった。僕たちは力を合わせて到達したが、ひとりですべて解決しようとすれば、相当勉強をしないと難しいだろう。勉強をがんばった生徒へのいたずら心あふれるご褒美、それが長い時間を経へて誤解と[image: ]うわさに捻ねじ曲げられ埋蔵金伝説になったのだろう。そもそも普通は校長先生に隠すべき財宝などない。やっぱり埋蔵金などなかったのだ。


    



    　探索を終え、部室に戻っても、いくみはふてくされたままだった。


    「せめて、学食メニューの券貰もらっとけばよかったのにっ！」


    　いくみは体育座りで膝ひざを抱えている。いかにも自分は拗すねてますよと見せつけるかのようだ。


    「だって、君きみ江えさんに申し訳ないじゃないですか。畑を荒らしてしまって……、せめてものお詫わびです」


    　ふみの言うとおり、わざとではないとはいえ、結果的に僕たちは君きみ江えの畑を破壊してしまった。そもそもあんなところに畑を作ることは違反なのだが……。ともかくそのお詫びとして、有効期限は切れてないと信じて、初代校長の学食メニュー追加免状をプレゼントしたのだった。


    「結局、手に入ったの、エッチな本だけじゃんっ！　あんなに苦労したのにっ！　いいよーだ。休みはおうちでこれ読んですごすもんっ！」


    　娘さんがそんなものを読んで休日をすごしてたら、親御さんはさぞ心配することだろう……。


    　せめて、見つからないようにコソコソ読んでほしいものだ。


    「それを所有しているのは賢明な判断ではなさそうだ」


    　いくみの残念な週末プランを否定したのは梨り乃のだった。いつのまにか手にはスマートフォン。


    　慣れた手つきですばやく画面をタッチしている。


    「なんでさ。読むよ、じっくりと」


    「その写真集プレミアがついているのだ」


    　梨乃がスマートフォンに表示された買い取り情報を、いくみに見せる。


    「一万五千円もするじゃん！　うおおおおっ、やったー、お金持ちだっ！　石油王だ！」


    　いくみの機嫌が一気に回復する。


    　小さく飛び跳ねながら、何度もガッツポーズをする。まるでサヨナラホームランを打ったバッターのようだ。


    「よかったですねえ」


    　ふみもいくみの喜びっぷりを笑え顔がおで見つめている。


    「ありがとう。これもみんなの応援のおかげだよ。これからも応援よろしくお願いします」


    　いくみはヒーローインタビュー中の野球選手のようだ。


    　なんだかわからないが、いくみの笑顔を見ているとこっちまで楽しい気持ちになってくる。


    　もしあったとしたら、放送席にもこの喜びは伝わったことだろう。


    　猛烈に回り道をしてしまったが、ようやく僕たちは遊園地に行く権利を手にしたのだ。


    　残念ながら、部室はむしろ散らかってしまったのだが……。


    　これも掃除のひとつの成果と言えるのではないだろうか。


    　そして、もうひとつの掃除の成果として、数日後、君きみ江えのリクエストにより「アスパラと松ぼっくりのエキセントリック炒いため」が学食の新メニューとして登場したのだった。

  


  
    【アスパラと松ぼっくりのエキセントリック炒いため】


    



    　東北地方のごくごく一部地域に伝わる伝統の家庭料理です。ビタミン、ミネラルが豊富で昔からスタミナ料理としておなじみだったとも、特筆する栄養はないとも、むしろ、おなかを壊すのであんまり食べてはいけないとも、別に昔から伝わってないとも言われる、そんな料理です。


    



    作り方


    １　アスパラガスの皮を剝むき、手ごろな大きさに切ります。


    ２　カットしたアスパラガスに塩、コショウで下した味あじをつけます。このとき、なるべくエキセントリックなポーズで下味をつけてください。


    ３　冷蔵庫を開け、すぐに閉め、また開け、閉めてください。三十回ほどでＯＫ。「えふっ、えふっ、えふえふ……」「きゃおら！」などと奇声を上げれば、なおＯＫ。


    ４　フライパン中央に松ぼっくりを配置します。


    ５　できあがり。フライパンに置かれた松ぼっくりを見ながら。「炒めてないじゃん！」と絶叫し、しょっぱい生アスパラをむさぼるように食べます。
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    【回　答】


    



    　掃除をする気持ちになる言葉をいろいろと考えてみました。


    　ありとあらゆる可能性をふまえて、考えに考え抜いた結果、我々が導き出した言葉、それが、


    「あらあら、散らかってますねえ。ご主人様ったら」


    　です。口く調ちようもメイド風に変えて、自分の部屋を掃除するためにやってきたメイドさんになりきってみてはいかがでしょうか？　もしかしたらひとりでやると、ものすごくむなしいかもしれませんが……。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「やっぱり掃除してよかったですわよ」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　授業中に寝たりラノベを読んでもバレない方法を教えてください。


    
      （匿名希望）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    人間の目は動くものに注意がいく。


    授業前からまったく動かずラノベを読み続けるべき。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    木を隠すなら森。


    まず隣の席の人にラノベを読ませるのです。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    先生の背後に常に回り込みながらラノベを読む！

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    逆転の発想なの。


    ラノベの専門学校へ行くの。

    

  


  
    【相　談　４「痴漢に悩んでいます」】


    
      墨すみ田だゆかり・三年

    


    　電車通学しているのですが、先日、痴漢されてしまいました。


    　男はケダモノだと祖母から聞かされておりましたが、本当なんですね。


    　あの卑ひ劣れつな痴漢は濁にごった目で私の身体からだを舐なめ回すかのように見ていました。じっくりと品定めを終えると周囲を警戒しながら、ゆっくりと近づいて……、私の艶つややかで張りのある臀でん部ぶを、下から上へ、そしてまた下へと、男の太い指は広く開かれ、まるで五匹の虫が[image: ]はい回るかのように、私のまだ瑞みず々みずしい桃を蹂じゆう躙りんしていったのです。


    　男は私の瑞々しい身体から離れがたいのか、執しつ拗ように何度も何度も腰から臀部へ、そして引き締まった太ふと[image: ]ももへと指を[image: ]わせました。男の獣けものじみた荒い息が私の首筋にかかり……。


    　本当に迷惑しています。どうしたら痴漢に遭あわずにすむでしょうか。

  


  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：科学の進歩により電力を利用すれば解決可能な時代。


    スタンガンを使用するべき。

    


    [image: ]


    ふみ：痴漢されそうになったら「男ですよ」とつぶやきましょう。
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    いくみ：護身術だよ。


    私を痴漢しようものなら、膝ひざの関節が取れるよ。
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    絵美：芸術だと思わせることができれば、裸ら体たいでも大丈夫なの。

    

  


  
    　元校務員さんの残していったお宝写真集はかなりの高額で買い取ってもらえた。これでようやく遊園地への資金繰ぐりに目め処どがついた。


    　いよいよ今週末はみんなで遊園地。……うーむ、やはり楽しみだ。


    　僕だけでなくお悩み相談メンバーも、やはり楽しみにしているようで、どことなくそわそわしているように見える。


    　しかし、悩み相談をしてこそのお悩み相談コーナーだ。まずは平常どおりにコーナーを開始する。今回は痴漢の被害に悩んでいる女子生徒からの相談だが……。


    　本当に困っているのか？　むしろ……。いや、やめておこう。相談者を疑うのはよくない。


    「梨り乃のさん、スタンガンなんて十八歳未満は購入できませんよ」


    　梨乃のやや過激な回答がさっそくふみにたしなめられる。たしかにそんな危ないもの、高校生には販売していないだろう。


    「買わなくとも、自作すればいいのだ。高圧セラミックコンデンサーと冷れい陰いん極きよく管かんインバーター基き盤ばん、あとは……」


    「説明しないでくださいっ！」


    　ふみが慌あわてて、梨乃の説明を打ち切ってしまう。しかし梨乃はなにがいけないのかわからないといった表情。


    「なぜ？　そんなに長い説明にはならない。コンデンサーでコッククロフトウォルトン回路を五段階ほど……」


    「だから、やめてくださいっ！　そのような情報を公開してはいけません。梨り乃のさんにはそういった配慮が欠けていますっ！」


    「大変？　私が伝えなくとも、調べれば簡単に情報が手に入る。そんな時代なのだ。私が隠しても意味はない」


    　ふみのお説教にも梨乃はまったく悪びれる様子はない。表情ひとつ変えず涼しい顔だ。


    　自分ひとりでは梨乃を反省させることはできないと思ったのか、ふみは助けを求めるような視線を絵え美みといくみに送る。


    　その助けを求める視線に応こたえたのは絵美だった。


    　梨乃の顔をじっと見つめるとぽつりとつぶやく。


    「中止になるの……。これ以上話すと、あれが中止になるの……」


    「うっ……よく理解できないが、それは困る」


    　まるで巫み女この予言のような言葉。まったく意味はわからないが、その言葉の持つ強い警告のメッセージは梨乃に伝わったようだ。


    「十八歳未満はスタンガンを購入しても、自作してもいけないのだ。これはルールなのだ。ルールは守らねばならない。ゆえにスタンガンの意見はなしとする。痴漢をされたら針でチクッと刺すに変更するのだ」


    　梨乃の意見がかなり穏おん当とうなものに変更された。


    　しかし、こうなってくると、逆に実効性においては疑問が残る。


    「針でチクッとするくらいだと、相手を怒らせてしまって、逆にトラブルが大きくなる可能性はないかな？」


    　僕の問いに、梨乃は答えを準備していたかのように即答する。


    「その点は針の先をキョウチクトウの樹液に浸ひたしておけば問題解決なのだ。キョウチクトウは強い猛毒を持つから……」


    「……毒針攻撃の話もやめてください！」


    　やはりふみに怒られてしまった……。


    「しかしキョウチクトウは園芸店で誰でも購入可能なのだし、致ち死し量りようの……」


    「中止になりますよ！　本当にいいのですか？」


    　ふみの口く調ちようはいつになく厳しい。その真剣な表情を見つめていると、あれ化企画進行中やあれライズへの熱い気持ち。そしてメディアがミックスしないことへのおそれ……。そのような感情が自然とわき上がってくる。


    「意味はわからないが、中止は避けたい……」


    　こうして梨乃の意見はさらにスケールダウンして、「やめてくださいと手を払う」だけになってしまった。梨乃はまったく納得がいっていないようで、なおもぶつぶつと毒物についてつぶやいているが……。


    「梨り乃のさん。そのように暴力的な考え方はよくないです。やはり頼るべきは言葉の力なのです」


    　ふみは梨乃の毒属性攻撃への思いを断ち切るように断言する。


    「言葉などで、痴漢を追い払うことができれば、痴漢被害などないはずだ」


    　梨乃も真っ向から反論する。だからといって毒殺は推すい奨しようされないが……。


    「それは使い方なのです。痴漢の方はやはり性的に興奮しているのですから、その興奮を静める言葉を選べば必ず効果があるはずです」


    　ふみもやはり譲ゆずらない。その相手の興奮を静める言葉が「男ですよ」なのか、たしかに相手は女性だと思って痴漢を試みているのだろうけど。


    「うっそだぁ！　こんなおっぱい大きい男はいないよ！」


    　真っ先にその言葉を口にしたのはいくみだった。ふみには悪いが、誰もがそう思うだろう。


    「違います。私を想定して言っているわけではないのです」


    「じゃあ、ふみくらいおっぱい大きかったらどうするのさ。それを狙ねらって痴漢が来たら？」


    「……思ったより硬いですよ」


    「うっそだぁ！　絶対に硬くないよ。揺れてんじゃん」


    　いくみは馬ば鹿か馬鹿しいと言わんばかりに、頭を振る。


    「揺れてはないですっ！」


    　ふみは赤面しながら大きく首を振って否定する。しかし残念なことに、首を振った反動ですでに胸が弾はずんでしまっている。


    「揺れてはないですって言ってる瞬間から揺れてるから！　無理ありすぎ」


    　いくみに即座に否定されてしまう。


    「では、『そんなことをするとお母さんが悲しみますよ』なら、どうでしょうか？」


    「こんな柔らかいの揉もむんだから、お母さんも褒ほめてくれるよ」


    「いくみさん、それはないですっ！」


    　たしかにそれはない。「硬いですよ」には無理があるが、もしかしたら「お母さんが悲しみますよ」は人によってはかなりの効果を発揮するかもしれない。


    　ふみの意見はいったんこれで終了として、次の意見に行く。


    　いくみの回答の内容は大体想像がつくから、とばして絵え美みの意見に……。


    「芸術だと思えば、たとえ裸はだかでも、変な気持ちにならないものなの」


    　絵美の意見はなんとなくはわかる。絵画では裸ら婦ふを描かいたものもあるが、たしかにやましい気持ちにはならない。


    「しかし、具体的にはどうしたらいいのだ？」


    　梨乃が根本的な問いを発する。たしかに生身の人間を芸術だと思わせるなんてできるのか？


    「……それは構図とポーズなの。ふみちゃんいい？」


    　絵え美みは詳しく解説する代わりに、ふみのもとへと歩み寄る。


    　どうやら、ふみを使って具体例を示すつもりのようだ。


    「まず、ポーズはこうなの、首はこう」


    　ふみは横になって上半身だけを肘ひじで支えて起こしている。よくある裸婦のポーズだ。


    　そして、目線はどこを見るでもなく、斜め上方向に定められている。


    「そして、こうなの！　さらにこうなの！」


    　絵美は自分のカバンから教科書やノート、文房具などを取り出すと、せっせとふみの周りに配置していく。あるものは開かれ、あるものはふみの身体からだに立てかけられ、そしてあるものは、ふみの頭の上に開いて帽子のように配置される。


    「……勉強と恋、そして将来の不安に揺れ動く女子高生の気持ちを……表現したの。消しゴムは消したい過去を表しているの」


    　……説明されれば、そう見えなくもない。ばらばらに散らされた教科書が、不安などを表わしているのだろう。


    「芸術そのものなの……。絶対にエッチな目で見られることはないの」


    　絵美は自分の作り上げた作品を見つめながら、達成感に満ちた笑え顔がおを浮かべる。


    　絵美の言うとおり、この状態で電車通学をすれば、絶対に痴漢に遭あうことはないだろう。しかしそれは芸術的だからではない。危ない人だからだ。そもそも電車で横になっている時点でアウトだし。
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    「じゃあ、絵え美みの意見はこういうことで、次にいくみの意見に」


    　絵美があまりにも満足げなので、誰もつっこもうとすらしない。すごく微妙な空気のまま、いくみの相談へと移っていく。


    「やっぱり自分の身は自分で守らないと。それがすべてだよ。痴漢なんてやっつけちゃえばいいんだよ。いつでも襲おそってこい、赤あか松まつっ！　この痴漢野や郎ろう！」


    　いくみはそう宣言すると、くるりと反転して僕に背中を向けてしまう。つり革をつかんでいるフリだろうか、肘ひじを曲げたまま右手を上げている。


    　意図ははっきりとわかる。痴漢役を僕にやらせて、自分の護身術を実演してみせるつもりなのだろう。しかし、なかなか一歩を踏み出せない。いったいどんな護身術なんだ……。怪け我がはしたくないんだが……。


    「ふんふん、今日きようも学校楽しみだなあ、でも痴漢されたら嫌だなあ」


    　いくみはつり革をつかんでいるフリをしながら、左右に小さく身体からだを揺らしている。電車の揺れを表現しているのだろう。非常にヘタクソだ……、台詞せりふの白しら々じらしさも半端ない。


    　自分が痴漢だったら、こんな不自然な独り言を言う女子は絶対に狙ねらわないが、残念ながらやるしかない。


    　意を決して、いくみに近づき、そっと手を伸ばす。


    「とおりゃあああ！」


    　いくみはすばやく反転し、僕の手首をつかむと、ひねりあげた。


    　まるで誘導されるように、僕の身体はいくみの思惑どおりに動かされ、あっという間に僕の腕は背中へと回され、ねじり上げられてしまう。そのまま膝ひざの裏を蹴けられ、ひざまずかされてしまう……。


    「本当はここからジャンプして膝で首を折るんだけど、部屋散らかってるから、やめとくね」


    　おいっ、やめておく理由！　


    　本当に部屋が散らかりっぱなしでよかった……。


    　しかし、実際にいくみの護身術はなかなかのものだった。これならば、どんな達人の痴漢でも身体に触れることは難しいだろう……。問題はこの動きがいくみ以外でも実行可能なのかどうかだ……。


    「じゃあ、これやってもらうから。ふみ、いい加減起きなよ」


    　いくみはふみの手を引いて強引に起こしてしまう。


    　芸術作品にされたり、護身術を受けたりと忙しい。しかしおそらく痴漢のターゲットになりやすさナンバーワンはふみ。ふみこそ護身術が必要なのだ。


    　いくみはさっそく手取り足取り、ふみに護身術を指導しはじめる。


    　ふみといえば、クリスマスパーティーの場で槍やりの演舞を披露し、圧倒的な運動神経のなさを露ろ呈ていしていた。そんなふみが護身術を身につけることができれば、誰でもできると断言していいだろう……。


    　しかし、いくみは非常に熱心にふみを指導している。いくみの動きを何度も真ま似ねるふみ。いくみはその姿に大きくうなずく。


    「さあ、赤あか松まつ、ふみに痴漢できるものなら、してみるがいい。このエロ河童がつぱ！」


    　手ほどきを終了したいくみは、自信に満ちあふれた表情でそう言い放つ。


    　……なんで僕がエロ河童なんだ。ただの役割なのに。しかしいちいち文句を言っていても仕方ない。さっそく実験開始だ。


    　背中を向けて立っているふみに慎重に接近する。


    「……ふんふん。今日きようも学校楽しみです。でも痴漢されたら嫌ですねえ」


    　それはさっきの台詞せりふ！　それも忠実に再現するのか。これは護身術とは関係ないと思うけど……。


    　僕はふみの背後に立つと、ふみの運動神経を考慮に入れて、いくみのときよりもゆっくりと手を伸ばす。


    　さっきはこのあたりで手首をつかまれたはずだが、なにも起こらない。


    　僕はさらに左手も伸ばし、両手をふみの背後から胸元へと伸ばし……。


    　ゆっくりとふみの豊かな胸へと両手の手のひらを着地させた。


    「きゃああああっ！」


    　まったく護身成功せず！　ただ悲鳴を上げ、その場に座り込んでしまった。


    「赤松、なにをやっているのだ！」


    　梨り乃のから叱しつ責せきの声が飛ぶ。なにをって！　なんで僕が悪いことになっているんだ！


    「痴漢は犯罪なの……。ちょっと駅員室へ来てもらうの……」


    　いやいや。なんで本物の痴漢みたいな扱いなんだ！　やってない！　これは[image: ]えん罪ざいだ。揉もんだけど、僕は違う！


    「す、すみません。びっくりしてしまって。つい悲鳴を……」


    　ふみは少し申し訳なさそうに言う。


    　そもそも護身術はちゃんと伝授されたのか？


    　いくみは難しい顔をしてなにやら考え込んでいるが……。


    「ちょっと難しかったかな……。やっぱり後ろから来るとタイミングがね。じゃあ、こうしよう。赤松はやる前に、『うへへ、揉むぞ～、俺おれは赤松、痴漢大好き～』って言って、それから揉んで」


    　予告つきか。そんな痴漢がいるとは思えないが……。まあ、ふみの運動神経では仕方ないか。


    　こうして、予告ありのイージーモードで再度挑戦することになる。


    　再び背中を向けるふみ。


    「……ふんふん。今日きょうも学校楽しみです。でも痴漢されたら嫌ですねえ」


    　僕は先ほどよりさらにゆっくりと手を伸ばす。


    　わかりやすいように、はじめから両手の手のひらを全開に広げて、まるでスローモーションのように、ゆっくりゆっくり……。


    「うへへ、揉もむぞ～、俺おれは赤あか松まつ、痴漢大好き～」


    　非常に屈くつ辱じよく的てきな台詞せりふだ。


    　しかし、その声に反応して、ついにふみが反転してくれる。


    　そしてすばやく僕の手首をつかもうとするが、ふみの手は空くうを切る。


    　バランスを崩したふみはそのまま僕の方向へと倒れて……。胸がちょうど手におさまった。


    「きゃあああああっ！」


    　再び悲鳴を上げ、その場に座り込んでしまった。


    　ふみ、どんくさすぎるぞ！


    「なにをやっているのだ！」


    「自白するまで、家には帰れないの……」


    　いやいや、いまのは完全にふみのほうからだって。[image: ]えん罪ざいとかそんなレベルでもないって。


    　梨り乃の、そんな目で僕を見るんじゃない！


    「なんだかすみません。私の運動神経が鈍にぶいばっかりに……」


    　揉んでおいて謝られるとこっちも申し訳なくなってしまう……。


    「あきらめないで、もう一回！　コツはつかんできてるよ」


    　それでもいくみはふみを励ますと、もう一度立ち上がってチャレンジさせようと手を伸ばす。


    　それと同時にふみが身体からだを起こそうとしていたために……、


    「きゃああああっ！」


    　いくみが伸ばした手がふみの胸に直撃！


    「いくみ、なにをしているのだ」


    「駅員室へ行くの……」


    「違うよ。誤解だよ！　手を引こうとしただけだよ！　ふみから当たってきたんだもん！」


    　こうして、いくみの護身術伝授は自みずから揉ませてしまうという稀まれに見る大失態によって、失敗に終わったのだった。そもそも、運動神経が鈍いふみに護身術を身につけさせることがどだい無理なのだ。


    　しかし、いくみはまだ自分の敗北を認めていない。


    「仕方がない、今回はふみのおっぱい力が勝ったんだよ。こんな日もある。でもね、これで私の護身術に勝ったと思わないで、本気を見せてあげるよ！　ここからが本番だよ。さあついてきなっ！」


    



    　本気を見せるとの宣言ののち、僕たちは部室の外へと出ていた。僕の前方を歩くいくみをはじめとするお悩み相談メンバー。僕だけは数メートルの距離を取って、つかず離れず追跡する。


    　いくみによると、護身術なのだから、来るとわかっていては意味がない。いついかなるタイミングで痴漢に襲おそわれても対処できてこその護身術らしい。


    「これから、学校中をうろうろするから、いけると思ったらいつでも襲ってきていいよ、誰を狙ねらってもいいよ。でも全員私が助けてみせるから」


    　いくみにはそう言われているが……、そう簡単に襲しゆう撃げきする決意が持てない。


    　なにせ本気のいくみでは、なにをされるかわかったものじゃない。


    　畳敷きの部室と違って、外の地面は舗ほ装そうされている。こんなところに転がされて、怪け我がだけはしたくないのだが……。


    　いくみはほかの三人を引き連れて校庭をうろうろする。そして、校内でもっとも人けのない、体育館裏へと差しかかった。


    　まさに襲いかかるなら、絶好の場所だ。


    　しかもいくみはあまりにも長い間僕が襲撃してこないために、すっかり僕の存在を忘れているように見える。ほかのお悩み相談メンバーとの雑談で嬉うれしそうにきゃっきゃと笑い声を上げている。


    　ここで行かないと、もうチャンスはない。絶対に一回は襲わないといけないなら、間違いなくこのタイミングだ。


    　問題は誰を狙うかだが……、ここは当然いくみだろう。ほかの人を狙って成功してしまってはむしろ気まずい。そもそも、僕は痴漢ではない。護身術のために失敗したいのだ。……できれば怪我をすることなく。


    　僕はターゲットをいくみに設定すると、いくみの背中に猛然とダッシュで接近する。


    　ふみと違って、手加減無用だ。むしろこっちに手加減する余裕がない。


    　すでにいくみが僕の手の届く範囲まで接近している。しかしいくみはまだなんの反応も見せない……。ぎりぎりまで引きつけるつもりか。


    　僕は迷いなく両手を伸ばし、背中越しにいくみの胸へと手を回す……。


    　なんの反応もない。


    　ついに両手がいくみの未発達な膨ふくらみへと到達した。手のひらですっぽりと覆おおえてしまうふたつの膨らみ……。それをしっかりとつかむ。


    　……まったくなんの反撃もない。


    　いくみは、まったく僕のことを気にしていなかった、僕に胸を揉もませたまま、誰かの襲撃に備えるかのように、きょろきょろとあたりの様子を注意深く警戒している。


    「あの、もう到着してるんだけど」


    「しぃーっ！　誰かにつけられてるよ」


    　いくみは揉もまれっぱなしの状態でそうつぶやく。


    「そのつけてた人間が襲おそいかかって、いま、揉んでるところですよ」


    「……気配を感じるよ」


    「気配じゃなくて、直接的に揉んでるんですけど……」


    　やむをえない。もう少し大胆にやるしかないのか……。僕はさらに大胆に、両手で包み込むように背後からいくみの胸を再度、揉みしだく……。それはもうがっつりと。ここまでやったら痴漢業界で英雄視されるレベルで……。


    　しかしいくみはそれについては気にもとめていない。


    　小ぶりな胸をわしづかみにされたまま、真剣な顔をしている。


    　意を決して指に力を込め、胸をさらにまさぐってみるが……、


    「これは……囲まれてるね」


    「囲んでいるというか、……むしろ包んでいるというか……その……」


    　真後ろからこれでもかと、がっつりいっているのに、なにを言っているんだ……。しかしいくみはいまだ僕の襲しゆう撃げきへの反撃はない。どういうことなんだ、もしかして無抵抗こそ究極の抵抗みたいな、そんな展開なのか？


    　僕としては「参りましたっ！」ってひれ伏すべきなんだろうか、それとも尻しりもいっといたほうがいいのか……。

  


  [image: ]


  
    　しかし、僕のそんな逡しゆん巡じゆんは、意外な人物によって、強制的に終了させられた。


    　体育館の陰からゆっくりと近づく男子生徒がいたのだ。


    　僕は慌あわてて、手をいくみから離す。


    　あの生徒……、見覚えがある。あれはいまやネガティブキングへと成長した矢や野の君の部下っぽい人だ。


    「ごぶさたしてます。お悩み相談コーナーのみなさん」


    　男子生徒は口の端がひきつったような笑みを浮かべている。


    　いつのまにか僕たちの周りには、見知らぬ男子生徒が数人。包囲するように立っている。


    　[image: ]そろいも[image: ]って、陰気そうな雰ふん囲い気き。そして一般のレベルをはるかに超える高い眼鏡めがね率。


    　どうやらみんなネガティブキングの仲間たちのようだ。


    「ご同行願いましょうか……。矢野さんが待っています」


    　唯ゆい一いつ顔を知っている男子生徒が言う。拒否など許さない、そんな口く調ちようだ。


    　矢野君はクリスマスには協力してもらった間柄。ここはおとなしく従ったほうがよさそうだ。


    



    　僕たちは、旧校舎の中の最上階にある教室のひとつへ通された。前回矢野君に協力を取りつけたときもこの教室だった。ネガティブ軍団の秘密基地的な場所なのだろう。


    　前回来たときと同じく、教室の一番奥、窓際の席、そこに矢野君は座っている。


    　これも矢野君の狙ねらいなのか、差し込む逆光の西日が矢野君をシルエットのように映し出し、なんともいえない不気味な威厳を演出している。


    「がっかりしましたよ」


    　矢野君は僕たちの姿を認めると、芝しば居いがかった口調でそう言った。


    「なにががっかりしたのさ。偉そうに」


    　いくみが矢野君へ歩み寄ろうとするが、先ほど僕たちを囲んだ男子生徒たちに、前方をふさがれてしまう。


    「あなたがたの人生相談は虐しいたげられている非リア充じゆうのためにあるのだと思ってました。悩み、迷う、非リア充たちを励まし、アドバイスする、そんなコーナーだと。だから私も微力ながら協力させてもらったんです」


    「もちろん……そのつもりですけど」


    　僕はコーナーを代表して答える。別に対象は非リア充に限ってはいないが、リア充の悩みよりも非リア充的な悩みについてこれまでも考えてきたはずだ。


    「ならば、ならば……どうして、どうして、どうして、どうしてっ、遊園地に行くんだっ！」


    　教室内に矢野君の怒声がこだまする。


    「遊園地は、遊園地は、リア充の行くところじゃないかぁああ！　うらぎったなあ、この遊園地野や郎ろう！　この私が、遊ぶ園の地へ行くことを見み逃のがすと思ったのかっ！　許さんぞっ、この私の逆げき鱗りんに触れたならば、ジェットコースターの何倍も絶叫させてやるぞっ、そして、観覧車の何倍も会話が弾はずまないようにしてやるっ！　そして、メリーゴーラウンドの何倍もゴーラウンドさせてやるっ」


    「矢や野のさん、落ち着いてください」


    「この星を消す。遊園地などこの星ごと消してやるぞ！」


    「矢野さん、怒りを静めてくださいっ！」


    　あまりの興奮っぷりに、部下たちになだめられてしまっている。おそらく矢野君がこれほどまで感情を表に出すことは珍しいのだろう……、ゴーラウンドさせられるとどうなるのか、さっぱりわからないが。


    　しかし、参った……。まさか矢野君に僕たちの遊園地行きを知られてしまうとは。いったいどうすれば矢野君を納得させることができるのか……。


    　僕が反論しあぐねている間に、代わりに弁明を始めたのは梨り乃のだった。


    「これは研究なのだ……人生相談のための」


    「研究だと？　研究か……」


    　とっさに出た言い訳だと思われるが、それなりの効果があったようだ。興奮状態だった矢野君が考え込んでいる。


    「そうなのだ。これはリア充じゆう打倒のための研究。遊園地における人間関係を考察するのはリア充研究の重要な課題なのだ」


    「……貴き様さま、この矢野をたぶらかそうとしているな……。ネガティブキングをたぶらかすなど、ろくなことにならないぞ。ウィキペディアの大量殺人鬼の項目に勝手に貴様の名前を追加してやるぞ」


    　矢野君は梨乃をじっと睨にらみつける。


    　梨乃を援えん護ごすべく、ほかのメンバーがとっさに助けに入る。


    「たぶらかしてなどないです。本当に研究です。孫そん子しにもあるとおり、敵を知り己おのれを知れば百戦危あやうからず、です。もちろんお悩み相談コーナーとして恥ずかしくない行動を取ります」


    「そうだよ。はしゃいだり絶対にしないよ」


    「お葬式のようなテンションですごすの……」


    　ここが勝負どころだと判断したのか、畳みかけるようにみんなが梨乃の援護を行おこなう。


    「本当にはしゃがないと約束できますか？」


    「もちろんだよ。ねっ。私たち遊園地で人生相談するんだよねっ！」


    　いくみの言葉に全員がうなずく。


    「もし約束を破るならば、みなさんのアイコラ画像がネット中をゴーラウンドすることになりますよ」


    「おおっ、矢野さんのフォトショップが炸さく裂れつするぞ」


    「矢や野のさんは怒りのパワーで、コラの技術が三段階レベルアップするからな」


    「矢野さんがいまの地位まで上りつめたのも、あのコラ技術あってこそだ。早く見たい！」


    　矢野君の配下の生徒たちが色めき立つ。なにを言ってるのかよくわからないが、とにかく矢野君のアイコラはすごいらしい。正直、僕もちょっと見たい。


    「私だってあなた方のアイコラをゴーラウンドさせたくはない。約束は守ってくれますね」


    「もちろん」


    　真っ先に安請け合いしたのは、もちろんいくみだった。


    「はしゃぐのはもちろん、デートっぽくなっちゃうのはもってのほかですよ。私はなによりも遊園地デートを憎んでいますから」


    「こいつとこいつがあやしいんだけど、私が絶対に阻そ止しするよ」


    　いくみは僕と梨り乃のを指さしながら、断言する。


    「さすがいくみさん。信頼できます」


    「絶対にいちゃいちゃさせないから！」


    「正直なところ、あなた方の言い分を聞いてもまだ疑いは晴れていませんでしたが、いくみさんの目を見て気持ちが変わりました。あなたは本気だ」


    「あたりまえだよ。あいつとあいつがいちゃいちゃしたら、膝ひざを折るよ」


    　なぜか固く握手を交わす。いくみと矢野君。……いくみ、なぜそっち側の立場に寝返っているんだ。もしかして、僕と梨乃がこっそり遊園地に行こうとしたことをまだ根に持っているのか……？


    「わかりました。あくまで活動の一いつ環かんだというなら、アイコラは保留としましょう。しかし約束を破ったときには……」


    「よし、みんな、遊園地で絶対にはしゃがないぞ」


    「いくみさん最後まで聞きなさい、約束を……」


    「遊園地でめいっぱい、全力で、はしゃがないぞ、おー！」


    　いくみは高々と拳こぶしを掲かかげて、みんなを鼓こ舞ぶする……。すでにこの時点ではしゃいでしまっているのだが……。しかしネガティブキングである矢野君による陰湿な攻撃を回避するには仕方がない。僕たちは決してはしゃがず、決していちゃいちゃしない。そのことを約束させられ、旧校舎から解放されたのだった。


    「はしゃがずに遊園地ですか……。少し残念です」


    　部室に戻った途端、ふみがため息を漏もらす。絵え美みも梨乃もやっぱりがっかりしているのがありありとわかる。


    　しかし、いくみだけはいつもの元気を失っていない。むしろ元気いっぱいの様子だ。


    「なにしょげてるのさ。遊園地に行ってしまえばこっちのもんだよ。はしゃぐぞー、はしゃいじゃうぞっ！」


    　どうやら、いくみはあの場ではああ言っただけで、本当にはしゃぐ気満々のようだ。


    　なぜか、すでにストレッチを始め、いつでもはしゃげる体勢を取っている。


    「約束を破るのは気が引けますけど、でもやっぱり……」


    　ふみはまだ迷っているが、絵え美みはすでにいくみの意見に賛同しているようで、


    「……あんな脅おどし……約束なんかじゃないの……それに、もしアイコラをばら撒まかれたら、そのときは、本物のヌードで対抗するの」


    　……絵美の考えた対抗手段にはまったく賛同できないが、たとえ、クリスマスパーティーで世話になったとはいえ、変な脅しに屈するのも納得いかない。


    「じゃあ、普通に遊園地は楽しもうか。もう人生相談のことなんて忘れて、週末はぱあっと、はしゃいじゃおうっ！」


    　僕はみんなの意見をまとめるつもりでそう言ったのだが……、


    「でも梨り乃のといちゃいちゃするのは禁止だよ」


    　……いくみ、それは本気だったのか。


    「いや、しないから。ねえ、梨乃」


    　梨乃に同意を求めるが、梨乃は顔を真っ赤かにしてうつむいている。本当にこういう話題が苦手なのだろう。


    「ほら、すでにいちゃいちゃしてるっ！　ふたりでこっそり行こうとした、ずるはなかったことにならないんだから！」


    「してないから、みんなで楽しくね」


    　なんとかなだめようと、僕はいくみの肩へと手を伸ばす。


    「はいやぁああああっ！」


    　いくみが僕の手首をつかむと、同時に体重がかかっていた右足を払う。


    　僕の身体からだは宙を舞い、うつぶせに落下、そのまま後ろ手に拘こう束そくされてしまう。


    「……なんで、いま」


    「忘れてたんだよ。よくも揉もんでくれたね！」


    　……いくみの護身術はものすごい遅さで発動した。


    「だっていくみが抵抗しないから……もういいのかなって」


    「いいわけないじゃん。よくもっ！　乙おと女めの乳ちちを」


    「痛いっ！　ギブ、ギブ」


    　いくみは僕の手をさらに強く締め上げる。僕が何度ギブアップの宣言をしても、執しつ拗ように僕の手首をひねり続ける……。


    　こうして僕は腕に鈍にぶい痛みを感じたまま遊園地へと向かうことになったのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　痴漢を撃げき退たいする方法として、体育会系からの意見、護身術をお教えするつもりだったのですが、運動神経が鈍にぶい人間が、急に護身術など不可能。むしろかえって揉もまれてしまうとの結果になってしまいました。


    　また暴力によって解決するのは非常に危険で、[image: ]えん罪ざいの場合は大変なことが起こってしまいます。


    　妥だ協きように妥協を重ねた結果、我々お悩み相談コーナーでは「やめてくださいと手を払う」を提案します。毅き然ぜんと手を払いましょう。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「駅員室へ行くの……」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　ちょっと混んできた電車で座っていると、左右は空いているのに誰も座りません。こんなとき、どうしたらいいのでしょうか？


    
      （掃かも部んの頭かみ銀ぎん雪せつ）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    周囲の不安を取り去り、安心させることが必要。


    ラベンダーの香りを発生させるのだ。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    秀ひで吉よしスタイルです。


    「温めておきました」と近くの人に席を譲ゆずりましょう。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    席を三つ使って反復横跳び！

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    空いている席にそっと「予約席」のフダを置くの。

    

  


  
    【相　談　５「集中力に欠ける」】


    
      鈴すず木き

    


    　現在、資格試験の勉強中ですが（そのために会社を辞めた）、いまいち、やる気が起きません。


    　勉強法なる本をいくつか買い、それなりに実じつ践せんしているつもりですが集中力が持続しません。


    　このままでは次の試験も落ち、ほがらかくんのように頭を抱えてしまうでしょう。


    　いったいどうすればいいのでしょうか。

  


  
    Answer's
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    梨乃：カフェインを積極的に摂取するべし。

    


    [image: ]


    ふみ：荘そう子じに学ぶのです。資格試験と一体になるのです。

    


    [image: ]


    いくみ：うん、がんばれ。

    


    [image: ]


    絵美：うわーっと、ぶわっとやればいいの。

    

  


  
    　晴天の日曜日、二月にしては、小こ春はる日和びよりと言ってもいいくらいに暖かい。


    　そんな天気にも恵まれたこともあってか、都心にある遊園地、ジャイアントドームシティーアトラクションは大変にぎわっていた。園内にはたくさんの家族連れやカップル。みんな楽しげな笑え顔がおを浮かべている。


    　そしてもちろん我らがお悩み相談コーナー一同も……。


    　誰ひとりとして笑顔を浮かべていなかった。


    　僕たちも遊園地では人生相談のことは忘れてはしゃぐつもりだった。デートとはいかなかったが、一年近い間にわたってお悩み相談をやってきた慰い労ろうの意味も含めて、みんなで楽しくすごそうと思っていたのだが……。


    　僕たちは園内の簡易的なカフェスペースのテーブルを囲み、相談に答えていた……。


    　遊園地に行ってしまえばこっちのもの……、その目もく論ろ見みはまったくもって甘かった。


    　矢や野の君の配下のひとりがついてきているのだ。僕たちが座るテーブルの隣の席につき、じっとこちらを監視している。絶対にはしゃがせない。その強い意志を感じる。


    　せっかくいつもは見られない私服姿のお悩み相談コーナーのメンバーたち。


    　少しオシャレしてくれたのか、みんなすごくかわいいのに、残念ながら、肝かん心じんの表情が暗い。いくみにいたっては明らかにふてくされている。


    「さあ、遊園地での人生相談をはじめようか……」


    　仕方がないので僕は約束どおり、遊園地で人生相談を開始する。集中力が持たないとの相談だが……、残念ながらすでにいくみと絵え美みの集中力がゼロになっている！


    　回答が「がんばって」と「うわーっと」って……ものすごく適当だ！


    　しかも、いくみにいたっては、アトラクションに乗りたさを隠してすらない。ジェットコースターから悲鳴と歓声が起こるたびに、必ず振り返り、そして恨うらめしそうに監視役の男子生徒を睨にらみつける。


    「いくみ、とりあえず悩み相談をやろう。真ま面じ目めにしてるところをひとまずは見せるしか……」


    「ひとまずっていつまでさっ！　せっかく来たのに。なんでいきなりお茶してんのさ。いろいろ乗りたいのにっ」


    　僕の説得でむしろいくみの感情が爆発してしまった。


    　その声に反応して監視役の男子生徒の顔がいっそう険けわしくなる、じっといくみの様子を観察して……、はしゃいでいるのかどうかじっくりと品定めしているようだ。


    　男子生徒はおもむろにノートパソコンをカバンから取り出すと、激しくタイピングをはじめる……。さてははしゃいでいると判定されてしまったか。まずい！　いまにもアイコラが世界へと解き放たれようとしてる！


    「あの、はしゃいでませんから！　議論ですから。本当に」


    　僕が男子生徒にそう説明すると、ようやくタイピングの手が止まる。


    　僕だって、せっかく遊園地に来たんだから、はしゃぎたい。しかしみんなの名誉のためだ。


    「とりあえず、相談に答えよう。集中と言えば、絵美だよね。絵を描かいてるときなんかすごい集中力だけど、うわーっと以外で教えてくれるかな？」


    　僕はやや強引に相談を開始してしまう。


    「口で言うのは難しいの……筆を執とって、真っ白なキャンバスに向かうと……ぶわっと、頭がばああってなるの……」


    「……コツとかないのかな？」


    「コツはわからないけど……、余計なものはダメ。周りに邪魔なものがあるとイライラして、ぶわっとならないから……だから……とりあえず、あいつを亡き者にするしかないの……隠し持っているペインティングナイフで……」


    　絵美はそう言うと監視の男子生徒をじっと見る。能面のように無表情でいつのまにか手には油絵用のペインティングナイフが……。本当にやってしまいそうで怖い。


    「絵美ちゃん。ここは私が、必殺の護身術で……」


    　いくみはそう言うと、静かに椅い子すから立ち上がる。


    「いくみ、積極的にしかけたら、もはや護身術じゃないから、なんだよ、必殺の護身術って」


    　僕はいくみを引き止めるが……。


    「やあああああっ！」


    　なぜ僕に護身術をっ！　引き止めるためにつかんだ腕を逆にひねられ、僕の身体からだが宙を舞う。到着早々、遊園地の地面に転がされてしまった。いくらイライラしてるからって……。


    　その様子を見て、またしても監視役の男子生徒が僕たちを睨にらんでいる。


    　激しいタイピングが再開された！


    　まずい、みんなのアイコラが……。それは阻そ止ししないと。


    「議論ですから、はしゃいでない……はしゃいでは……」


    　僕は懸けん命めいに監視役の男子生徒にアピールして、なんとかタイピングを止めてもらう。


    　監視役の男子生徒はこっちがなにを言っても表情ひとつ変えない。まるで僕たちのはしゃぎ度を計測する機械のようだ。


    　遊園地にあるまじきピリピリした空気。もちろんいくみ以外のメンバーも遊園地に来て、ただお悩み相談をするだけなど納得していないのだろう。


    　さてどうしたものか……、どうすれば、遊園地を満まん喫きつすることができるのか……。


    　この状況への打開策を提てい示じしたのはふみだった。


    「ここは真ま面じ目めに人生相談を行おこなって、議論の流れでジェットコースターに乗るしかないって結論に達する、その手しかないと思うんです」


    　ふみは男子生徒に聞こえないように小声でささやく。


    「……無理があるのではないか」


    　梨り乃のも同じく小声で答える。


    「しかし、それしかないと思います。みなさんもジェットコースターに乗りたいですよね。私は乗りたいです」


    「面倒なの。殺やっちゃって、山に埋めるの」


    「絵え美みさん、ぶっそうなことを言わないでください。それに、矢や野のさんのことですから、絶対にその点についてはあらかじめ予測しているはずです。たとえば定期報告がなければ、矢野さんがアイコラを流出させる約束になっているとか……。ですから、ここは相談を利用したほうがいいんです」


    　ふみが強い決意を感じさせる眼まな差ざしで回答者ひとりひとりを順番に見つめる。


    　その眼差しに応こたえるように、小さくうなずくお悩み相談メンバー一同。


    　こうして、結論があらかじめ決まった議論が開始される。


    「じゃあ、私から、やはり歴史にヒントを求めるべきだと思うんですよ」


    　自分が言い出したことに責任を感じているのか、ふみが率そつ先せんして持論を話しはじめる。


    「その中でも荘そう子じのなかに参考になる話があると思うんです。荘子の達たつ生せい[image: ]へんに蟬せみ捕りの名人の話があるんですよ」


    「なるほど、それはジェットコースターに乗らなければだね」


    「いくみさん、早いです！」


    「早かったかっ！」


    「それでですね、そのすごく蟬せみを捕るのがうまい人の蟬取りの極ごく意いが書かれているのです」


    「……それが、ジェットコースターに乗ることだったんだね」


    「だから早いですって、いくみさんっ、荘そう子じにジェットコースター出てこないです」


    「だって、もう何分こうしてるのさ。早く乗りたい、乗りたい、乗りたいよぉ」


    　いくみが椅い子すに座ったまま手足をバタバタする。すっかりダダこねモード突入だ。ミニスカートなのにちっともお構いなしに手足を振り回す。せっかくのかわいい私服が台なしじゃないか……。それにあんまり大きな動きをすると……、


    　やはり、さらに猛烈にタイピングして……なぜアイコラをアップするのにあんなにタイピングが必要なのかはわからないが……。


    「いくみ、アイコラがアップされちゃうから……落ち着いて」


    「おのれえ……私のジェットコースターを邪魔しやがって……むこうがアップならこっちは、右ストレートでダウンさせてやる」


    　もうダメだ……。これ以上いくみのジェットコースター欲は食い止めることができそうにない……。ふみ、早く話をそっちの方向で結論づけてくれ。


    「いくみさん、荘子に出てくる蟬捕り名人はですね、なにが起こっても、蟬のことだけを考え続けるのが、蟬捕りのコツだと言っていたんです。たとえ天てん変ぺん地ち異いが起こっても、頭の中は蟬のことだけ考える。それこそが大切なことだと。……この遊園地にも天変地異のようなスリルを実際に体験できる場所がありますよね」


    「うんっ、ジェットコースター！」


    　いくみは待ってましたとばかりに、その単語を言う。


    「そうです。ジェットコースターに乗りながら、それでいて、平常心を保つ、それが集中力を高めるトレーニングにもなると思うんです」


    「セミ捕り名人が言ってるんなら仕方ないっ！　そーじに書いてあるなら仕方がないっ！　わーい！　そーじっ！　そーじっ！」


    　……うーん、やや強引だが、荘子のパワーでなんとか説得できるか……。


    　僕たちは監視役の男子生徒のもとへ行って、経緯を説明する。


    「……というわけで、古代中国の思想書、荘子にもそのように記されているようなんです。ですから実じつ践せんが必要なんですよ」


    　ふみは真剣な表情で荘子について説明する。荘子、読んだことはないが、なんとなく立派な響きだ。その立派っぽさが通じるといいが……。


    「荘子……絶対にはしゃがないと約束できますか？」


    　見張り役の男子生徒は猜さい疑ぎ心しんに満ちた口く調ちようで言う。


    「もちろん、なにせそーじだから、ねえ？」


    　いくみの言葉に全員が大きくうなずく。


    「……いいでしょう。はしゃがないでくださいね」


    　男子生徒の言葉を誰も聞いていない。すでに全員が回れ右してジェットコースターに向けて歩きだしている。無言ではあるものの、その背中から喜びがにじみ出ているかのようだ。


    「一番前がいいの……」


    「私も一番前がいい」


    　これまで待たされた時間を取り返すかのように、絵え美みといくみの歩く速度が速くなる。駆かけ出すとはしゃいでると認定されるおそれがあるためか、競きよう歩ほのような状態だ。


    　そのペースに負けじと梨り乃のとふみもあとを追う。


    　そのままの順番で絵美といくみ、ふみと梨乃、そして僕の順でジェットコースターに乗り込む……。


    「こ、これは平常心をどこまで保てるかの実験なのだ……」


    「そ、そうですよ、梨乃さん、ですので大きなリアクションを取るのはひ、ひかえましょうね」


    　梨乃とふみがちょっと怯おびえながら、お互いに声を掛け合っている。


    　乗っている人間の意図など関係なく、タンタンタンと一定のリズムを刻みながら、ジェットコースターは急傾斜をゆっくりと昇り、ついに頂上へと達する。


    　一瞬の静寂、やっぱり乗るんじゃなかった。そんな後悔が脳のう裏りをよぎるが、ジェットコースターは無情にも一気に急降下する。


    「わあああああああ！」


    「きゃあああああっ！　梨乃さんっ、梨乃さぁぁぁん」


    「あくまで……じ、実験」


    「……うふふ……うふふ……」


    　そしてジェットコースターは急激な錐きりもみ回転に入る。


    「わははははははは、うはあああああ！」


    「梨乃さん、梨乃さんっ」


    「か、慣かん性せいの法則が……容よう赦しやなく[image: ]きばを……」


    「……楽しさが隠し切れないの……」


    　どんな場所でも集中力を発揮するための特訓と称したジェットコースター体験が終了する。


    　激しく振り回されたせいか、バランス感覚を失って、どこかフラフラしている。


    　そんな僕たちを待っていたのは監視役の男子生徒だ。純度百パーセント、猜さい疑ぎ心しんのみがこもった目でこちらをじっと見ている。


    「いま、はしゃいでるように見えたんですけど」


    　監視役の男子生徒の口く調ちようも強くなっている。しかしいくみにはまったく通用しない。


    「全然、はしゃいでなんかいないよ。ねえ」


    　いくみは満足げな笑え顔がおのままでしれっと答える。


    「……なにひとつ、うわついたところはなかったの」


    　絵え美みも自分たちははしゃいでなどいないと宣言するが……。正直なところ、誰がどう見てもはしゃいでいた。なんだったら、大はしゃぎと表現してもいいくらいだ。


    「……俺おれにはおもいっきりはしゃいでいるように見えたのですがね……」


    　やはり男子生徒は食い下がってきた。まあ当然だろう。あれをはしゃいでないと言い張るほうがおかしい。


    　しかし、そんな無理を通す強いジェットコースターへの意志が、いまのお悩み相談メンバーには宿っている。


    「君、名前はなんていうの」


    「い、今いま中なかですけど」


    　いくみはこの唐突な質問で一気にペースを自分のものへとチェンジする。


    「じゃあ今中君さ、もう一回やるから見ててよ。議論するところからやるから。ほら、赤あか松まつ仕切って、仕切って」


    　いくみにうながされて、お悩み相談を再開する。


    「じゃあ、ふみの意見は聞いたので、次は梨り乃のの意見に」


    「私の意見は、集中している状態とはどのように定義づけられるかに関連している、集中している……、それは脳内でドーパミンが活発に働いている状態だと思うのだ」


    「ほうほう」


    　いくみは大げさに相あい[image: ]づちを打つ。


    「そして、脳内でドーパミンを活発に働くことを補助するものとして、カフェインが挙げられると思うのだ。カフェインにはアデノシンの受じゆ容よう体たいに結びつき、ブロックする。その結果、アデノシンの作用が抑制され、ドーパミンが自由に活動しやすくなると言われているのだ」


    　梨乃の回答は非常に真っ当なものだった。


    　いくみは梨乃の意見に腕組みして大げさに何度もうなずいているが……、意味がわかっているのか？


    「ふむふむ……なんとかシンとなんとかミン、知らないけど、ふむふむ。つまり話をまとめるとジェットコースターに乗るってことだね！」


    　なぜそんな結論に！


    「そ、そうなのだ。カフェインを摂取するのもひとつの手段ではあるが、同様にジェットコースターに乗ることでもドーパミンは活発に働く可能性が高い。実験しないと」


    「よし、仕方がない、ジェットコースターに乗ろう。みんなっ、仕方ないんだよっ！　あーあ、仕方ないなあ」


    　いくみはそう言いながら、すでにジェットコースターに向かって走り出している。


    「ちょっと、待つのだ」


    　引き止めようとする梨り乃のの手を強引に引っ張って、


    「梨乃、今度梨乃が隣ねっ。前、乗ろうよ。前が一番おもしろいよ」


    「最前列は……、その位置エネルギーの運動エネルギーへの変換が……」


    「あー、怖いんだね、梨乃」


    「別に怖がってもいいではないか。そのための乗り物なのだ」


    「……ふみさんいまのうちに、先頭を取るチャンスなの」


    「ずるいぞ、絵え美みちゃん」


    　四人は抜きつ抜かれつ、じゃれ合いながら、ジェットコースターのスタート地点へと階段を上っていく。……これをはしゃいでいないと表現するか。もしこれがはしゃいでいない状態なら、僕はまだ一生のうち一度もはしゃいだことがないのかもしれない。


    　そんなことを考えながらのジェットコースター二周目。


    　ジェットコースターは当然ながら乗客にはしゃがせるための乗り物。何度でもその力を存分に発揮する。


    「きゃあああああああ！」


    「重力加速度が！　重力加速度がっ！」


    「わははははは！　おおっ、わはははははは」

  


  [image: ]


  
    「……最高なの……スリルと疾しつ走そう感かんなの！」


    　数分間の絶叫体験ののち、再び僕たちは今いま中なか君のもとへと戻る。


    　今中君から僕たちに向けられた視線には猜さい疑ぎ心しんではなく、確信が宿っていた。こいつらはしゃぎやがった、との。


    　もしかして、すでにアイコラはネットの世界に解き放たれてしまったのか……。恐る恐るモニターを覗のぞき込むと、今中君のノートパソコンに表示されているのはお悩み相談コーナー一同のアイコラ特設サイトだった。


    　しかしまだアイコラは登場していない。「カミングスーン」的なあおりの文章と着衣の画像のみで構成されている。


    　どうやら、公開本番に向けてティザーサイトを作ったらしい。アニメの公式サイトとかがキービジュアルだけ公開したりするあれのような感じだ……。さすがネガティブキングの右腕、仕事が丁てい寧ねいだ。


    　一方、お悩み相談メンバーはさっきよりもさらにふてぶてしくなっていた。


    「いやーはしゃがなかったね」


    「はい、この一年で一番はしゃがなかったですっ」


    　ふみが明らかにはしゃいだ口く調ちようで答える。


    「……梨り乃のちゃんなんて、はしゃがなさすぎて声がかれてるの」


    「絵え美みだって、ちょっとはしゃがない疲れを起こすレベルではないか」


    　口々に自分たちははしゃいでいないと主張しているが、……もはやなにを言っているのかわからない。はしゃがない疲れとはいったいどんなタイプの疲労なんだ。


    　今中君は当然この状況を見み逃のがすわけはなかった。


    「みなさん。アウトです」


    　今中君は、もはや検討の余地なしといった様子で、本格的なサイトのスタートに向けて、ノートパソコンに手を伸ばす。


    「ちょっと、審判、どこに目をつけてるのさ。大誤審だよ」


    　いくみは今中君の手をつかみ、本サイトのスタートをぎりぎりストップする。


    「だって、はしゃいでたでしょう？」


    「私たちははしゃいでない！」


    　いくみの断固たる態度。ここまでくるとむしろすがすがしい。


    「誰がどう見ても……」


    「そんなことないって。さっきから、はしゃいでるはしゃいでるって、もしかしたら今中がはしゃいでるんじゃないの？　勝手に決めつけて。ねえ、どっちがはしゃいでると思う？　私？　今中？　今中だと思う人っ！」


    　間かん髪はつを容いれず全員の手が挙げる。


    　多数決史上まれに見るひどい決議……。民主主義をはじめた古代ギリシアの人々も草葉の陰で落らく胆たんしていることだろう。


    　しかしいくみの強引制民主主義は止まらない。


    「はい、今いま中なかがはしゃいでる～！　決定！」


    「俺おれははしゃいでないじゃないか！」


    「私は遊園地に来て、乗り物にも乗らず、怪しいティザーサイトを作っているほうが、ジェットコースターに乗っている人よりはしゃいでると思います」


    　ふみの意見にほかのメンバーから白しら々じらしくも熱烈な拍はく手しゆが起こる。


    「君たちの感覚はおかしい！」


    「おかしいかどうかはあれに乗ってみればわかる！」


    　いくみが指さした先には、小さなボートに乗って、急降下するアトラクションのウルトラドロップが……。


    「なにがわかると……」


    　しかし今中君の言葉はいくみに届いていない。すでにウルトラドロップに向けて駆かけ出している。それに続いて駆け出す三人。


    　四人の姿はアトラクション内に消え、数分後、ボートの上からこちらに向かって手を振る姿が……。急きゆう勾こう配ばいのスライダーをいくみたちが乗るボートが落下し、大きな水しぶきをあげる。


    　直後、四人から弾はじけるような歓声が上がる。


    　濡ぬれちゃっただの、怖かっただの、そんなことを口々に話しているようだ……。


    　真っ先に僕と今中君のもとへ戻ってきたのはやはりいくみだった。水しぶきを受けて髪がしっとりと濡れているが本人はちっとも気にしていない。今日きようの天気に負けないくらい晴れやかな顔。そしていくみは笑え顔がおのまま僕と今中君を見つめる。


    「ねっ！」


    　なにが「ねっ！」なのか、さっぱりわからないが、この弾けるような笑顔に反撃することはできない。誰しも意味がわからなくとも「本当だね」と返事をしてしまうだろう。


    　しかし、今西君もネガティブキングの右腕。そう簡単にいくみに籠ろう絡らくされはしない。


    　あの笑顔での「ねっ」を見せられても、いまだ厳しい目でいくみを睨にらみつけている。


    「仕方ない。私たちの本気のはしゃいでなさを見せるしかないようだね。見せてあげるよ、人間がどこまではしゃがないのかを。限界を超えてはしゃがないぞ。行くぞ、みんな」


    　いくみがまた駆け出していく。本気のはしゃがなさとはなんなのか……。


    　僕のそんな疑問などよそに、いくみはアトラクションへと猛ダッシュだ。


    　バイキングで左右に激しくスイングし、ゴーカートを乗り回し、メリーゴーラウンドで回転しながら飛び切りの笑顔を見せてくれる。そうかと思ったら、ウォータースプラッシュで水しぶきをあげながら落下してくる。


    　今いま中なか君はその姿をただただ呆ぼう然ぜんと眺めている。あまりのことにどうしていいのかわからなくなってしまったようだ。


    　そんな今中君を忘れてしまったかのように、次から次へと、矢継ぎ早にアトラクションを堪たん能のうしている。これがいくみの本気か……。


    　いったいなんの本気かわからないが……。


    　そのあまりのペースに、ほかのメンバーはついていけない。


    「少し疲れてしまいました」


    　ふみが戻ってきて、僕の隣の席に座る。そんな言葉はないが、我々の専門用語で言うところの〝はしゃがない疲れ〟をしてしまったようだ。


    「なにか飲み物買ってこようか？」


    「ありがとうございます。ほかのみなさんもすぐに戻ってくると思いますので」


    　人数分のホットドリンクを買って戻ってくると、梨り乃の、絵え美みも戻ってきていた。


    　幸い日差しが暖かく、外のテーブルでもそれほど寒さを感じない。


    　みんなでドリンクを飲みながら、まったりとした時間をすごす。アトラクションも楽しいが、こういうのも悪くない。


    　……今中君の監視つきじゃなければ、なおいいんだけど。


    　今中君はいまだ、アイコラサイトを立ち上げる素そ振ぶりはない。なにやら考え込んでしまっている。もはや今中君のはしゃぎ計測機能をはるかにオーバーしてしまって、判断不能におちいっているのかもしれない。


    　それにしてもいくみの帰還が遅い。みんなのなかでも一番、〝大はしゃがない〟していたが、どこへ行ってしまったんだ？　こっちはすっかり飲み物も飲み終わって、単純にいくみ待ちになっているのだが……。


    　その答えは意外なかたちで知らされることになった。


    



    　──本日はご来園いただき、誠にありがとうございます。迷子のお知らせです。東京都からお越しの、いくみちゃんが迷子センターでお待ちです。深緑のコート、赤いスカート、頭にかわいいシュシュをつけた女の子、いくみちゃんがお友達をお捜しです。お心当たりがある方は迷子センターまでお越しください──。


    



    　まさかの園内放送での呼び出し！　


    　なんと、いくみは迷子になっていた！　これか？　これが本気のやつなのか？　迷子センターはアトラクションじゃないんだが……。


    　予想外の出来事にみんなあっけに取られているが、こうなってしまったからには、迎えに行くしかない。僕たちは急いで迷子センターへと向かう。


    



    　迷子センターで待っていたいくみは、さすがにしょげていた。


    　迷子係の係員だと思われるお姉さんに「きっとすぐに来ますから」と励まされ、しょんぼりと椅い子すに座っている。


    　僕たちを発見して、ぱっと顔が明るくなる。


    「あの、携帯電話はどうしたのですか？」


    　ふみはいくみのしょげっぷりを見て、責めては気の毒だと思ったのか、優しい口く調ちようで語りかける。


    「あの、水にざぶーんてやつで濡ぬれちゃうと嫌だから、そこに……」


    　いくみは申し訳なさそうに、ふみのポーチを指さす。


    「なんで私のポーチに入れるのですっ！」


    「……わぁーん、恥ずかしかったよお。これはキツいよお」


    　ふみの胸にいくみが飛び込む。高校生で迷子センターはさすがのいくみも恥ずかしかったようだが、ふみにすがりつく様子は、完全に迷子と一致する。


    「よ、よかったですね、無事に再会することができて」


    　ふみはいくみの完かん璧ぺきな迷子っぷりに困惑気味だ。


    「よかったよ。もうこのまま遊園地で一生を終えるのかと心配になったよ。みんなのこと捜したんだよ……」


    　いくみはさらにふみの胸に顔をうずめる。


    　不安と恥ずかしさで本人も大変ではあったのだろう。


    　もはや誰とも顔を合わすことができない、どこか山中にでも隠れてしまいたい……。そんな思いで近場にある柔らかめの山としてふみの胸を選択したのかもしれない。……おっぱい隠いん[image: ]とん生活である。


    　自分の谷間に隠れ住もうとするいくみを優しく受け入れたふみではあるが、いつまでも、隠いん者じやとして、住まわせるわけにはいかない。


    「晋しんの文ぶん公こうは山に隠[image: ]してしまった介かい子し推すいを呼び戻そうと山に火を放ちましたが、そうするわけにもいきませんので……赤あか松まつさん、とりあえず、ソフトクリーム買ってあげましょうよ」


    「なんで僕が……」


    「……買って」


    　ふみの胸の中からじっと僕を見つめている……。どうやらソフトクリームでおっぱい山に隠れ住むことを中止する意思はあるようだ。


    



    　いくみの機嫌はソフトクリームひとつでたちどころに直った。これもまた迷子とまったく同じだ。


    「あぶないところだったよ。さすがに迷子で迎えに来てもらったときは、はしゃぐかと思ったよ。セーフ、セーフ」


    　ソフトクリームをほおばりながら、いくみは今いま中なか君にはしゃいでなさをアピールする。


    　カップタイプで、クッキーがトッピングされたタイプのソフトクリームをスプーンですくっては、自分の口に運ぶ。ひと口食べるごとに、幸せそうな笑え顔がおを浮かべる。


    　今中君はそのいくみの姿をじっと見つめていたのだが……、


    「わからない……俺おれにはあなた方が理解できない」


    　何度も頭を振り、ついには頭を抱え込んでしまった。


    　僕もいくみは理解できない。正直あなた方とまとめられてしまうのは心外なのだが、そんなことより今中君に表れたこの変化を見み逃のがすわけにはいかない。


    「いったいなにが理解できないんですか？」


    　僕は今中君がなにを考えているのか、さらに詳しく聞いてみることにする。


    「これほど、アイコラで威い嚇かくしたにもかかわらず、はしゃぎ続ける、その胆たん力りよく、そして誰が見てもはしゃいでいるのに、なおもセーフだと言い張るタフな精神力。そして高校生なのに迷子になってみせる自じ己こ犠ぎ牲せいを厭いとわないコメディーセンス。どれも俺には理解できない。それになによりなぜそれほど楽しそうにはしゃげるのか……正直理解ができない」


    　コメディーセンスで迷子になったわけではないのだが……。


    　しかし、みんなのはしゃぎっぷりは今中君には理解の範はん疇ちゆうの外にあるようで、何度も「理解できない」とつぶやきながら頭をかきむしっている。


    「今中さんもはしゃぐときはないのですか？」


    　今中君の混乱ぶりを見かねてふみが優しく問いかける。


    「俺は……ない。小さいころはあったのかもしれないけど。もうはしゃぎ方を忘れてしまった」


    　今中君はそう言うと、さびしそうに笑う。


    「みんな無理に楽しそうにしているわけではなく、あくまで自然に振る舞っているだけだと思うんですよ」


    「その自然に振る舞うとやらが俺にはわからない。いや、わからなくなってしまったと言うべきなのだろうか……」


    「そんなことはないと思いますよ。アイコラのサイトを作っている今中さんは、怪しい喜悦に震えていたように見えましたが」


    「そうじゃないんだ。もっと感情を表に出して、それこそはしゃいだりする、それがいつの間にかできなくなってしまったんだ」


    「なるほど……、ネガティブキングの集まりではみなさんで、はしゃいだりはしないのですか？　仲はとってもよさそうですが」


    　ふみの無む垢くな笑顔につられてか、今中君は少し警戒心を解いて、自分の思いを吐き出しはじめる。


    「みんなはしゃぐのが苦手な人間ばかりだから。みんなで集まってゲームはするけど……」


    「いいじゃないですか。すごく楽しそうです」


    「でも、はしゃぎはしない。たまに『でゅふふっ』とか、『ぶほっ』とか『ヌフプァ』とか変な声が出るだけ。みんなもそんな感じだし」


    　それはそれで、そこそこはしゃいでいるような気がするが、どうやら今いま中なか君の中では違うらしい。


    「小さいころは大きな声で笑ったり、泣いたりしてたはずなんだ。でもいまではどれだけ楽しくても自分の気持ちを素直に出すことはなくなってしまったんだ。俺おれは自分の心を解放する方法を忘れてしまったのかもしれない……」


    　今中君はぽつりぽつりと自分の性格について、そしてコミュニケーション能力の低さについて話し始める。


    　話は自分の少年時代から始まり、急速に暗い性格になった中学時代、友達ができずに、ますます暗くなった高校生活。そしてネガティブキングに見込まれ片腕となったこと。


    　今中君の口調は徐々に熱を帯びてくる。


    　……これは、もしかしてお悩み相談。


    　遊園地に来てまでお悩み相談をするのはおかしい、遊園地でははしゃぎたい。そんな思いで抵抗してきたお悩み相談コーナーだったが、結局お悩み相談を受けることになってしまったのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　集中力を高めるためには、どうしたらいいか、僕たちはそれを実験するために、遊園地へと向かいました。いかなる状況でも、集中するために、ジェットコースターに乗り、脳内の神経伝達物質について調べるためにジェットコースターに乗り、はしゃぐことなく、真剣に相談について考え議論しました。決して相談をダシにはしゃいだりはしておりません。はしゃぎすぎで迷子になどなっておりません！　そんな回答者はいません！


    　こうして厳しい検証の結果、やはりメリハリが必要だと我々は結論づけました。勉強するときは勉強し楽しむときは楽しむ。中途半端が一番よくないと考えます。メリハリこそが集中力をもたらす、そうお悩み相談コーナーは考えます


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「やるぞ、おもいっきり本気でやっちゃうよっ！」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　短期留学でやってきた外国人のクラスメイトに、「自分は忍者の末まつ裔えいだ」とウソをついてしまいました。こうなったら、帰国するまでウソをつき通そうと思います。どうすれば、さりげなく忍者っぽさを出すことができるでしょうか？


    
      （竹たけ村むら健けん二じ）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    携帯電話ではなく、色のついた煙で連絡をとる。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    わざと「上じよう忍にんの……あっ違う、先輩の……」


    と呼び間違えましょう。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    体育の百メートル走でスタート直後に


    マキビシを撒まいちゃえ。

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    授業でわからない問題をあてられた瞬間、


    切り株と入れ替わってるの。

    

  


  
    【相　談　６「はしゃぐのが苦手です」】


    
      今いま中なか　和かず樹き・二年

    


    　自分ははしゃぐのが苦手です。みんなが楽しくやっているときに一緒に楽しげにすることができません。いつもひとりテンションが低く、場の空気を悪くしてしまいます。


    　結果、自分はほかの人とは違う、一歩引いた視線を持つひねくれた男を演じてきたんですが、そのせいで余計に他人とのコミュニケーションのとり方を学習できず、ますますこじれてしまい、最終的にネガティブキングの右腕になってしまいました。


    　もう少しノリのいい人間になりたいです。どうしたらいいでしょうか？

  


  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：自己暗示の力である程度改善するのだ。

    


    [image: ]


    ふみ：事前の準備が大切です。


    おもしろジョークを用意しておくのです。

    


    [image: ]


    いくみ：周りの目を気にしないこと。


    考えたら負けだよ。

    


    [image: ]


    絵美：演出なの。


    どんなものでも、演出を変えれば劇的に変わるの。

    

  


  
    　僕たちがはしゃがないように監視を続けていたネガティブキングの右腕、今いま中なか君。そんな今中君の相談をなぜか聞くことになってしまった。


    　たしかにみんなのテンションが高いときに自分だけどんよりしていると、周りからなんだよあいつって思われてしまう可能性もあるし、かといって急にノリをよくしろって言われても、そんなことは不可能だ。僕も正直ノリが悪いほうなだけに、なにかいい方法があるのであれば聞いてみたくはある……。


    　結局はカフェスペースのテーブルを囲んでのお悩み相談コーナーを続けることになるが、矢や野の君の命令を無視して、僕たちのはしゃぎを容認してくれた今中君への感謝の気持ちがあるのか、みんな真剣にお悩み相談コーナーに参加してくれている。


    「別に、すごくノリのいい人間だって思われなくてもいいんです。誕生日とかカラオケとかクリスマスパーティーとか、そういう場で浮かないくらいで……」


    　今中君はすでになんだか沈痛な面おも持もちだ。もしかしたら、いままでの浮いちゃった場面が脳のう裏りをよぎったのかもしれない。


    　まず先陣を切って自分の意見を述べたのはふみだった。


    「未いまだ戦わずして[image: ]びよう算さんして勝つ者は、算を得ること多ければなり。つまり戦う前にしっかりとした予測と準備ができている人は、勝利する可能性が高いとの意味です。準備をしっかりとしておけば、きっとうまくできるはずです」


    　ふみは孫そん子しの一節をそらんじながら自説を語りはじめる。


    「ノリのよさへの準備とはなんなのだ？」


    　梨り乃のはいまいち納得できないといった表情で尋ねる。


    「それはやはり小こ粋いきなジョークです。凡およそ先に戦地に処ありて敵を待つ者は佚いつし、後おくれて戦地に処りて戦いに赴おもむく者は労す。小粋なジョークで機き先せんを制し、真っ先に好印象を得るのです」


    　先陣を切っただけに、ちゃんとしたアドバイスに思える。


    「それで、そのジョークは？　聞かせてもらおうじゃないか」


    　いくみが早くしろといわんばかりに身を乗りだす。


    　ほかのみんなもじっとふみを見つめている。これはジョークを披露するしかない状況だ。


    　しかし、ふみはすまし顔、どうやら自信があるようだが……。


    　大丈夫か？　ふみがジョークを披露したところなんて見たことがないんだけど。


    　僕のそんな気持ちは露つゆ知らず、ふみは小さく咳せき払ばらいをして話しはじめる。


    「〝ねえねえ熊くまさん〟　〝どうしたい八はっつぁん〟　〝となりの家に垣根ができたんだよ〟　〝へー、かっこいい〟」


    　せっかく上かみ下しもを分けて熱演してくれたのだが……、みんなの表情は非常に険けわしい。誰もが非常に苦い食べ物を無理やり食べさせられたかのような顔になっている。


    「しみじみとつまらないのだ」


    　梨乃がこらえきれずにぽつりと言う。


    「ひどいです。せっかくお話ししたのに」


    「そもそも現代において、家がある状態から、あとで垣根ができるという状況が想定しづらいのだ。無理があるのではないか」


    「理屈はいいんです。笑い話なんですから。ねえ、いくみさん」


    「なに？　かっこいい垣根の自慢話？」


    　いくみにいたっては、駄だ洒じや落れだと気づいてすらいない。ふみは残った絵え美みに助けを求めるような視線を送る。


    「演出がいけないの……。ふみさんはおもしろい話をすると言ってはじめたからダメなの。見せ方が大事なの」


    　絵美から返ってきたのはダメ出しの言葉だった。たしか絵美の回答でも演出が大事だと答えていた。これも演出が悪かったということらしい。


    「じゃあ、絵美さんならどうするのですか？」


    「身構えさせちゃダメなの、たいしたことない話だと思わせるの。そこから落とすから、異い化か効果が生まれるの。それこそが演出の力なの」


    「そうだとしたら、どう話せばよかったのですか？」


    「演出の力を見せるの」


    　絵え美みはそう宣言すると、自みずからふみの小こ咄ばなしをアレンジして話しはじめる。


    「昨日きのう聞いた、すっごくくだらない話なの。〝ねえねえ熊くまさん〟　〝どうしたい八はっつぁん〟　〝となりの家に垣根ができたんだよ〟　〝へー、かっこいい〟………………それが熊さんの最さい期ごの言葉だったの」


    「なんで死んでしまうのです！」


    「危険を察知したの……。話してる途中で悲ひ惨さんな結果が予想できたの。熊さんには息を引き取ってもらうしかなかったの」


    　どうやら絵美は途中で、このままではふみと同じことになると察知したらしい。その判断は正しかったようだ、なぜかいくみにはうけている。


    「絵美ちゃんのヤツのがおもしろいよ」


    「そんなことないです。熊さんは死んでませんっ！」


    「だって、おもしろくないのはおもしろくないもん」


    「うちのおじいちゃんはこの話をすると毎回おなかを抱えて笑いますよ」


    「ぜったいウソだよ。もしそうだとしたら、おじいちゃんも近々熊さんと同じことになっちゃうよ」


    「物ぶつ騒そうなことを言わないでくださいっ！　そもそも絵美さんが熊さんに息を引き取らせるからですよ」


    「それなら、こうなの……。　〝ねえねえ熊さん〟　〝どうしたい八っつぁん〟　〝となりの家に垣根ができたんだよ〟　〝へー、かっこいい〟　〝でも、八っつぁん。おまえのほうがかっこいいよ〟　〝熊さん……熊さんも素敵だよ〟〝愛してる八っつぁん〟。こうしてふたりの垣根は取り去られ、熱い夜をすごしましたとさ」


    「熊さんと八っつぁんはそんなことしませんっ！」


    「それはふみさんの偏へん見けんなの。ふたりには秘めた想おもいがあったの」


    　ふみは顔を真っ赤かにして反論するが、絵美は平然としている。


    　ふみの抗議とは裏腹に、いくみは絵美のＢＬバージョンに食いついている。


    「絵美ちゃん、続きは、ふたりはどうなっちゃうの？」


    「……その晩、熊さんは静かに息を引き取るの」


    「だから熊さんを殺さないでください！」


    「垣根に毒が塗ってあったの。ずっと八っつぁんに想いを寄せていた七しっつぁんの仕し業わざなの」


    「その人、誰ですか！　もういいです！　この小咄を今いま中なかさんに差し上げます。使ってください！」


    「ちょっと……いらないです」


    　今中君にまで拒否された！


    　ふみはあまりのことに目を丸くして呆ぼう然ぜんとしている。


    　これ以上ふみに恥をかかせるわけにはいかない。僕は話を梨り乃のに振りなおすことにする。


    「梨乃の意見は、自己暗示ってことだけど」


    「そうなのだ……。思い込みの力は馬ば鹿かにできない。プラシーボ効果などは有名なのだ。なんの効果のない小麦粉でも、思い込みによって、鎮ちん痛つう効果が出たり、逆に体調が悪くなったりもする。人間の意識と身体からだはそれほどまでに微妙なバランスでなりたっているのだ。ノリが悪いとの悩みも、本人がそう思っているだけなのだ。自己暗示で自分がノリがいいと思い込めば、かなりの改善が見込めるはずなのだ」


    　梨乃は自分もノリの悪いタイプのくせに、なんだかノリのよさの権威であるかのように語っている。しかし今いま中なか君にはかなり説得力を持っていたようで、ふみの小こ咄ばなしのときよりはるかに興味を持って聞いている。


    「それで、どうやればいいのですか、自己暗示って」


    「……私もいろいろあって、催さい眠みんの初歩は学んだのだ。まずはリラックスすることが肝かん心じんなのだ。まずは催眠状態への導入なのだ」


    　梨乃の場合は主にかけられる側だったのだが……、まあ学んだといえば学んでいる。


    　今中君の座る椅い子すの前に立つと。オカルト研究会の黒くろ川かわ真ま理りにかけられたときと同じように、今中君に催眠への準備運動をレクチャーする。椅子に座ったまま両手の拳こぶしをまっすぐ突き上げさせ、しばらくその体勢を維持し、一気に脱力する。


    　これを繰り返すことによって、催眠状態に入りやすくなるのだ。


    　また両手の拳を突き上げ、しばらく維持して、脱力する……。もう何度か繰り返して……。


    「ねえ、ねえ……、なでなでしてほしいのだ」


    　梨乃の目がうつろになっている！　


    　僕の膝ひざの上にちょこんと座って、甘えた声を……。なぜだ？　なぜ梨乃が催眠状態になっているんだ！　今回はかける側じゃなかったのか！


    　梨乃は体質的にすぐに催眠術にかかってしまうようだが、なんで準備運動で……。もしかして、昔かけられた催眠が抜けてないんじゃないのか？


    「ねえ、ねえ、なでなでして」


    　椅子に座った僕の膝の上に、まるで自転車でふたり乗りする女の子のように、横座りしている梨乃。すごく顔が近い。じっと僕の目を見つめて、撫なでられるのを待っている。


    　仕方がない……、僕はほとんど抱きしめるように腕を回して、軽く頭を撫でる。


    　撫でられながら、本当に嬉うれしそうな笑え顔がおを浮かべて……か、かわいらしいじゃないか。


    　梨乃は撫でられて満足したのか、次のターゲットをふみに定める。


    　僕の膝から今度はふみの膝へと移ると、


    「ねえ、ねえ、お話ししてよ」


    　ひさしぶりのお話おねだりだ……。


    「先ほど、したじゃないですか」


    　ふみは困り顔でそう言うが、梨り乃のはそんなことをちっとも気にしない。


    　甘えた目でふみを見つめると、さらにおねだりをする。


    「ねえ、ねえ、もう一回してほしいのだ。おもしろくないお話、してほしいのだ。あの、すっごく、おもしろくないの」


    　なぜおもしろくない話をせがむ……。


    　催さい眠みんモードに入った梨乃はとにかくお話好きだ。もしかしたら子供のころ、お話を聞かせてもらうのが大好きだったのかもしれない。


    「……〝ねえねえ熊くまさん〟　〝どうしたい八はっつぁん〟　〝となりの家に垣根ができたんだよ〟　〝へー、かっこいい〟」


    「わーい。おもしろくないー！　すごいね。本当におもしろくないんだね。世界に通用するおもしろくなさなのだ！」


    「梨乃さん……悲しいです」


    「もう一回、お話ししてほしいのだ。あのおもしろくない話を。垣根ができて、へーかっこいいの話をしてほしいのだ」


    「落ちをもう言ってしまっているじゃないですか……。もうおしまいです」


    「えーしてよ。もっとおもしろくないの聞きたいな」


    　このあと梨乃が正気に戻るまで、ふみは十数回連続で同じ話をさせられたのだった。


    　そしてもうひとりの催眠術の被害者は今いま中なか君だった。


    「あの、俺おれはいつまで準備をしていればいいんですかね」


    　完全に置き去りにされて、ただ両手の拳こぶしを突き上げては脱力を繰り返している。


    　冬にもかかわらず、額ひたいに汗が浮かんでいる。


    　まさか、ずっとやっていたのか……。さすがネガティブキングの右腕、真ま面じ目めな人だ。


    「……ごめん。もう催眠術は中止で。危ないから。ね」


    　僕はようやく正気に戻った梨乃に目配せしながら、中止を宣言する。


    　誰とも目を合わせず、小さくうなずく梨乃。催眠状態でのこともどうやらぼんやりとは覚えているらしい。


    「じゃあ、最後にいくみの意見なんだけど」


    　満まんを持じして、ノリのよさでは随ずい一いちのいくみの出番となる。その点は信頼がおけるが、残念ながらアドバイスの雑さでも随一でもある。


    「考えるからダメなんだよ。ごちゃごちゃ考えちゃダメ！」


    　いくみは今中をびしっと指さし、そう断言する。


    「考えるなと言われても……」


    　今中君はいくみのアドバイスに戸惑っている。それもそうだ。考えるなと言われても、なにをどうすればいいのかわからない。


    「もうこの時点で考えてるよ。はしゃぐのに考えちゃダメ！　はしゃいでいいタイミングかな？　とか、ほかの人とおんなじくらいはしゃがなきゃとか、いまどういうふうに見られてるかな？　とか考えてるでしょ。そんなのダメだから！」


    「普通は考えないですか？　だって迷惑を……」


    　今いま中なか君の反論をいくみは許さない。


    　いくみの語調はさらに強まり、もう演説といってもいいレベルになる。


    「違う、だから考えちゃダメ！　はしゃぐってことをわかってないよ。後先考えてたら、その時点ではしゃいでないから。はしゃぐっていうのは、そんなんじゃないんだよ。周りがどう思うかなんてどうでもいいから、自分がどう思われるかもどうでもいいの。ただ情熱をぶつけるんだよっ！　それがはしゃぐってことなんだよ」


    　いくみは大きな手振りをつけながら、情熱的に語っている。なんだかいいことを言っているような気もするが……、ただの無む茶ちや苦く茶ちやのような気もする。


    「いい？　考えるんじゃない。身体からだに叩たたき込むの。そのためには反復練習しかないから、いまから叩き込むよ」


    　いくみはそう言うと、今中君の手を強引に引いて立ち上がらせる。


    　そしてそのままジェットコースターへとまっすぐに向かっていく。ふたりの姿が乗り場の中へ消え、ジェットコースターが出発した。


    　急降下、急旋せん回かい、錐きりもみ、絶叫と歓声が響き渡る。


    　ジェットコースターは猛スピードでレールを疾しつ走そうし、再び乗り場へと戻ってくる。


    　しばらくして、いくみと今中君が降り口から現れる。


    「声出てないよ！　なにやってんの」


    「す、すみません」


    「おなかから声出して。ジェットコースターは声出しからだよ」


    「はい……」


    　なんだかすごく怒られている……。


    　今中君は直立不動でいくみのお説教を受けている。ついさっきまでは今中君が僕たちを脅おどしていたはずなのだが、すっかり立場が逆転している。


    「はい……、じゃない。絶叫マシンだよ。なんで絶叫しないの！」


    「いや、我慢できたんで」


    「なんで我慢するの！　ジェットコースター作った人に失礼だよ！　みんなに絶叫してもらうために、絶叫屋さんがひとつひとつ手作りしてるんだよ」


    　手作りではないと思うが、しかし、いくみのお説教はそんな口ごたえを許さない厳しさで進行する。


    「さあ、声出しするよ。わあああああ、落ちぃるぅうう！　はいっ」


    「わー、落ちる……」


    「全然落ちてないよ！　二センチくらいしか落ちてない！　わあああああっ！　擦すり切れるぅうううう！」


    「わー、擦り切れ……どこが擦り切れるんですか？」


    「そこかしこだよ！　口ごたえするなっ！　絶叫は意味なんてないんだよ。内容は適当でいいの！　わああああ、生まれるぅぅ！」


    「わあああ、生まれる……」


    「ダメだっ。そんなことじゃ、ジェットコースターに乗せるわけにはいかないよ」


    「すみません」


    「すみませんじゃない。そこは、乗せてください、でしょ！」


    「乗せてください！」


    「よし、行くよ」


    　ふたりは再び乗り場の中へと向かう。すっかり萎い縮しゆくした今いま中なか君の背中が遠ざかっていく。


    　僕たちはその姿をただ呆ぼう然ぜんと見つめることしかできない。


    　ふたりを乗せてジェットコースターはレールの上を疾しつ走そうする。急降下、急旋せん回かい、錐きりもみ……。


    「かなり声出てきたよ。でもまだまだ、今中の本気はそんなもんじゃないだろっ！」


    「はいっ！　まだまだ。うわああああ！　擦り切れるぅう！」


    「出てるよ。絶叫できてるよ」


    　ふたりは三度、乗り場へと消えていく。


    　なんだか今中君、声が出ていた気が……。いくみの熱血指導の効果なのか……。


    　そんな熱血コンビを乗せて、ジェットコースターは急降下し、急旋回を繰り返す。


    　三度帰還したいくみと今中君だったが、


    「…………」


    「…………」


    　なんだか、さっきまでの勢いがまったくない。なぜだ？　あんなに調子よさそうだったのに。


    　どんよりと重たい空気がふたりを包んでいる。いくみはなんだか気まずそうだし、今中君はすっかりしょげてしまっている。


    　明らかな異常事態発生。僕たちは慌あわてていくみのもとに駆かけ寄る。


    「どうしたんですか？」


    「……今中がいきなり告白してきて……。断ったら、こんな空気になった」


    　今中君がふられていた！　


    　なぜだ、あんなに怒られていたのに、どうして好きになっちゃうんだ？


    　その即断即決の行動力。本来は勝手にいくみに告白されて怒りが湧わいてくるところだろうが、どこか羨うらやましさを感じてしまった。


    　僕も開き直った今いま中なか君のようなパワーがあれば、梨り乃ののフラグが立つどころか、全員のフラグを立てて、人生相談コーナーという名のハーレムを作っていたのかもしれない。


    　僕も景気づけに全員に告白して、ふられまくるくらいの勢いがあれば……。


    　しかし告白された当人はそんなことはまったく感じていないようで、突然の行為にぷりぷり怒っている。


    「なんでさっ！　絶叫マシンへの道を究きわめてる途中でしょ。なんで告白するの！」


    「すごく熱心に指導するから…………。これはフラグ立ったなって」


    「フラグとか知らないけど、立ってないよ！」


    「……三周もジェットコースター乗ったら、いけるって思うじゃないですかっ！　いくみさん攻略簡単そうだし！」


    「誰が簡単なのさ！　ムズいよ！　激ムズだよ」


    　いくみは猛烈に怒っているが、今中君もなぜか一歩も引かない。


    「だましたな！　簡単そうに見せかけやがって！　インチキ！　熱血インチキガールだ！」


    　訓練の成果なのか、今中君の声が出ている。……残念ながら、その内容はひどい悪態ではあるが。他人にどう見られるかなどお構いなしの、自己表現ができている。悪口だけど……。


    「そっちこそ、私が真ま面じ目めに特訓してるのにっ！　なんでそんな気分になってるのさ」


    「うるさい！　特訓なんか知るか。いいから、ヤらせろ」


    「ちょっと、なに言ってんのさ、死ねっ！　バカッ！　変態っ！　ティザーサイトッ！」


    「なんだよ、畜ちく生しよう……失敗した。あーあ、いけると思ったのになぁ……フラグ立ってると思ったのに……」


    　喧けん嘩かにも疲れたのか、今中君はがっくりと肩を落とすと、吐き捨てるかのように言う。


    　いまとなっては憎みあっているものの、今中君なりに真剣だったようだ。


    　ちょっと女の子に親身にされると、もしかして好かれてるのかなって思う、その気持ちは僕も十分に理解できる。特に普段モテることに縁がないとなおさらだ。


    「気にすることないの」


    　そんな今中君に声をかけたのは絵え美みだった。


    　すっかりヤケになってしまった今中君に優しく微笑ほほえみかける。


    「今中君は傷ついたと思うの……。でも人は傷ついて大きくなるの。今中君は自分を出すのが苦手だったの。怒られたり、嫌われたり、引かれたり……そんなのから逃げてきたんだと思うの。でも今日きようは逃げなかったの。……逃げなかったこと。それが一番大事。いくみさんなんかどうでもいいの」


    「誰がどうでも……もぐっ」


    　割って入ろうとしたいくみの口をふみがすばやくふさぐ。


    　たしかに、いまはいくみの出番ではない。


    「だから、だから、大丈夫なの。今いま中なか君はもう大丈夫なの。強くなったの」


    　絵え美みの口くち下べ手たではあるものの、思いのこもった言葉。


    　そのメッセージは今中君の心に確実に届いたようだ。落ち込み、自じ暴ぼう自じ棄きになっていた今中君の表情に再び明るさが戻ってくる。出会ったころの卑ひ屈くつな笑え顔がおとはどこかが違う。自信に満ちた笑顔だ。


    「気持ちはよく伝わりました。なにさんだか知りませんが、俺おれと付き合いましょう！」


    　今中君！　また告白するか！


    「お断ことわりなのっ！」


    「なんで！　フラグ立ってたでしょ！」


    「立ってないの！　名前くらい覚えてからにしてほしいの！」


    「くっそう、馬ば鹿かにしやがって、いいじゃないですか。こっちも妥だ協きようしてんだぞ！」


    「亡き者にするの！」


    　絵美は隠し持っていたペインティングナイフを振りかざす。


    「待って絵美ちゃん、ここは私の護身術で！」


    　これは最初の展開。結局こうなるのか！


    　今中君がいくみと絵美に囲まれている……。このままでは厳しい制せい裁さいが待っているだろう。


    「まあ、まあ、今中君も悪わる気ぎがあるわけじゃないから」


    「赤あか松まつ、どいて、邪魔だよ」


    「いくみ、落ち着いて」


    「なんでさ。このかわいい私が告こくられたんだよ。なに冷静にしてるのさ」


    　なぜだか矛ほこ先さきが僕に……。平気そうにしていたのが、気に障さわったのか？


    「も、もちろん、冷静じゃないよ」


    「本当に？　取られちゃうかもってはらはらした？」


    「いくみはそんな軽い子じゃないから。ちょっと危なっかしいところもあるけど、芯しんは通ってると思ってるし」


    「やっぱり。えへへ。なんだぁ、梨り乃のだけちやほやするかと思ったら……。わかってるじゃん」


    　いくみがとびきりの笑顔を見せてくれる。どうにか機嫌を直してくれたようだ。今中君の身の安全のために言ったものの、気持ちにウソはない。いくみは本当にかわいらしいだけじゃなく、しっかりしたところもある。


    　しかし安心したのもつかの間まだった。


    「この告白泥棒！」


    　いくみの機嫌は直ったものの、今度は今中君が怒っている。


    「こっちがふられてるのに、なに自分の好感度を上げようとしてるんだよ！　この卑ひ怯きよう野や郎ろう。卑ひ怯きよう者が多いといわれるメガネ界でもとびきりの卑怯だ」


    「そ、そんなつもりは、むしろ暴力から今いま中なか君を……」


    　しかし今中君は僕の弁解など聞いてはくれない。


    「うるさい！　絶対におまえだけはアイコラ作ってやるからな。そのメガネをフォトショップでグラサンに変えてやる！」


    　別にいいけど……。むしろプライバシーが守られてありがたい。


    「ノーモア、告白泥棒！　覚えてろ！」


    　今中君は僕への悪あく罵ばの言葉を叫びながら駆かけ去っていく……。


    　結構足が速い……。ぐんぐんとその姿が遠くなって、すぐに見えなくなってしまった。


    　その表情は、僕たちを監視していたときよりはるかに生き生きとしている。いい方向なのか悪い方向なのかはわからないが、吹っ切れたことだけはたしかだ。　


    　僕は遠ざかる今中君の姿を眺めながら、今後の幸せをそっと祈ったのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　今いま中なか君、お元気でしょうか。その場では回答をお伝えすることができなかったので、新聞の記事の形でお伝えします。


    　ノリが悪いとの相談に対して、自己催さい眠みんでポジティブになる。おもしろいジョークを用意する。そして、特訓と声出しで乗り越える、そんな議論をしたのを覚えているでしょうか？


    　結果今中君はテンションを上げ、ノリをよくすることには成功しましたが、それが大変悪い方向で出てしまいましたね。本来こんなことを言ってはいけない気がするのですが……今中君ははしゃぐのに向いていないようです。今後はむしろその落ち着きを生かす方向でがんばっていただければと思います。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「死ねっ！　バカッ！　変態っ！　ティザーサイトッ！」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　家族でお寿す司し屋さんを経営しているのですが、最近売り上げがいまいちです。そこでびっくりするような新メニューを投入したいのですが、なにかアイデアはないでしょうか？


    
      （たかだやま寿ず司し）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    三メートルオーバー！


    リュウグウノツカイ一本握り。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    迷ったときこそ原点回帰です。


    シャリのみで。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    パワーで勝負。


    握あく力りよく半端ないぎゅうぎゅう寿ず司し。

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    ビジュアルでインパクトなの。


    シャリが上でネタが下。

    

  


  
    【相　談　７「もう働きたくない」】


    
      十じゆう一いち里りあるく

    


    　今までがんばって働いてまいりましたが、もう一秒たりとも働きたくないでございます。なので、とりあえず稼かせいだお金をぱーっと使いきってからお別れをしようと考えていますが、この全財産の使い方のお勧めなどあれば、ぜひアドバイスお願いします。

  


  
    Answer's


    



    [image: ]


    梨乃：気分転換が重要。空を見上げてみるのだ。


    貯金を使うなら、望遠鏡などどうだろう。
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    ふみ：仕事をはじめたころを思い出してみては？


    使うなら、萩はぎへの旅行などいかがですか？
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    いくみ：自分を信じて。君ならできる！


    あとお菓子、買って。
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    絵美：楽しむことが大事なの。


    ゴーギャンの絵が欲しいの。四十四億円なの……。

    

  


  
    　今いま中なか君の監視から外れて僕たちは純粋に遊園地を楽しんでいた。


    　鏡の迷路を冒険したり、水みず鉄でつ砲ぽう型の射しや的てきのようなアトラクションで得点を競きそったり。


    　なんのひねりもなく、ここを訪れた誰しもがするやり方で普通に楽しむ。


    　あるときは梨り乃のとペアになって、また別のアトラクションではふみといくみと絵え美みとそれぞれじゃれ合いながら、アトラクションを堪たん能のうする。


    　まさに一年間お悩み相談コーナーをやってきたご褒ほう美び。至し福ふくの時間だ。


    　なによりも、ほかのメンバーたちが楽しんでくれているのが嬉うれしい。


    「楽しいねえ。やっぱり見張りがいないのはいいねえ。伸び伸びできるよ」


    　そのなかでももっとも楽しんでいる人物、いくみが次はなににチャレンジするかと、園内マップと睨にらめっこしながら言う。


    「いくみさん。自分に好意を持ってくれた方にそんな言い方はないですよ」


    　ふみは少し今中君のことを気の毒に思っているようだが、いくみはちっとも気の毒には思っていないようで、


    「あんなの好意じゃないよ。いけるって思われただけだよ。本当に失礼しちゃうよ」


    　いくみはぷりぷり怒りながらも、いまだ園内マップからは目を離さない。


    　それにしてもいくみはある意味、梨乃以上に恋愛の匂においがしない。梨乃と違って照れたりはしないが、男を寄せ付けない雰ふん囲い気きでは互ご角かくかそれ以上かもしれない。


    「いくみちゃん。……好きな人はいないの？」


    　絵え美みの質問でついにいくみがマップから目を離す。


    「いないよ。私はそんなんじゃないから」


    「なにがそんなんじゃないの？」


    「興味がないの、そんなのに。まだまだ外で遊んだり、ボールを追っかけまわすほうが楽しいお年ごろなんだよ」


    　女子にそんなお年ごろがあるのか、僕にはわからないが、本人がそう言うのだから仕方がない。


    　それになんだかほっとした。いくみに好きな人がいたら、ちょっとショックだ。


    「いくみちゃん、かわいいのに……」


    「やめてよ、絵美ちゃん。それは内緒にしてるんだからっ！」


    　いくみは照れてぶんぶんと手を振ってみせるが、全然否定になってないところが恐ろしい。


    　そんなかわいいことを内緒にしている女子、いくみが選んだ次なるアトラクションはお化け屋敷だった。


    「大丈夫なんですか、いくみさんお化けが苦手じゃなかったですか？」


    　ふみが不安そうに言うのも無理はない。以前、学校にまつわる七なな不ふ思し議ぎのひとつとして旧校舎に出る幽霊『しろいひと』の調査をしたときは、あまりに怖がりすぎて、パニック寸前になっていたのだ。


    　なにもわざわざお化け屋敷なんて選ばなくてもいいと思うのだが……。


    「それは、本物のお化けでしょ。これはウソのやつじゃん！　余裕だよ。さあ、行こう、行こう。お化けが待ってるよ」


    　いくみはそう自信満々で断言すると、先頭を切ってお化け屋敷に向かってあっという間に駆かけ出していってしまう。


    　まあ本人が言うのだから、信じるしかないか……。


    　僕たちはいくみのあとを追いかける。早く行かないとお化け屋敷の前でいくみに「遅いぞ！」みたいな感じで叱しかられそうだ。


    　しかしいくみを発見したのはお化け屋敷のかなり手前だった。


    　ベンチに座る男性の前でたたずんでいる。


    「どうしたの、お化け屋敷は？」


    　僕の声に驚いたように振り返るいくみ、先ほどまでの楽しげな様子から一変して、急に真剣な顔つきになっている。


    「この人がね……、よくないこと言ってたから」


    　ベンチに座る男性は二十代に見えた。なんだか疲れた顔をしている。肌はだの血けつ色しよくも非常に悪い。まったく血の気を感じないほどだ。


    　座っているのすらつらそうに見える。


    「もしよかったら、話を聞かせてくれませんか。僕たちお悩み相談コーナーをやっていまして」


    　僕が自分たちの活動を簡単に説明すると、男性は自分の悩みを僕たちにぶつけてくれた。


    　それが冒頭の相談、「もう働きたくない」だ。


    　仕事に疲れているらしいが……。それにしてもそこまで思いつめなくても……。


    　おそらく、いままで受けてきた相談のなかでもトップクラスの深刻な相談に入るだろう。


    「よかったら、どんなお仕事をしているのか、教えてもらえませんか？」


    　僕は疲れきった顔の男性になるべく優しく語りかけると、男性はひとつ大きくため息をついて話しはじめた。


    「お化け屋敷のお化け係なんすよ……」


    　……よく見たら、疲れた顔はメークだった。


    　いまにも本当にこの世からおさらばしそうな迫力があると思ったら……、お化けならそりゃそうだ。っていうか、基本的におさらばしたあとの人だ。


    「このお化け屋敷、期間限定のやつで、ホラー作家の人がプロデュースしてすごい怖いやつなんすよ。普通は夏やるのに、なんで冬やってんだよ、おもしろそうだなって思って、それで人を脅おどかすとスカッとするかなって、そんな感じで気軽な気持ちでバイト応募したんすけど、なんか社員の人がすげーうるせーし、脅かすのも、ずっと一緒だから単調で飽きてきたんすよね。超やめたいっすわ。死にてー」


    　いまにも本当に死んでしまいそうなメークに反して、相談者のノリは非常に軽かった。


    　まあ、それでよかったんだけど。


    　ものすごくこのまま放置したい気分になるが、まあここまで聞いて無視するわけにはいかない。とりあえず梨り乃のに話を振ってみる。


    「とりあえず、いったん気分転換するべきだと思うのだ。空を見上げるだけでも、いい気分転換になるのだ」


    　梨乃はそう言うと自みずから空を見上げる。


    　雲ひとつないとはいかないが、晴天に恵まれた、午後の空だ。たしかに癒いやされる。


    「見るのだ、この空を。あの雲、あれは巻けん雲うんといって、上層にできる雲なのだ。五千メートルから一万五千メートルくらいだろうか……。そしてそれより上空は中間圏、そのさらに上が熱ねつ圏けんなのだ。熱圏は熱の圏と称されるだけあって温度が二千度に達することも。その原因は宇宙からの……」


    　梨乃は楽しそうに語っているが、正直誰も聞いていない。なんていうか、空を見上げて気分転換するって、そうじゃない気がする……。


    「じゃあ、熱圏の話はあとで聞かせてもらうとして、じゃあ絵え美みの意見に」


    　僕はひとりで元気に熱圏について語っている梨乃の話を強引に打ち切って、絵美の意見を聞くことにする。


    「やっぱり、楽しまないと、私は絵を描かいてるの……、前に仕事みたいなのを頼まれて、それで急に描けなくなったことがあるの。プレッシャーで楽しむことを忘れてしまったの。やっぱり楽しむことを忘れちゃダメなの。……つらい仕事でも、どこか楽しい部分を探して、エンジョイするべきなの」


    　絵え美みは商店街の防犯ポスターを依頼されて、スランプになったことがあった。やはり楽しんでやるのと、仕事でやるのとでは大違いなのだろう。


    「楽しむねえ……。なにが楽しいかな、うーん、お昼のお弁当かな？　けっこう美う味まかったな。漬物は捨てたけど」


    　お弁当が仕事の楽しい部分に該当するのか微妙だが、ほかにないなら仕方ない。


    「……じゃあ、お弁当を楽しみにがんばるの」


    「えーもう食っちゃったし、腹いっぱいだから、楽しみじゃねーっすよ。脅おどかすのもなー、五回目くらいから飽きたんで、全部宇宙人っぽい声でやってるっす。お客さんのこれじゃないって顔がちょっとおもしろいっす」


    　……お化けなのか宇宙人なのか微妙なキャラが出てきたら、お客さんもどうしていいかわからないだろう。なんて人だ。


    　どうやら絵美の回答も相談者の心には届かなかったようだ。


    「じゃあ、ふみの意見を」


    　いくみは期待できない。ふみの意見に期待したいところだ。


    「はい。私はお仕事をはじめたころを振り返るべきだと思うんです。最初からお仕事が嫌だったわけではないはずです。初心に帰るのです。思い出してください。希望とやる気に満ちあふれていたあの日のことを……」


    　ふみは記憶を呼び覚まそうと、ゆっくりと優しく語りかける。たしかに誰だって最初は希望があってその仕事への熱意にあふれていたはずだ……。


    「俺おれ、日雇いなんで、今日きようが最初っす」


    　残念ながら、これが初心だった。


    「で、では今日のなかでも午前中のことを思い出しましょう。朝の冷たい空気、まだ人けのない、遊園地、そしてはじめて着た、お化けの衣装を……」


    「いや、寒くて午前中サボったんすよ。午後来たんす」


    「ついさっきじゃないですか。すごく猛スピードで挫ざ折せつしてるじゃないですか！　ちゃんと働いてくださいっ！」


    「だって、なんかね。やる気出ないもんは出ないっすよ。なんか叱しかられてばっかりで。俺は仕事に向いてないんだ。これまでもクビばっかで……。もう働くこと全般向いてないんす」


    　相談者はもうあきらめムードだ。


    　しかし、ふみはそれでも粘り強く話を続ける。


    「それならば、あなたに九く条じよう家けに伝わる、仕事がうまくできるようになる秘伝の三か条を授さずけましょう」


    「えっ、そんなものあるんすか。教えてほしいっす」


    「いいですか、ほう、れん、そう、です」


    　ふみはひと言ひと言嚙かみしめるように、「ほう」「れん」「そう」と丁てい寧ねいに繰り返しているが、……報告、連絡、相談。略してほうれんそう。誰でも知ってるやつじゃないか……。


    「それは……九条家の秘伝ではないと思うけど……わりと有名というか、もはや超有名な気が」


    　ふみは僕の言葉に首を小さく横に振って否定する。


    「赤あか松まつさん、それは誤解です。九条家が元祖で、それが広まったものが現在の『ほうれんそう』だとおじいちゃんから聞きました。もとは九条家が城攻めを行おこなうときの習わしなのです。それに一般に伝わるものは、報告と連絡の違いがわかりにくくて完成度が低いです」


    　ふみは九条家に伝わる元祖「ほうれんそう」について解説をはじめる。


    



    九条家秘伝、ほうれんそう


    ～城攻めにおける三か条～


    



    「放火」


    　火攻めは攻城戦における基本。火は敵兵の戦意を挫くじくにも効果的。容よう赦しやすることなく火を放つべし。


    



    「連撃」


    　城攻めはひとたびはじまったら、落城まで休むべきではない。絶え間ない攻撃こそ城攻めの要かなめであると知るべし。


    



    「掃討」


    　城攻めに成功したらば、容赦なく残党狩りすべし。半端な情けは無用。一切を奪いつくし、焼きつくすべし。


    



    　……「ほうれんそう・ザ・オリジン」というべき九条家バージョンの「ほうれんそう」。はっきりいってまったく役に立たない！　普通のほうれんそうのほうがはるかに役立ちそうだ。


    　これを教わって、どう仕事に生かせというのだ……。放火って！　どのビジネスシーンでもいらない知識だ。


    　ふみは周りの戸惑いに気づいたのか、つっこまれる前に自みずからさらなる解説をはじめる。


    「もちろん現代ではこのまま役に立つとは言えませんが、その強い気持ちは通用すると思います。我々のご先祖たちはみんな城に火を放ったり、放たれたり、そんな毎日を送っていたのです。我々も負けじとがんばりましょう！」


    「なにに負けじなのかさっぱりわからないよ」


    「赤あか松まつさん。それは違います。九く条じよう流の『ほうれんそう』のすばらしさに気づいていないだけです。現代版など、九条家の秘伝を断片的に伝えたものにすぎません」


    　ふみは九条家バージョンのすばらしさを伝えようと懸けん命めいに熱心に語りかけてくれているのだが、さすがにこれでは……。


    「正直、現代バージョンのほうが……」


    「そんなことないです。現代版など九条家秘伝の敵ではありません！」


    　ふみは僕の言葉をかき消すように断言する。


    「そう言われても、どこがすごいのか……」


    「まず、九条家版は『ほうれんそう』以外に『ちんげんさい』もあるのです」


    　ふみは自信に満ちた表情で九条家秘伝『ちんげんさい』についての解説をはじめる。


    



    　九条家秘伝、ちんげんさい


    ～捕ほ虜りよになったときの三か条～


    



    「沈黙」


    　厳しい拷ごう問もんに遭あおうとも、九条家の誇りを胸に黙秘を貫つらぬくべし。決して口を割ってはならない。岩のようにひと言も発せず責め苦に耐えよ。


    



    「元気だぜ。まだまだ。なんだったら、もう一回やってもいいぜ」


    　九条家の人間の誇りにかけて、強がるべし。本当はギブアップ寸前でも不敵な笑みを浮かべるべし。そうすれば相手は尊敬の念を抱いだき、拷問を躊ちゆう躇ちよすることだろう。


    



    「妻子が……妻子が待ってるんです」


    　強がっても全然尊敬されなかったならば、泣き落としを行おこなうべし。九条家の演技力を胸に、わんわんと泣きじゃくるべし。


    



    　現代社会では捕虜になることはないし、万が一捕虜になっても拷問は国際条約によって禁止されているんだが……。


    「いいですか。ちん、げん、さいで大切なことは臨りん機き応おう変へんの心構えなのです。最初は誇り高く、次にはったり、それでも駄目なら情に訴える。それが真しん髄ずいなのです。これはすべての仕事に応用できるとおじいちゃんも言っていました。もう大丈夫ですよ。相談者さん」


    　ふみは秘伝を伝え終えて、満足げな笑みを浮かべているが、残念ながら相談者の表情は晴れないままだ。


    「うーん。せっかくなんですけど、もうサボっちゃってるんですよね。いまから仕事の心構え教えられてもなあ」


    　九く条じよう家けの秘伝は残念ながら相談者の心には届かなかったようだ。


    　こうなったら体育会系の熱血さで立ち直ってもらうしかない。


    　いくみは自みずからが最後の回答者であることを知ってか、いつもにもまして真剣な表情だ。


    　相談者の真正面に立つと、熱意のこもった調子で語りかける。


    「さあ、十分サボったでしょ。そろそろ戻りなよ」


    「えー、いまさら戻れないっすよ。超怒られるっすよ」


    「怒られたらいいじゃない。苦しさのあとに楽しさはあるんだよ。苦しければ苦しいほど、そのあとの喜びは大きいんだよ！　なにごとも忍耐力だよ」


    「うーん。そう言われても……。忍耐力ないんすよ」


    「大丈夫。君は忍耐力あるよ。私にはわかるよ。そんな顔してるよ。苦しさを乗り越えてきてる感じ出てるよ」


    「これお化けメークなんすけどね」


    「メークでも出てる。いいの。まずは信じることが大事だよ」


    「うーん。信じろって言われても」


    　しかし相談者は励まされてもなかなか決心できないようだ。


    　いくみの言葉に煮え切らない態度を繰り返す。それでもいくみは「できる。自信を持て」を繰り返し伝えるが……。


    「でもなー。もう無理なんじゃ……」


    「いいかげんにしないと、殴るよ！」


    　むしろいくみの忍耐力が限界に達した！


    「口から出てるのが本物の血にならないうちに戻りなよ」


    「ひいい。わかりました。戻りますよ。話を聞いてくれてありがとうございました。はー、サボっちゃったな。怒られるんだろうな……。お化け屋敷よりも、バイトリーダーのおっさんのほうがずっと怖いんすよ」


    　相談者はがっくりと肩を落としたまま、ベンチから重い腰を上げる。どうやら、このままバッくれるのではなく、謝って仕事に復帰するつもりのようだ。


    「待ってください」


    　とぼとぼと歩きはじめた相談者を引き止めたのはふみだった。


    「この状況でもなお逃げないその気持ち。すばらしいです。九条家の秘伝を授さずけましょう。これは九く条じよう家けに伝えられてきた土ど下げ座ざをするときの三か条、『みずばしょう』です」


    



    　九条家秘伝、みずばしょう


    ～土下座における三か条～


    



    「水に流してもらえませんでしょうか」


    　まずは素直に頭を下げ、許しを請こうべし。すべてはここからはじまる。九条家の誇りにかけて、平へい身しん低てい頭とう、摩ま擦さつで煙が出るほど頭を地面にこすりつけるべし。


    



    「場所は選びませんので。いつでも。どこでも」


    　謝罪するときにはこちらから条件を提てい示じしてはならない。いかなる場所にもいつ何なん時どきでも九条家の誇りにかけて土下座にはせ参じるべし。


    



    「幼よう児じが見てますから……」


    　子供に見られていては怒るに怒れない。九条家の誇りにかけて、幼児を連れて謝罪に向かうべし。いない場合は比較的童顔の友人でもよし。


    



    　……まだあったか、九条流の秘伝。


    　……土下座における秘伝にしては華麗な名前。「ほうれんそう」「ちんげんさい」からの飛躍がはなはだしい。


    「水みず芭ば蕉しようは根に毒があるから食べられないのだが」


    　梨り乃のの細かいツッコミにもふみはちっとも動じない。


    「私に言われても困ります。古くからこれで伝わっているんですから。とにかく、この秘伝をふまえて謝れば、許されないことはありません。もう安心です」


    　相談者はうつろな笑え顔がおで小さくうなずくと、僕たちに背中を向けて、歩きはじめる。


    　終始うつむき加減で、縮こまった背中から心細さが伝わってくるようだ。


    　いくみはその後ろ姿を見て、明らかにイライラしている。相談者に元気がないのが気に入らないらしい。


    　いくみは「もうっ！」とつぶやくと、相談者に駆かけ寄る。


    「仕方ないな。ついてってあげるよ」


    　どうやら一緒に行ってあげるようだ。ぶつくさ言っているわりには面倒見がいい。結局いいやつではあるのだ。


    　こうして僕たちは相談者の謝罪に付き合うことになった。


    



    　相談者が言うとおり、お化け屋敷のバイトリーダーは恐ろしい男だった。


    　戦国時代風の鎧よろいに身を包み背中には何本もの矢が刺さっている。さらにはこめかみにも矢が深々と刺さり、口元にはまだ乾ききっていない鮮せん血けつがしたたっている。


    　いわゆる落ち武む者しやであった。


    　お化け屋敷の裏口の前に仁に王おう立だちし、相談者の帰りを待ち構えている。


    「どこに行っていた！　貴き様さまっ！」


    　相談者を見るなり罵ば声せいが響き渡る。


    「ひいいい」


    　相談者はその迫力に身をすくめてしまう。直立不動でただ立ち尽くしている。


    　僕たちはその姿を少し離れた場所から見守るしかない。


    「トイレに行くと言っていたが、トイレにもいなかったな？　どういうことだ？　おなかが痛かったのではないのか？」


    「その……俺おれは……、場所は選びませんので。いつでも。どこでも」


    「トイレ以外にするんじゃない！　場所を選ばんか！　それでどうしたんだ。ブツは？　そのまま放置したんじゃないだろうな……」


    「水に流してもらえませんでしょうか？」


    　深々と頭を下げる相談者。


    「なぜワシが流さねばならんのだ！　自分で流さんか！」


    　九く条じよう家け秘伝「みずばしょう」完全なる失敗！


    　謝罪どころか、ものすごいことを依頼してしまっている！


    　当然ながら落ち武者リーダーの怒りのボルテージはむしろ上昇している。まさに怒ど髪はつ天てんを衝つく怒りだ。


    「貴様、遊園地をなんだと思っている？　お子様に夢を与え、恋人たちの愛を育はぐくみ、大人たちにひとときの癒いやしを味わっていただく場所だぞ！」


    　落ち武者さん……。その異様な容よう貌ぼうと違って非常に真ま面じ目めで真っ当なことを言うじゃないか。


    　さすがリーダーを任されているだけのことはある。


    「ち、ちがうんです。ご、誤解です……」


    　相談者は小刻みに震えている。雰ふん囲い気きに飲まれてしまって、パニックになってしまっているのかもしれない。


    「ならば申し開きをしてみよ。神聖なる夢と希望に満ちあふれたこの遊園地を汚けがした申し開きを！　いったいなにを考えているんだ！」


    「なんだったら、もう一回やってもいいぜ」


    　ここで九条家秘伝、ちんげんさい！　なぜ使用するんだ！


    「誰がもう一回やれと頼んだ！　むしろ二度とするな！」


    「いや、その……だから……妻子が……妻子が待ってるんです」


    「なぜそんなことを待っているんだ！　どんな家族だ！　いいからすぐに貴き様さまがしでかしたものを片づけてこい！」


    「あの……幼よう児じが見てますから……」


    「なおさら片づけてこい！　なにを子供に見せているんだ！　片づけ終わり次第、クビだ！　幽霊から、生なま首くびの役に降格！」


    　お化け屋敷におけるクビは生首の役への降格を意味するらしい。相談者は通常のクビを宣せん告こくされた人と同様に落ち込んでいる。これはこれでショックなことのようだ。


    　落ち武む者しやはクビを宣言してもまだ怒りが収まらないようで、うなだれる相談者を厳しい形ぎよう相そうで睨にらみつけている。そんな怒れる落ち武者の前に立ちふさがったのはふみだった。


    「待ってください。大変な誤解が生まれてしまっています。これは私にも責任があることなんです。未熟な者に秘伝を授さずけてしまった私も悪いのです」


    「……さては貴様が妻子か？」


    「妻子ではないです。彼に秘伝を授けた師です」


    　カンカンに怒っている武者に対してもまったくひるまず、鋭するどい視線で睨み返す。


    「ほほう、師であると……、それで弟で子しの失態の責任をどうとるつもりなのかな？」


    「自分のできることならどのようなことでも」


    　落ち武者リーダーはふみの身体からだを上から下へと嘗なめ回すように見つめる。顔からほっそりとした首筋、そして豊かな胸、腰、ニットのワンピースからチラリと覗のぞく太ふと[image: ]もも……もう一回胸、顔、そして胸……。胸多いな。


    　そんな視線にさらされながらもふみは毅き然ぜんとした態度を崩さない。そんなふみの態度に感心したかのように落ち武者リーダーはかすかに感嘆のため息を漏もらす。


    「ならば……クビになったこいつの代わりにお化けをやってもらおうではないか。貴様の弟子がサボったぶんを働いていくがいいっ！　ちょうどいい幽霊の衣装がある」


    　どうやら落ち武者がふみの身体を見ていたのは、サイズの合う衣装があるかどうかを確かめていたようだ。与えられた要求も案外普通。落ち武者姿だが、中身はただの責任感あるバイトリーダーである可能性が高い。


    「わかりました。きっちりと務めさせていただきます」


    　ふみはそう即答したが……。僕にはなんだか安請け合いに思える。かなり心配だ。そもそも通りすがりの人のためにそこまでしなくても……。


    「ふみ大丈夫なの？」


    　しかし、ふみは僕の言葉に笑え顔がおで答える。


    「赤あか松まつさん。ご安心ください。私には人を脅おどかす際の秘伝の三か条、『コントラバス』がありますから」


    　まだあったか、秘伝の三か条！　あったことによってむしろ不安が増しているんだが……。


    　しかし僕の心配をよそにふみは自信満々だ……。


    「ぜひ見てくださいね。私のお化け」


    　落ち武む者しやに従って、平然とお化け屋敷の裏口へと消えていく。


    



    　三十分ほど待って、僕たちはお化け屋敷の列に並ぶ。


    　本来こういった期間限定のアトラクションは夏にやるはずだが、なぜ冬に……。


    　しかしそんな疑問より、問題はふみのお化けだ。無事にやれているんだろうか……。


    　みるみるうちに列は短くなり、僕たちの順番となる。


    「これ本気のやつじゃん……」


    　いくみの言うとおり、お化け屋敷はまったくチープさがない本格的なものだった。よほど怖いのか、いくみはぎゅっと身体からだを寄せて僕の腕にすがる。まだなにも起こってないのにぷるぷると震えて、自分の目に嫌なものが映らないようにと、僕の腕に顔をうずめながら歩いている。この状態こそ、まさにお化け屋敷の醍だい醐ご味みといえる。


    　梨り乃のの憎ぞう悪おのこもった視線は多少気になるが……。


    「ふみはいったいどこにいるのだ」


    　梨乃はちょっと不機嫌そうな態度でスタスタと先を急ぐ。


    　たしかに、なかなかふみは出てこない。


    　次々と現れる幽霊たち。それぞれ趣向を凝こらしたサプライズで僕たちを恐怖のどん底へと陥おとしいれる。


    「うわぁああああ、ひえええっ」


    　そのたびにいくみがぎゅっと僕の腕にしがみついてくれる。お化けたち、なかなかいい仕事をするじゃないか。


    「まったく、いつまで子供だましを見せられるのだ」


    　なぜだか、梨乃はいくみが怖がるのに比例して不機嫌になっていく。なぜだ、梨乃も怖がってくれても、僕はまったく構わないのだが……。素直になってお化け屋敷を堪たん能のうしようじゃないか……。


    　しかし梨乃は襲おそいかかる怪奇現象をまったく怖がることなく通過していく。


    「生なま首くびなど、仮に生きていても移動手段がない。危険性ゼロ」


    「こんなもの、ただの顔色が悪い女性ではないか」


    「目が赤いとなんなのだ。結けつ膜まく炎えんは眼科へ行くべき！」


    　次々と現れる幽霊やお化けたちを、ばっさばっさと身も蓋ふたもない感想で一いつ刀とう両りよう断だんだ。


    「……梨乃、ちゃんと怖がりなよ」


    　せっかく怖がってくれていたいくみですら、梨乃の無ぶ粋すいな感想のせいでちょっと醒めてしまっている。


    「いくみちゃんが悪いの……これは嫉しつ妬となの」


    　絵え美みがぽつりととんでもない発言をする。


    「な、なにを言っているのだっ！　なにを……」


    　必死に否定しようとしているものの狼ろう狽ばいで次の言葉が出てこない。


    「そうか……ふたりはこっそりデートをたくらんでたから」


    「真に受けるのではない。あれは、以前説明したとおり、チケットがたまたま……落ち武む者しやは邪魔するのではないっ！」


    　僕たちを驚かすべく、颯さつ爽そうと登場した落ち武者リーダーが叱しかられてしまった……。


    　まさか叱られると思っていなかった落ち武者リーダーは、僕たちを脅おどかすことなく引き上げていってしまった……。


    「でも、お化け屋敷で怖がるのは普通だよ。なんで怖がって怒られなきゃいけないのさ」


    「別に怒ってなどいないではないか……」


    「でも、ぶすーっとしてた」


    「し、していないのだ。まったくもって平常心なのだ、そもそも私はお化け屋敷が、……河童かつぱは帰るのだ！」


    　梨り乃のに一いつ喝かつされて、河童はすごすごと帰っていく……。すまない、河童の人。いま梨乃はとってもご機嫌ナナメなんだ。


    「そもそも梨乃がずるしようとしたのが悪いんだからね。それなのに、ちょっと怖がっただけで怒って、ケチんぼっ！」


    「私はずるなどしていない……。そもそも赤あか松まつが誘って、私は、その…………落ち武者はしつこいのだ！」


    「いや、落ち武者も聞いてよ」


    　梨乃が追い返した落ち武者が呼び止められた。


    　ほのかに漂ただよう痴ち話わ喧げん嘩かの薫かおり。なぜいくみまで感情的になっているんだ……。


    「絵美ちゃんはどう思うのさ？」


    　いくみはぷんぷん怒りながら、自分への同意を求める。


    「もっと喧嘩すればおもしろいの……」


    「なんでそうなるのさ。ぜったい私は間違ってないよ。落ち武者は？」


    「……ワシはこのお化け屋敷の従業員として、ただお客様に怖がってもらおうと」


    「そんなこと聞いてないよ。梨乃と私どっちが間違ってるかってこと。そんなんだから落ち武者なんだよ。落ちてばっかで、たまには上りなよ」


    「うむむ……がんばります」


    　そう言い残して、落ち武者リーダーがしょんぼりと肩を落として自分の出現ポイントへと帰っていく。追い返されたり、呼び戻されたり、お説教されたり、落ち武む者しや的には災難でしかない。


    　こんなところで揉もめていても仕方がないので、僕たち一行は先へと進むことにするが……。


    　相変わらずふたりは険けん悪あくとまではいかないものの、お互いにちょっと不機嫌な状態が続いてしまっている。


    「とりあえず、ふみが待ってるから、ふみを捜そうよ」


    　この嫌な空気を打開するには話題を逸そらすイベントが必要だ。僕は率そつ先せんして先へと進み、ふみを捜す。


    　しかし、なかなかふみが現れてくれない。


    　次々と現れる妖怪やお化けたちをスルー気味に通過して、ずんずん先へと進む。


    　もはやお化けよりも、殺さつ伐ばつとした空気のほうが怖い。ふみ、早く出てきてくれ。


    　僕の願いもむなしく、ふみと遭そう遇ぐうしたのはお化け屋敷も終盤にさしかかってからだった。


    　かなりリアルに作られた古井戸のセット、そこがふみの持ち場だった。


    　どういうわけか、井戸の周りには人だかりができている。男性のお客さんばかり二十人近くはいるだろうか。


    　そんな大混雑の井戸の中からふみがゆっくりと現れる。


    「うらめしやぁ～」


    　白い襦じゆ袢ばんに白い帯、頭には三角巾、古典的な幽霊姿だ。両手をだらんと垂らして、懸けん命めいに驚かそうとしているが……、まったく怖くない。


    「かわいいな。この幽霊」


    「うん。何度見てもかわいい。なんていうか、癒いやされるんだよね」


    　井戸の周りの観客はリピーターたちのようだ……。


    「あの……うらめしやぁ～、うらめし……」


    　ふみは井戸の中で困惑の表情を浮かべている。


    　しかし観衆たちからは口々に賛辞の言葉が上がる。


    「いいなあ。優しい気持ちになるよ。うらめしいってこんなにいいもんなんだね」


    「すみません！　こっちにもうらめしいのください」


    「……うらめし……や」


    「あの、これよかったら、差し入れです。応援してるんで、幽霊がんばってください」


    「うらめし……ありがとうございます」


    　マカロンの差し入れをもらった！　マカロンの箱を抱えて申し訳なさそうにする幽霊。ますます怖くない。


    「すみません。スケブいいですか？」


    「ごめんなさい。幽霊なので、スケッチブックに描かくものがありませんので……」


    「じゃあ、あれやってください、うらめしやの前にやってたやつを」


    「は、はい」


    　ふみはマカロンの箱を抱えて、いったん井戸の中へと消える。マカロンを置いて、すぐに浮上してくるが……、微妙に手の形が違う。さっきまでは胸元で垂らしていた手をグーにして、右手と左手で高さを変えている。


    「こんこん。こんこんこーん」


    　キツネに取り憑つかれたバージョンだ！　たぶんこれは秘伝「コントラバス」のコンの部分。


    　グーにした手を必死に前後させて威い嚇かくしているが……。


    「うーむ、かわいい」


    「これはかわいすぎっす。お化け屋敷で働く楽しさがわかった気がするっす」


    　クビというか生なま首くびになった相談者！


    　死人メークで、首の下に台を挟んだまま、観客の輪に加わっている。楽しさがわかったとか言いながら、結局サボってるじゃないか！


    「こっちにも目線ください！」


    「おい、前に入ってくるんじゃねーよ」


    「こ、こん。あの喧けん嘩かしないでください。こんこん」


    「ほら、幽霊さんもこんこん言ってるだろ。迷惑かけるんじゃないよ」

  


  [image: ]


  
    「うるさい。おまえこそ、ローアングルで幽霊さん狙ねらってるんじゃねーよ」


    「勝手に仕切ってんじゃねーよ」


    「あの……こん……こん……」


    「まずいっす殺さつ伐ばつとしてきたっす。みんな落ち着くっす。お化け屋敷でも譲ゆずり合いの精神を忘れてはダメっす。自治の精神を忘れないでほしいっす」


    「生なま首くびは黙ってろ！」


    　井戸の中で困りはてる幽霊。それを囲んで揉もめている生首と観客。そしてその様子を呆ぼう然ぜんと見守る僕たち。混こん沌とんとした状況になってきた。もはやなに屋敷なのかわからない！　


    　この混乱状態に終止符を打ったのはふみのひと言だった。


    「あの……、私、幽霊を引退します」


    「えっちょっと」


    「ごめんなさい。もう耐えられません」


    「待って、ちゃんと楽しく見るから、なあ、みんな」


    「それがすでに耐えられません。私は怖がらせたいんですっ」


    　ふみはよろよろと不器用そうな動きで井戸から[image: ]はい出る。


    「ちょっと、待って。早まらないで、考え直して！」


    「離してください。もう辞めましたから」


    　ふみはそう言い残すと、追いすがる観客を振り切って全速力で駆かけ去ってしまった。


    「引退しないで」


    　いっせいにふみのあとを追う二十人近くの男性たち。混雑していた井戸の前には誰もいなくなってしまった。


    　僕たちの前には主を失った古井戸があるだけ。井戸の中には差し入れのマカロンと虎柄の毛皮風衣装、そしてバスソルトが残されている……。きっと「コントラバス」のトラとバスで使用するのだろう。


    「バスソルトでどうやって怖がらせるのか、[image: ]なの……」


    「絵え美みちゃん。考えても仕方ないよ。とりあえずマカロンはもらっておこう」


    　いくみはそっと井戸の中からマカロンだけを取り、出口へと向かうのだった。


    



    　僕たちもゆっくりと出口を通過し、お化け屋敷から外へと出る。


    「なんだかお化け屋敷って感じがしなかったね。もっとどきどきして、わーっとかきゃーとかやりたかったのに」


    　いくみは大きく伸びをして、外の空気を吸い込みながら言う。


    　いくみは十分楽しんでいた気もするけど、僕にとってはお化け屋敷の醍だい醐ご味みを楽しめたのはほんの序じよ盤ばんだけだった。基本暗がりで揉めていただけだった。


    　まあ楽しくなかったかと言われると、楽しくはあったんだけど。


    　そんなことを思いながら、お化け屋敷の外へと出る。


    「ふみちゃん、いないの……」


    　絵え美みがあたりをきょろきょろと見渡して言う。


    　本当だ……。最初に出ていったふみがいない。てっきりお化け屋敷の出口で待ってくれていると思ったのだが、どこにいったんだ？


    



    ──本日はご来園いただき、誠にありがとうございます。迷子のお知らせです。東京都からお越しの、九く条じようふみちゃんが迷子センターでお待ちです。白い着物、頭に三角巾をつけた女の子、九条ふみちゃんがお友達をお捜しです。お心当たりがある方は迷子センターまでお越しください──。


    



    　また迷子センター！　まさかふみが迷子になるなんて！　とにかく迎えに行くしかない。僕たちはまたしても迷子センターへと駆かけつける。


    



    　迷子センターに待機していたふみは以前のいくみにも増してしょげていた。


    　しかし先ほどは励ましてくれていた係員もなにも声をかけてはくれない。幽霊姿の高校生が迷子ではどう対処していいのかわからないのだろう。


    　迷子センターの椅い子すに座ってしょんぼりする幽霊。なんとも奇妙な光景だ。


    「ふみ……大丈夫？　私といっしょだね」


    　しょんぼり幽霊はいくみを発見して、一瞬、顔が明るくなったが、すぐにまた目を伏せてしまう。一方のいくみはなぜか得意げだ。迷子の先輩としての余裕みたいなものが芽生えているのだろうか……。


    「すみません。しつこく追ってくる人がいたもので、振り切ろうとあちこち逃げ回っていたら……、携帯電話も持たずに飛び出してしまって、連絡をとる方法が……」


    「さびしかったでしょ。私の胸に飛び込みなよ」


    　いくみは両手を広げて、ふみを迎え入れようとするが……、


    「あの、それは結構ですから」


    　さすがにふみは飛び込まない。ただ椅子に座ったまま身体からだを小さくしている。


    　いくみはそんなふみの奥ゆかしい迷子っぷりにちょっと不満なようで、


    「えー、飛び込んでこないの。じゃあ、せめて、赤あか松まつにソフトクリーム買ってもらいなよ」


    　なぜ「ソフトクリームを買ってもらう」までがワンセットになっているんだ……。


    「ソフトクリームで機嫌が直るのはいくみさんだけですから」


    　そう言いつつも、ふみが上目づかいで僕の顔をちらちらと見ている。


    　もしかしてソフトクリームを要求しているのか？


    　むしろソフトクリームを買わないと不公平な気がしてきた。


    「なんだかわかんないけど、買えばいいんでしょ」


    「わー、赤あか松まつさん。ありがとうございます。本当は迷子になって恥ずかしかったんです」


    　ようやくふみの顔に笑え顔がおが戻る。


    「よかった、よかった。私ももう一個買ってもらうことにするよ」


    　いくみ……。なんでもう一個なんだ。ドサクサへの紛まぎれ方が強引すぎるぞ。


    　しかしまあ、ふみが無事でよかった。


    　九く条じよう家けの秘伝はまったく発はつ揮きされていなかったけど、ふみそのものから発揮された魅力は堪たん能のうさせてもらった。


    「ふみの荷物が置き去りになってしまっているから、お化け屋敷に戻らねばなるまい」


    　梨り乃のは迷子センターを出ようとするが、ふみはその袖そでを引っ張って引き止める。


    「あの、すみませんけど、代わりに持ってきてもらっていいですか。まだ、先ほどの人たちがいるかもしれないので」


    　たしかにふみが戻るとまた面倒なことになるかもしれない。


    　ここは僕が荷物を取りに行くのが妥だ当とうなところだろう。


    「じゃあ、僕が行ってくるよ」


    　僕が迷子センターから出て、お化け屋敷に向かおうとしたときだった。


    「おーい、これ忘れてるっすよー」


    　手を振りながら駆かけ寄ってくる生なま首くび。どうやらふみの荷物を持ってきてくれたらしい。


    　サボり癖ぐせはあるけど、根はいい人じゃないか。


    「ありがとうございます。生首の方」


    「お礼を言いたいのはこっちっす。すっかり失っていたモチベーションを取り戻したっすよ」


    　ふみに対して、深々と頭を下げる相談者。


    　最初に出会ったときと違い、目に輝かがやきを取り戻している。……死人メークなのでわかりにくいけど。いったいなにが彼を立ち直らせるきっかけになったんだ？


    「いやー、あの落ち武む者しやのバイトリーダーが落ち込んで、もう辞めるとか言ってるんですよ。なんだか、脅おどかしてるのに無視されたり怒られたりしたらしいっす。自信なくしたみたいで。あいつがいなくなるなら、やる気満々すよ」


    　あきらかに梨乃といくみが原因じゃないか……。嫌な上司が辞めたがっているからやる気が出たって……。酷ひどい理由でモチベーションが復活するものだ。しかし仕事のモチベーションなんてそんなものかもしれない。僕たちは夢と希望を与える遊園地でリアルな現実を垣かい間ま見たのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　仕事がつらいとのご相談。僕たちはまだ高校生ですので仕事のつらさの本当のところはわかりません。残業や理り不ふ尽じんな扱い、人間関係など、大変なことがいろいろあるのだと思います。


    　やはり無理をしすぎるのは禁物です。気分転換して、楽しみながら、たまにはちょっとくらいサボるのもいいのかもしれません。ゆっくりと待っていれば時間と巡り合わせでいい方向に進むこともあると思います。焦あせって変な秘伝に飛びつかないようにしましょう。


    



    



    ◎最後にお悩み相談コーナー一同から────────────────


    　メッセージ


    「ちょっと、待って。早まらないで、考え直して！」

  


  
    【おまけの相談】


    



    　近所のコンビニで夜勤のアルバイトの求人があり、応募しようと思います。さっそく履歴書を書いているのですが、自己ＰＲの欄で困っています。どんな自己ＰＲを書けば受かるでしょうか？


    
      （ケバブ野や郎ろう・二年）

    

  


  
    ＊Rino's Answer＊


    



    冷蔵庫に入ってツイッターに


    投稿することはめったにありません。

    


    ＊Fumi's Answer＊


    



    毎日、早寝、早起きです。

    


    ＊Ikumi's Answer＊


    



    熱々おでんでリアクションがすごいよ。

    


    ＊Emi's Answer＊


    



    誰よりもフルフェイスのヘルメットが似合うの。

    

  


  
    　午後四時をすぎると、季節を思い出したかのように急激に気温が下がってきた。アトラクションをすりぬけるかのように吹き付ける北風も身震いするほど冷たい。


    　すでに太陽は傾き、高層ビルの陰に隠れようとしている。


    　絵え美みが「くしゅん」と小動物のようなかわいらしいくしゃみを漏もらす。


    　あまり長居すると風か邪ぜを引かせてしまうかもしれない。残念ながら楽しい時間はあっという間にすぎるもの。そろそろ切り上げる時間のようだ。


    　僕たちが最後に選んだアトラクションは『ザ・ダイビング』と名づけられていた。


    　マップに書かれた解説によると、深しん海かい探たん査さ艇てい風ふうのライドに乗り込んで、海底探検をしながら、次々と出現するモンスターを光こう線せん銃じゆうでやっつけて得点を競きそう、ゲームとしても楽しめるスタイルのアトラクションらしい。


    　ライドの最大定員が三名、僕たちの人数だと、三人とふたりに分かれて乗ることになる……。


    「せっかくだからチームに分かれて競争しませんか？」


    　ふみにしては珍しい提案。もしかしたら最後のアトラクションということで、盛り上げようとしてくれているのかもしれない。


    　その提案に真っ先に賛同を示したのは、もちろんいくみだった。


    「やろう、やろう。で、罰ゲームはどうする？」


    　誰も罰ゲームとは言っていないのに……。


    　いくみにとっては勝負事に罰ゲームがあることは当然なのだろう。そして勝つことも当然だと思っているようで、すでにどんな罰を与えてやろうかと、舌なめずりしている。


    「罰ゲームですか、なにかありますかね？」


    　急に罰ゲームと言われてふみは考え込んでしまう。最後のアトラクションであんまり厳しい罰ゲームだと後味が悪くなってしまう。なにがいいんだろうか……。


    「裸はだかで観覧車に……」


    「お掃除はどうですか？　結局、部室が散らかりっぱなしですよ」


    　絵え美みの提案を一切聞くことなく、ふみが自みずから提案する。


    　そういえば、メイド服を借りてきてまで掃除をはじめたのに、すぐに埋まい蔵ぞう金きん探しに夢中になってしまい、部室はむしろ散らかってしまったのだった。


    「まあ、妥だ当とうなところではないだろうか。それくらいがちょうどいい」


    　梨り乃のも異存はないようだ。


    　こうして、罰ゲームが決まり、グーパーでチーム分けも決定する。


    　パーのチームがふみ、いくみ、絵美、グーのチームが僕と梨乃ということになる。


    「やった、勝った！　梨乃と赤あか松まつの泣き叫ぶ顔が浮かぶようだよ」


    　いくみはチーム分けの時点で勝利を確信している。別に負けても泣き叫びはしないけど。


    　二対三か……。数的には不利だが、ガンシューティングがこのアトラクションの基本だと考えると、ふみ、いくみ、絵美の三人はまったくの素人しろうとだと思われる、僕は多少だがゲームセンターでの経験がある。やりがいのある、いい勝負になるんじゃないだろうか。


    「じゃあ、私たちからいくよ」


    　いくみたちのチームが先にライドに乗り込む。その数十秒後が僕たちの番だ。


    　僕たちを乗せてライドは深海をイメージしたアトラクション内をゆっくりと進んでいく。


    　梨乃とふたりっきりの時間は、遊園地に来てからほとんどなかった。


    　いざふたりきりになってみると、なんだか気まずい。本当にふたりで遊園地に来たらこんな感じの空気で一日すごしたんだろうか……。だとしたら、みんなで来て正解だったのかもしれない。


    　少し手前から、三人の歓声が聞こえる。


    「撃って、絵美ちゃん、イカみたいなのっ！　早く、イカみたいなの！」


    「いくみちゃんこそなの……。あのムンクみたいなの」


    「ムンク？　どれさっ！」


    「ふみちゃん、撃つの。……あのベラスケスのインノケンティウス十世みたいなの」


    「どれですかっ！　たとえがわかりませんっ！」


    「あれなの、レンブラントの夜や警けいっぽいやつの上」


    「それもわかりませんっ！」


    　大騒ぎする三人。一方、僕たちのライドはいまだ無言のままだ……。


    　間まをつなぐために、勝負への意気込みなんかを語ることもできるが、僕にはもっと話したいことがあった。このふたりきりのタイミングでしか聞けないことが……。


    「あの、結局……、遊園地の誘いって、保留のままだったけど、もしあのままみんなにバレなかったらどうしてた？」


    　僕はなるべくさらっと、何気ないトーンで梨り乃のに尋ねる。みんなで来ることになったいまではその答えは意味をなさないのかもしれないが、僕の気持ちの面ではとても大事なことだ。なにより気になって仕方がない。


    「なっ……なぜ、突然、そんなことを……わ、私は……」


    　案の定、梨乃は過か剰じような動揺を見せた。


    　梨乃の光こう線せん銃じゆうがあらぬ方向を撃ちまくる。動揺であさっての方向に射しや撃げきを繰り返す梨乃をあざ笑うかのようにムンクみたいなのが無傷で通りすぎていく。


    「そんな重く考えないでほしいんだよ。ただ気になって、あのままだったらどうなったのかなって……本当にちょっと気になってるだけ」


    「それは…………」


    　梨乃が自分の気持ちを落ち着けるためか、一度大きく深呼吸する。


    　そして、自分のカバンからノートとペンを取り出す……。

  


  
    【相　談　８「女性として自信がありません」】


    
      遠えん藤どう梨り乃の・一年

    


    　自分はこれまで勉強ばかりしてきて、女の子らしいことはなにひとつしてこなかったのだ。


    　家庭でも両親ともに勉強はみてくれるが、恋愛については堅い家庭で育った。ゆえに、女の子として見られることに、恥ずかしさと恐怖がある。とにかくそういった話になると条件反射的に身体からだと心が硬直してしまうのだ。自分でも変だとは思っているのだ。でも、私の脳がそうプログラムされているみたいなのだ。どうしたらいいだろうか？

  


  
    Answer's
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    勇樹：恋愛が苦手とか別に気にすることはないと思う。


    それはそれで個性だと思うから。

    

  


  
    「なんで梨り乃のが相談形式なんだよ」


    「そもそも、最初に相談を利用したのは赤あか松まつではないか。私も同じことをしただけなのだ」


    　梨乃はそう言うと、ちょっと睨にらむような目で僕を見つめる。


    　おそらく照れ隠しでこの形式にしたんだろうけど……。でも、たしかに最初に相談を利用したのは僕だ。


    　ということは、やっぱりこの相談に答えなければいけないだろう。


    　恋愛が苦手……、知ってはいたけど、そんなに気にしているとは思っていなかった。


    　僕にとっては、むしろそんな隙すきがあるところが梨乃の魅力だと思っているのだが。


    「僕は別に気にすることないと思うけど……。そんなに変じゃないと思うし」


    「そんな適当に慰なぐさめられても困る。本当は変だと思っているに違いない」


    　梨乃は少しムッとしているように見える。


    「いや、本当に変じゃないよ」


    「本当に……？　微び粒りゆう子しレベルでも？」


    「ちょっと照れすぎだろってときはあるけど」


    「やっぱりなのだっ！　変だと思ってるのではないかっ！」


    　梨乃はぷいっと顔を背そむけて、拗すねてしまう。


    　なんだよ、これは誘導尋問じゃないのか。ちょっと納得いかないが、せっかくのふたりきりの時間を拗すねたままですごされても、もったいない。


    「ちょっとだから、ちょっとだけ、気にするレベルじゃないから。それにちょっと照れるくらいのほうが、その……かわいいというか……」


    「か、かわ……かわわ……わわわわ」


    　……今度は照れてしまった。なんだどうすればいいんだ？　


    　まったくもって、扱いが難しい。


    　まずは落ち着いてもらって、それから話をしないといけないようだ。


    「どうして、恋愛についての話が苦手なのかな？」


    　僕はなるべく間まをとって、優しい口く調ちようで仕切りなおす。


    「……それがわからないから苦労しているのだ。……とにかくその系の話というか、その、恋愛を意識してしまうと、どうしてもああなってしまうのだ……。ましてや自分のこととなると、もう頭が混乱して……」


    　梨り乃のはその状況を説明するだけでも、顔を真っ赤かにしている。とにかく理屈じゃなく苦手なんだろう。


    「原因は家庭環境なの？」


    「それは間違いない。なにせお堅い家なのだ。テレビは教育的な番組しか視聴を許されず、少女漫画すら禁止。キスシーンのある映画など観たら、父にどんな薬物を注射されるか……」


    「注射されるの……？」


    「実際にそんなことになったことはないのだが。そんな雰ふん囲い気きなのだ。テレビでたまたまラブシーンが映ったときなど、気まずさから家族全員の記憶を奪おうとするのだ」


    　チャンネルを変えるならわかるが、見てしまったぶんの記憶まで奪いにかかるか……。梨乃のお父さんはマッドサイエンティストっぽい人なんだろうか……。


    「ゆえに、私はその恋愛には免めん疫えきがゼロなのだ。Ｂ細さい胞ぼうがぐだぐだで免疫グロブリンが抗こう原げん抗こう体たい反応を絶賛サボり中なのだ」


    　自分でも情けなくなってしまったのか、梨乃は話し終えると小さくため息をつく。


    　たしかにドラマも漫画も禁止の家庭では、恋愛に対して免疫がゼロなのも仕方ないのかもしれない。


    「グロブリンはよくわかんないけど……、大丈夫じゃないかな。いまも、こうやってふたりっきりで……」


    「それを言うのではないっ！　意識してしまうではないか。意識すると、緊張が……ふう、落ち着かないと、なにか別のことを考えて……そうだ水クラゲの一生を……ポリプがエフィラを遊出してエフィラがメタフィラを……」


    　梨乃がなにやら呪じゆ文もんのような[image: ]なぞの単語を連発しはじめた。水クラゲ関連らしいが、いま水クラゲについて話す必要はない。というか、たぶん一生その必要はない。


    「いきなり現実逃避はやめようよ」


    「だって、ふたりきりで……」


    　梨り乃のはすっかり意識してしまったようで、そわそわ落ち着かない。太ふと[image: ]ももの上で手を組んだり離したり……、ストレスに耐えかねて、ライドから飛び降りてしまわないか不安だ。


    「……考えようによっては、ふたりきりじゃないから。前に三人も乗ってるから」


    「そ、そうだな。たしかにこの乗り物にはふたりだが、アトラクション内にはみんないるのだ。計測のスケールの問題なのだ。落ち着くのだ」


    　梨乃は自分に言い聞かすようにつぶやく。


    　さっそく自分たちの存在を示すかのように三人の声が聞こえてくる。


    「油断しないで、つぎつぎ襲おそってくるよ。ふみ、ちゃんと狙ねらって」


    「いくみさんこそ！　当たってないですよっ」


    「ぬう、めんどうだ。こうなったら直接護身術で」


    「ダメですっ。ライドから降りたら怒られますよ！　……ちょっと、絵え美みさん、さっきから私を狙ってませんか」


    「ふみちゃん何点かなって……」


    「私を撃っても点数は……いくみさん、パンチはダメです！　降りようとしないでくださいっ」


    　なんだか梨乃よりもさらにライドから降りてしまいそうな人がいる……。


    　三人の声に勇気づけられるかのように、梨乃は再び話しはじめる。


    「ほら、私に友達がいないのも、きっとその、恋愛が……その、苦手なことも原因だと思うのだ。やはり我々くらいの女子はみんな恋愛に関する話が大好きなのだ。オオアリクイにとってのシロアリに匹ひつ敵てきするくらい好きなのだ。でも私は苦手だから……ついつい罵ば倒とうの言葉を、ヒヤシンスの球根を誤って口にしろなどと……」


    　正直、そのオオアリクイにたとえちゃう感じも原因だと思うけど……。ヒヤシンスの罵倒は論外だし。


    「じゃあ、ちょっと練習してみない？」


    「れ、練習？」


    　僕の提案が唐とう突とつだったのか、梨乃は目を丸くしている。


    「ほら、やっぱりこういうことって、慣れるしかないと思うんだよね」


    「た、たしかに……」


    「だから、ほら、これがデートだとして、ちょっと練習してみない？」


    「デ、デ……」


    　梨乃がライドの窓に手を掛け、脱出を試みようとしている。


    「降りないで、逃走しないで！」


    「だって、デートなどと、そんな過激な発言をするから！」


    「そんなに過激じゃないから。それにあくまで練習だし。ほら、ふたりっきりで遊園地に来たって設定で、この間だけでも過ごしてみたら……」


    　自分で言っていてもかなりわざとらしい発言だが、しかし梨り乃のは現在、絶賛動揺中だ。少々強引でも乗り切れるはずだ……。


    「なるほど……では、そうしよう」


    　梨乃はそう言うと、じっと僕の顔を見つめる。


    　僕も梨乃を見つめ返す。


    　潤うるんだ瞳ひとみに、アトラクション内の華やかな電飾が反射してキラキラと輝かがやいている。


    「…………」


    「…………」


    「その、私が言うのもなんなのだが、赤あか松まつもかなり苦手なのではないか？」


    「じつを言うと……かなり」


    「なんだ、なにが練習なのだ。ただ無言で立っているだけなら、私も問題なくできるのだ」


    　ほっとしたのか、梨乃はようやく笑え顔がおを浮かべてくれる。


    　緊張して真っ赤かになっている姿もかわいいけど、やっぱり笑顔が一番だ。


    「そもそも、恋人同士はふたりきりでこのような状況ではなにを話してるのだ？　まったく想像がつかない。むしろ、フクロウナギの生態のほうが想像可能なのだ」


    「さあ、案外、普通かもしれないね。フクロウナギは普通じゃないかもしれないけど」


    「普通ならば、これで、できているのではないか。たいしたことはないではないか……、こ、これくらいなら……別に」


    「たぶん、話の内容じゃないんだよ、大事なのは距離なんじゃないかな？」


    　僕は思い切って梨乃との距離を詰めてみる。肩と肩がぶつかりそうなくらいの距離で、そっと寄り添う。


    「そ、そうか……距離」


    「う、うん。距離なんだと思うよ」


    　なるべく平静を装よそおってはいるものの、正直なところ、ものすごくドキドキしている。手を握るとか、腰に手を回すとか、そういった手段も思い浮かびはしたが、これが限界。梨乃が、というより僕も精いっぱいだ。


    　意外なことに梨乃は僕の接近を許容してくれた。


    　すぐに顔を真っ赤にして、離れてしまうかと思われたが……。


    　なにも言わず、そのままの距離を保っている。顔はやっぱり真っ赤だけど。


    　しかし先を行く三人の声がいい雰囲気のままにはしてくれない。


    「数がすごいです。あっちにもこっちにも、いろいろ出現してます。絵え美みさん、なにしてるんですか？」


    「休憩中なの……」


    「休憩ダメッ！　まだだよ、ここからが勝負だよ。こっちが苦しいときは相手も苦しい。梨り乃のと赤あか松まつのことを想像して。あっちはあっちで必死なはずだよ。ここでがんばったほうが勝つんだよ！」


    「疲れたの……」


    「絵え美みさん、座り込まないでください」


    「あとで復活するために、いまはパワーを充電するの」


    「絵美さん！　隠し持っていたお菓子を食べないでください！　いくみさん。分けてもらおうとしないでください。ここでがんばったほうが勝つんじゃなかったんですか！」


    　向こうは大騒ぎだ。たしかにアトラクションは佳か境きように入っている。登場するモンスターの数も格段に増えた。


    　いくみたちには申し訳ないが、僕たちは光こう線せん銃じゆうを構えることすらしていない。


    　ただ、ふたりで静かに寄り添って、挑ちよう発はつ的てきな動きを繰り返す人形たちを眺めている。


    「……あの、それで……遊園地の誘いの答えなのだが」


    　梨乃がぽつりとつぶやく。


    「うん……」


    　梨乃と僕はまた沈黙してしまう。
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    　もうアトラクションも終わりに近い。


    　まったく銃を使用しない平和主義の僕たちの目の前で、なんだかボスっぽいキャラクターが激しく動いている。しかし僕たちはそれを完全に無視。


    　いまはドキドキして、ボスっぽいのを相手にする気分ではない。


    　ボスキャラが過ぎれば、アトラクションは終了のはず。ふたりきりの時間も終わりだ。


    　梨り乃のもそのことを感じたのか、一度大きく深呼吸すると言葉を続けてくれる。


    「あの……答えは……回答は……、前にも言ったとおり、保留なのだ」


    「また、保留……」


    　もう遊園地の最後のアトラクションの終盤戦、そのタイミングでもまだデートの誘いの答えが保留なんて……。さすがに少し落らく胆たんしてしまう。


    「だから、私は恋愛が苦手だと相談しているのではないか。少しずつ慣れていくしかないのはわかっている。だから、苦手じゃなくなるまでは保留でいさせてほしいのだ」


    「……そっか。そうだね。もっと時間をかけてじっくりとね。それまでに僕もいい返事がもらえるようにがんばるよ」


    　せっかく勇気を出して答えてくれたのだ。僕も精いっぱいの笑え顔がおで答える。


    「ただ、いま言えることは、赤あか松まつと会ってから、私があんまり眼鏡めがねをかけなくなった。それは、統計的に明らかなのだ。本当はそっちから気づいてほしかったのだが……」


    　梨乃はそう言うと、恥ずかしさをごまかすかのように、いまさら、光こう線せん銃じゆうを手に取って、とっくに通り過ぎてしまったボスへと向ける。


    　そう言えば梨乃は最近眼鏡をあまりかけていない。それが、どんな意味なのか、詳しく質問したいところだったが、それは無ぶ粋すいな気がしてやめておく。それに聞いたところで、おそらくなにも教えてくれないだろう。


    　梨乃との関係は進んだのか、それとも進展なしなのか。そんなふたりの関係性と同じように、深しん海かい探たん査さ艇ていを模もしたライドはぐるっとひと回りして元の場所へと到着する。


    



    　アトラクションから出ると、すっかり日は落ちてしまっていた。夕日の名残が西の空をかすかにオレンジ色に染めているのみ。


    　陽の光と交代するかのように、園内はライトアップされ、夜の装よそおいへと変わる。


    「なに、０点って！　ひどいよ！」


    　僕たちの成績を聞いて、いくみはカンカンに怒っていた。


    「いや、がんばったんだけどね……」


    「ウソだ！　がんばってない！　なんでがんばって０点なの！」


    　僕の言い訳など聞く耳を持ってくれそうにない。


    「罰ゲームはちゃんとやるから」


    「そういうことじゃないでしょ。真剣勝負じゃないとおもしろくないじゃん。こっちは必死になってやったんだよ」


    　ご意見、ごもっともだ。こっちが勝負を放棄したんじゃ、罰ゲームなんてやったところでちっともおもしろくないだろう。


    「最後のボスなんて、壮絶だったの……」


    　絵え美みも不満そうにじっと僕たちを睨にらんでいるが、なんだか着衣の乱れがひどい。髪の毛もぼさぼさになっているし……。


    「のし梅さん太郎のすっぱさで復活した絵美ちゃんはすごかったんだよ。大活躍で、最後は係員とまで戦ったんだから」


    　いくみは誇らしげに言っているが、係員との戦いは０点よりも悪いんじゃないのか……。


    　まったく絵美といくみの組み合わせは危険すぎる。


    「たしかに……、その０点は申し訳ないが、ちゃんと罰ゲームで掃除はするから、それで終わりでいいではないか」


    　梨り乃のは早くこの話題を終わりにすべく、まとめの発言をしたつもりだったのだろうが……、いくみがじっと梨乃の顔を見つめている。


    「……いちゃいちゃしたね」


    「……ま、まさか、水クラゲの生態について語り合っていただけなのだ」


    　梨乃は首を振っていくみから目を逸そらすが、そちらの方向には絵美が待っている。やはり絵美も猜さい疑ぎ心しんたっぷりの目で僕と梨乃を見つめている。


    「そんな人はいないの……。きっと誰もいないのをいいことに、赤あか松まつさんが梨乃ちゃんの水クラゲをぷにぷにしたりしたに違いないの……」


    「していないのだ！　いくらなんでも品がないぞ！　それに水クラゲは……」


    「水クラゲの話でごまかされないの」


    「だから、なにもしていないったらしていないのだ」


    　梨乃が絵美から目を逸らすとそこにはいくみ。


    「絶対にいちゃいちゃしたよ。これは矢や野の君に報告しないと」


    「ねえ、もういいんじゃないかな。みんなで遊園地を楽しんだってことで」


    「ダメッ、まとめさせないっ！」


    　僕のまとめにいくみは応じてくれない……。


    　鮮あざやかなイルミネーションに彩いろどられた遊園地。


    　ふみによると、その光景はとてもカラフルで幻げん想そう的てきで綺き麗れいだったらしいが……。


    　僕はいちゃいちゃ疑惑の弁明に追われ。そのライトアップされた光景がまったく記憶には残らなかったのだった。

  


  
    【回　答】


    



    　僕も正直恋愛については素人しろうとといっていい状態で、なんのアドバイスもできないんだけど、普段は強気なのに、恋愛の話になると急におどおどしてしまうところも、梨り乃のの魅力のひとつだと思っています。きっといつかは慣れて普通に恋愛についても拒否反応なく話せる日がくるのでしょうが、それはそれでちょっと残念な気もしてしまいます。無理に克服しようとせずに、自然なかたちでゆっくりと、お互いに成長していければと思っています。


    　これからもいままでどおり仲良くしてもらえれば嬉うれしいです。


    



    



    ◎最後に勇ゆう樹きからのメッセージ────────────────


    「たぶん、話の内容じゃないんだよ。大事なのは距離なんじゃないかな？」

  


  
    　遊園地での休日をすごした翌週の月曜日。


    　部室には再びメイドさんたちが集合していた。


    　黒のワンピースにフリルのついたエプロン。お[image: ]そろいの衣装であることが、むしろ四人の個性を際立たせている。


    「あら、みんな、かわいいじゃない。どうしたの。私も着たかったなあ」


    　原稿執筆中に突とつ如じよ部室に現れたメイド服姿の四人を見て、彩あや香かは驚きの声を上げる。


    　もちろんメイドさんたちの目的は掃除だ。


    　本来は遊園地での罰ゲームで、僕と梨り乃のが掃除をすることになっていたのだが、いくみがいちゃいちゃしそうな気がするとの疑惑を持ち続け、監視の意味も込めて結局は全員が掃除をすることになったのだった。


    　勝負もグダグダなら、罰ゲームもグダグダ……。それも僕たちらしいのかもしれないが。


    「あらあら、ご主人様。こんなに散らかしちゃって……なの」


    「掃除してくれるの。ありがとう絵え美みちゃん」


    　彩香は熱烈なハグで感謝を伝える。


    　すごい察しのよさ。よく掃除してくれるって伝わったな……。


    「本当はね。梨乃と赤あか松まつが掃除するんだけどね。なにせ、ふたりにするといちゃいちゃするから、仕方がないんだよ」


    　いくみはいまだに疑惑の目を僕たちに投げかけている。


    「あら、勇ゆう樹き、梨り乃のちゃんといちゃいちゃしたの、やるじゃん」


    「だから、してないんだよ」


    　僕はいささかその否定に疲れてしまった。


    　今後は質問を無視することにして、黙々と掃除を続ける。


    　これまでただ隅っこによけられていただけの書類や道具類を、かなり大だい胆たんな判定でゴミかどうかジャッジして、ゴミとみなしたものはどんどんゴミ袋へ入れていく。


    　それにしても掃除ってなかなかの肉体労働だ。冬なのにいつのまにか身体からだが汗ばんでいる。


    　これは梨乃と僕だけではキツイ。前回は一切お掃除をしてくれなかったメイドさんたちだが、今回はちゃんと掃除をしてくれるといいが……。


    「懐なつかしいですねえ、合宿のとき写真撮りましたねえ」


    　残念ながら、メイドさんたちは掃除における最初のトラップとも言える思い出の品々に早速引っかかってしまった。


    「これ、ふみのポーズなに？」


    　いくみはそのなかでもふみの全身が写っている写真を手に取る。水着姿のふみがしかめっ面つらをしている。


    「これは家いえ康やす公こうのしかみ像ですよ。三み方かたヶが原はらの戦いで敗れた家康公はそのときの屈くつ辱じよくを忘れないために、その姿を絵に描かかせたのです……。それをなぜ私がやっているのかは……なんででしたっけ？」


    「あーあれだよ、たしかバーベキューしてたら野犬の群れに囲まれて、それを追い払うために、このポーズをしたんだよ」


    「そんなシーンはなかったですよ！　なんで野犬に襲おそわれて水着になるんですか？」


    「そうだっけ？　このあとどうしたっけ？　ふみが水着脱いじゃったんだっけ？　いやー、懐かしいなあー」


    「脱いでません！　偽ぎ造ぞうの思い出で懐かしがらないでください！」


    　思い出にひたるのも結構だけど、メイド服を着たからには多少は掃除を手伝っていただきたいのだが……。


    「あの、そろそろ掃除を」


    　僕が恐縮しながら、申し出ると、案外素直に従ってくれる。


    「そうでしたね。掃除をするんでした。みなさんお掃除しましょう」


    　ふみの号令で、いくみと絵え美みも掃除に参加してくれる。


    　まずは小さめのゴミと書類を整理して、そのあとは大物に取りかからなければいけない。


    「あーこれ文化祭のヤツだ」


    　いくみが彩色されたベニヤ板を発見する。


    「そうなの……私が作ったの」


    「そうだったねえ。このころ絵え美みちゃんが来たんだよねえ。それでみんなでメイド喫茶やったんだよねえ。いやー、懐なつかしいなあ」


    「やってないの……。人生ゲームを作ったの」


    「ああ、そうだった。メイドはいまだった。勘違いした」


    「現在と過去を勘違いする人はじめて見たの」


    「そうそう、このときは生徒会長と揉もめて、すっごい喧けん嘩かになって、それで繰くり出したのが、このしかみ像だっけ？」


    「時系列が無む茶ちや苦く茶ちやです！　なんで生徒会長と口論している途中で水着になるんですか！」


    「そっか、そっか。で、これはなんだ？　これはクリスマスパーティーで使った飾りか。いやー、懐かしいなあ」


    　いくみが今度はクリスマスで使ったデコレーションの数々を眺めている。


    　正直そんなに昔でもないし、いい加減に掃除をしてくれないものだろうか。


    「あの、総集編みたいにするのやめてくれるかな？　しかも全部ウソだし」


    　僕はいくみの手からクリスマスグッズを取り上げると強制的にゴミ袋に収納する。


    「えーなんで、もう一年生もそろそろ終わりなんだよ。ちょっと懐かしむくらい普通でしょ」


    　いくみは口を尖とがらせて抗議している。


    　別に僕も懐かしむことを止めはしないが、ただ懐かしむなら、なぜその衣装に着替えたんだ。


    　掃除をしてくれるんじゃなかったのか？


    　もう一度、掃除を手伝ってくれるように頼もうかとも思ったがやめておく。


    　これはそもそも罰ゲーム。僕と梨り乃ので掃除をする約束だ。


    　これまでも真剣に掃除をしてくれていたのだろう、梨乃の首筋はうっすら汗ばんでいる。


    「そんなにがんばんなくても……そんな厳密な罰ゲームじゃないから」


    「いや、約束は約束なのだ」


    　梨乃はそれだけ言うと掃除に戻ってしまう。


    　やっぱりこういうところは変に真ま面じ目めだ。ひとりで黙々と、ゴミを片づけ続ける。


    「まあまあ、梨乃ちゃん。そんな真面目にやらなくていいから。こっち来て昔を懐かしんだら？」


    　彩あや香かは梨乃がちょっと意い固こ地じになっていると感じたのか、思い出にひたるグループへの参入を呼びかける。


    「いいです。掃除します」


    「あら、本当に……、じゃあこっちのみんなには取っておきの写真を見せちゃおうかな。これ合宿で温泉に入ったときの梨乃ちゃんなんだけど」


    「ちょっと、そんなものが！　隠し撮りではないかっ！」


    　梨乃は慌あわてて彩香たちのもとへと駆かけ寄るが……、


    「ウソだよー、やっとこっちに来てくれた。ほらほら、ともにすごしたこの一年を振り返ろうよ」


    　梨り乃のは見事に捕ほ獲かくされてしまった。


    　すぐにみんなのペースに巻き込まれて、思い出話に花を咲かせはじめる。


    　こうなるとひとりで掃除をするのもバカバカしい。僕も掃除を放棄して思い出話チームへと合流するしかない。


    　なるべく自然なかたちで、写真を眺めるメイドさんたちの輪に加わる。


    　遊園地のチケットを貰もらったときから気になっていた部室の散らかり具合だったが、どうやらこのまま新学年を迎えることになりそうだ。

  


  
    　あとがき


    　川岸殴魚です。あとがきのコーナーなのですが、二ページしかございませんので、主に告知となります！　これまではあとがきのフリをした悪ふざけのスペースとして利用していたわけですから、これはすばらしい進歩でございます。


    　帯、ガ報などにも書かれているかと思いますが、本作「人生」のテレビアニメが二〇一四年七月よりスタート予定でございます。


    　僕も邪魔にならない程度にお手伝いさせていただいております。おもしろい作品になるよう、頑張りますので、ご期待ください！


    　今後、さらなる関連情報が順次発表されるかと思いますので、来月以降のガ報や、ガガガ文庫公式サイトなどをチェックしていただきたい！


    　そして二〇一四年の二月十九日発売のサンデーＧＸ三月号より、松山せいじ先生によります「人生」のコミカライズがスタートします。本作、「人生　第７章」を発売月に買っていただいたみなさま、そうです今月です！　僕もネームをちらりと拝見したのですが、かなりのナイスコミカライズが予想されます。超オススメでございます。


    　そしていつもの相談募集の告知！


    　本作、「人生」では読者の皆様からの相談を募集しております。


    　みなさまから寄せられるお悩みが、アニメ化＆コミカライズを進行させる力となります。ぜひぜひ、この機会に相談をお送りください！


    　相談はどんな内容でも大歓迎です。お悩み相談コーナー一同が真剣かつ、ゆるーく、お答えいたします。


    　応募は僕のツイッターのアカウント（＠ougyo_kawagishi）へリプライ、またはダイレクトメッセージでお送りいただくか、メール、jinseisoudan@live.jpまでお寄せください。


    　ツイッターは文字数が百四十文字となっておりますので、長い相談はメールにていただければと思います。


    　応募には相談者のお名前（ペンネームでもＯＫです）と名前のふりがなも添えてお送りいただけるとありがたいです。


    　応募期間は二〇一四年、二月十八日より二〇一四年、三月十八日までとさせていただきます。 みなさんの相談に支えられて続いているシリーズでございます。いろんな相談お待ちしております！


    　謝辞すらスペース的に厳しいのですが、この巻より担当編集が具志堅さまから岩浅さまに交代となりました。具志堅さま、これまでありがとうございました！　五年間お世話になりました！　そして新担当、岩浅さま、今後よろしくお願いします。いろいろやらかすと思いますが、どうかご容赦ください！　ななせめるちさん。今回もすばらしいイラストありがとうございます！　読者のみなさま、以下同文！　では急ぎ足ですが、また次の巻で！

  


  
    【スペシャルサンクス】


    　今回、相談をいただいた迷える子羊たち（敬称略／掲載順）


    



    みかん


    Kinokano


    凶音


    匿名希望


    掃部頭銀雪


    鈴木


    十一里あるく

  


  
    川岸殴魚


    Ougyo Kawagishi


    



    本来、ここには僕の著者プロフィールが入る予定でしたが、この冬一番の寒波の影響で自分が何者なのか完全に忘れてしまいました。


    やむをえずイギリスのことわざを掲載します。


    「祖母に卵の吸い方を教えるな」


    この言葉を肝に銘じ、今後は寒さに負けない著者プロフィール作りを心がけます。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    人生　第７章
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